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はじめに 

 

平成 23 年 3 月 11 日の大地震および津波を契機として，東京電力福島第一原子力発電所

の事故が発生した。原子炉施設から放出された放射性物質は，福島県とその周辺地域をはじ

め，東日本の広域に飛散・沈着した。放射性物質による影響は，初期の気象条件や地形，地

表面の被覆状態等により特異な分布を示した。その後，地表面に降り積もった放射性物質の

再飛散や，放射性物質を吸着した土砂の移動にともなう河川，湖沼，海洋への移行，森林・

農作物，陸域・海洋生物への移行が問題となり，短期予測や除染などの対策基盤策定のため

の調査から，長期予測を視野に入れた学術研究の必要性が高まっている。一方で，放出され

た放射性物質は大気の輸送拡散過程により全球に拡散しており，事故当時からどれほどの

放射性物質が環境中に放出されたかを明らかにし，またその移行過程についての学問的知

見を国際的に発信することが我が国の責務である（図 1）。 

 図１ 環境中の放射性物質移行の学術研究の必要性 
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本領域研究の目的は，オールジャパン体制で放射性物質の拡散・輸送・沈着・移行過程を

同定し，その実態とメカニズムを解明すること，及びそれに基づいて長期的な汚染状況の予

測と被ばく線量の低減化のための方策を提示することである。しかし，環境中に放出された

放射性物質は，これまでに，大気・海洋・陸域での物理化学過程や生態系での移行・濃縮な

どの様々な移行が進行しているため，その影響や相互作用は多岐にわたる。そのため，この

放射能汚染は，既存の学問分野の単独的な取り組みでは解決できない複合的で未曾有の問

題であり，地球環境科学の多くの分野に放射化学や放射線計測技術の分野などを加えた，分

野横断的で新しい学問領域を創設して取り組むことが必要である。さらに，化学の専門チー

ムを備えた新領域を形成することにより，公募研究を含めた新たな分野を創生することに

意義がある。 

以上を踏まえて，本領域研究では，研究項目を 4 項目（項目 A01 ～項目 A04）に区分し

たうえで，各項目が協働で研究を深化させ，相互にフィードバックを図れるように 8 つの計

画研究を設定した（図 2）。 

 

項目 A01 では，放射性物質の大気中への影響に注目し，放射性物質の大気循環モデリン

グと拡散・沈着過程の解明により，大気―陸面相互作用の理解を目指す。項目 A02 では，

放射性物質の海洋への影響に着目し，海洋及び海洋底における放射性物質の分布状況と移

行要因の把握，および海洋生態系への移行・濃縮状況の把握を目指す。項目 A03 では，放

射性物質の陸域での移行に着目し，水・土砂移動にともなう移行過程の理解と森林をはじめ

 図２ 本領域研究の研究体制 
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とする陸域生態系での放射性物質の移行・循環過程の理解を目指す。項目 A04 では，移行

に伴う放射性物質の存在形態の解明および測定技術の開発に着目し, さまざまな化学形態

における放射性物質測定技術の開発を目指す。 

大気拡散モデルである SPEEDI は，原子力発電所からの放射性物質放出という緊急事態

に，周辺環境への影響を迅速に予測するシステムとして備えられてきたが，その数値シミュ

レーション結果の学術研究利用における道筋は明らかでない。他方，汚染物質の全球大気拡

散モデルは，国内の複数のモデルグループが有し，この度の事故にともなうシミュレーショ

ン結果を報告している。しかし，事故当初の原子炉からの放射能放出の時刻や規模，原発周

辺の詳細な風向や降水等の気象条件が明らかでないことと，複雑な地形にともなう気流系・

降水の正確な表現に至っていないため，従来の大気モデルでは，事故当時の地域的な放射性

物質の降下の再現や長期的な予測は難しい。観測データとシミュレーション結果の比較に

よる検討が必要である。 

海洋についての観測データは圧倒的に少なく，特に大気経由の海洋への放出量について

は，大気輸送・沈着モデルと海洋中での分布・移行データの双方から解析することが必要で

ある。さらに，水中の溶存態あるいは有機物等を介した海洋・淡水生物への移行・濃縮など，

大気－土壌－河川－海洋での放射性物質の発生源や輸送経路，生態系循環への取り込みと

いった一連の移行過程を理解するには，地球環境科学の多くの分野に，放射化学や放射線計

測技術分野などを加えた分野横断的な協力や連携無くしては解決出来ない。森林における

放射能汚染に関しては，これまでの実態調査から，樹体に吸着した放射性物質は, 雨水や落

葉とともに徐々に地表に降下し，移行が開始していることがわかってきた。チェルノブイリ

の知見から，森林では約 1 年で放射性物質が樹体から土壌へと移行し, その後再び樹木に吸

収されるという「循環」が始まる。こうした放射性物質の移行による環境の二次汚染の広が

り, および農作物や飲料水への影響は, 住民や産業に極めて深刻な被害を引き起こす｡チェ

ルノブイリ周辺と全く異なった地形･地質･気候環境における福島において，除染の優先順

位や，山林のすそ野に住宅を建て, 森林を生活圏の一部としてきた住民の今後の帰還を考え

る際, こうした放射性物質の移行を予測することが最重要課題である。 

以上のように，この放射能汚染という問題は，各学問分野の単独的取組みでは解決できな

い複合的で未曾有の問題であるが，同時にその解決に向かい研究者が英知を結集させ，その

我が国の学術的水準のさらなる向上につなげていくことは，科学者としての責務である。住

民生活の安全確保に寄与し, さらに事故当時国としての責務を果たすためには，放射化学や

放射線計測技術の分野などを加えた分野横断的で新しい学問領域を創設して取組むことが

不可欠である。また，福島原発事故およびその後の経過は世界の注目するところで，国外へ

の情報発信が必要であり，それに加えてチェルノブイリ原発事故との関連においてヨーロ

ッパを始めとした各国との国際的連携は問題解決を促進するものと考えられる。こうした

一連の学際的で国際的な取り組みを深化していくことにより，今後の我が国における学際

的研究への模範的事例を提示することができると考えられる。とくに若手研究者の本領域
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研究への参画を奨励し，経験を積ませることは，我が国における次世代の学術的水準を確実

に向上させるものと信じる。 

本領域研究を行うに当たって，代表者はこれまでの放射性物質の環境動態研究の経験，そし

て地球環境科学における学際的研究事業における経験を最大限に活用する。代表者はこれ

までにグローバルフォールアウトによる 137Cs の挙動を指標として土砂や水の移動を研究し

てきた経験があり，今回の事故に伴う政府系の緊急調査では，137Cs に関する長年の観測実

績が，福島県の計画的避難地域の放射性物質が吸着した土壌や植生からの移行調査に活か

され，文部科学省への報告書の提出のほか，行政関係者にも指導的立場に立っている。これ

らの経験を活かし，計画研究班間の協働を深化させ，全体会議によるフィードバックをはか

ることにより，放射性物質の生態影響評価と将来予測を提示することを目指す。 

 

研究組織  

 

本領域研究では、研究項目を大まかに４項目(研究項目 A01-04)に区分したうえで、協働で

各研究を進化させるとともに、相互にフィードバックを図れるように設定する。 

以下に示すように、横断的なチームを立ち上げ、地球環境科学の関連分野の連合体を核とし

て複数の関連異分野を取り込む構成によって、汚染状況の実態把握と放射性物質の移行・拡

散過程のモデル化を図る。そして、さまざまな学際研究を通して、長期対策を要する科学的

知見とモデル基盤を確立する。このように福島原発事故に伴う放射性核種の環境動態に関

する学際研究を通じて、我が国の地球環境科学の学術水準を強化するとともに、社会への貢

献を図る。 

 

［総括班］計画研究を総括するとともに，領域内の相互啓発と情報共有，国内外への情報発

信，研究支援活動により研究班間の円滑な協働・相互フィードバックを促進する。 

［研究項目 A01］項目 A01： 放射性物質の大気への影響に着目し, 放射性降下物大気循環

モデリングと大気沈着・拡散過程, 陸面相互作用の理解を目指す。主に数値モデルを用いた

放射性物質の湿性・乾性沈着量の推定・復元を担う大気物理班（A01-1 班）と陸面における

一次放出プロセスの推定および二次放出プロセスの予測を担う大気陸面班（A01-2 班）から

構成される。 

［研究項目 A02］項目 A02： 放射性物質の海洋, 海洋底における放射性物質の分布状況要

因把握, および海洋生態系における放射性物質の移行・濃縮状況の把握を目指す。放射性物

質の海洋への総放出量および海流による拡散・循環の解明を目指す海洋班（A02-3 班）と海

洋生物への移行および循環プロセスの解明を目指す海洋生物班（A02-4 班）から構成される。 

［研究項目 A03］項目 A03：水・土砂移動に伴う放射性物質の移行過程, および, 陸域植生, 

生態系の放射性物質の移行過程の理解を目指す。土壌侵食・河川など物理的な移行プロセス

の解明を目指す陸域移行過程班（A03-5 班）と生物を介した拡散・循環プロセスの解明を目
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指す陸域生態班（A03-6 班）から構成される。 

［研究項目 A04］項目 A04：環境移行中の放射性物質測定技術開発および化学反応/素過程

解明を目指す。環境試料に関する化学種の分析から放射性物質の挙動に影響を与える化学

的因子の解明を目指す化学形態班（A04-7 班）と移行に伴う放射性物質の存在形態および測

定技術の開発を担う測定技術開発班（A04-8 班）から構成される。 

 

総括班： 領域研究の支援・推進と統括 

領域代表者 

恩田裕一： A03-5 代表 （筑波大学・水文地形学） 

図３ 研究組織図 
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中島映至： A01-1 代表 （宇宙航空研究開発機構・第一衛星利用ミッション本部

地球観測研究センター センター長） 

五十嵐康人：A01-2 代表 （気象研究所・大気エアロゾル学 第四研究室 室長） 

山田正俊： A02-3 代表 （弘前大学・海洋学 教授） 

神田穣太： A02-4 代表 （東京海洋大学・海洋生物学 副学長） 

竹中千里： A03-6 代表 （名古屋大学・森林環境学 教授） 

山本政儀： A04-7 代表 （金沢大学・環境放射能学 名誉教授） 

篠原 厚： 分析チームリーダーを兼務，A04-8 代表 （大阪大学・放射化学  

教授） 

浅沼 順： データベースワーキンググループ代表，A03-5 研究分担者 （筑波大

学・地表面水文学 教授） 

北 和之： データベースワーキンググループ，A01-2 研究分担者 （茨城大学・

大気環境学 教授） 

 

研究項目 A01： 放射性物質の大気への影響 

 

計画研究（A01-1） 放射性降下物大気輸送モデリングと移行過程の理解 

 

研究代表者 

中島映至： 宇宙航空研究開発機構・第一衛星利用ミッション本部地球観測研究セ

ンター センター長 

 

研究分担者 

滝川雅之： 海洋研究開発機構・気象学・大気化学 主任技術研究院 

近藤裕昭： 産業技術総合研究所・気象学・大気拡散 研究員 

梶野瑞王： 気象研究所・大気化学 主任研究官 

山澤弘実： 名古屋大学・環境安全科学 教授 

五藤大輔： 国立環境研究所・大気化学 主任研究員 

 

連携研究者 

中村 尚： 東京大学・大気循環力学 教授 

竹村俊彦： 九州大学・気象学・大気環境学 教授 

森野 悠： 国立環境研究所・大気環境科学 主任研究員 

速水 洋： 電力中央研究所 副研究参事 

若月泰孝： 茨城大学 准教授 
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弓本桂也： 気象研究所 主任研究員 

 

研究協力者 

鶴田治雄： リモート･センシング技術センター  

 

計画研究（A01-2） 放射性物質の大気沈着・拡散過程および陸面相互作用の理解 

 

研究代表者 

五十嵐康人： 気象研究所・大気エアロゾル 第四研究室 室長 

 

研究分担者 

北 和之： 茨城大学・大気環境学 教授 

吉田尚弘： 東京工業大学・地球化学 教授 

石塚正秀： 香川大学・水文学 准教授 

大河内博： 早稲田大学・環境化学 教授 

 

連携研究者 

川島洋人： 秋田県立大学・環境科学 准教授 

田中泰宙： 気象研究所・大気化学モデリング 第四研究室 室長 

関山 剛： 気象研究所・大気化学モデリング 第一研究室 主任研究官 

眞木貴史： 気象研究所・大気化学モデリング 第一研究室 室長 

山田桂太： 東京工業大学・同位体分析 准教授 

財前祐二： 気象研究所・環境動態解析 予報研究部 第四研究室 室長 

足立光司： 気象研究所・粒子分析 応用気象研究部 第四研究室 主任研究官 

 

研究協力者 

中井 泉： 東京理科大学・分析化学 教授 

羽田野祐子：筑波大学・原子力学 教授 

阿部善也： 東京理科大学・分析化学 講師 

山田 豊： 理化学研究所・エンジニアリング 顕微鏡解析ユニット ユニット長 

西口講平： 株式会社ジェイ・サイエンス・ラボ・分析化学  

緒方裕子： 早稲田大学・環境影響評価 助教 

吉川知里： JAMSTEC・物質循環モデリング 技術研究員 

青山智夫： 江戸川大学・環境放射能 外来研究員 

豊田 栄： 東京工業大学・地球化学 准教授 

服部祥平： 東京工業大学・同位体 地球化学 助教 
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村上茂樹： 森林総合研究所・森林水文学 産学官民連携推進調整監 

梶野瑞王： 気象研究所・環境・応用気象研究部 第四研究室 主任研究官 

新村信雄： 茨城大学・生体関連化学 特任教授 

渡邊 明： 福島大学共生システム理工学類・地球物理学 教授 

長田直之： 岡山大学・放射化学 助教 

谷田貝亜紀代：弘前大学大学院・気象学 教授 

三上正男： 気象業務支援センター・気象学 国際業務課 課長 

佐藤志彦： 日本原子力研究開発機構 廃炉国際共同研究センター 研究員 

牧 輝弥： 金沢大学物質化学系 准教授 

 

研究項目 A02： 放射性物質の海洋への影響 

 

計画研究（A02-3） 海洋および海洋底における放射性物質の分布状況要因把握 

 

研究代表者 

山田正俊： 弘前大学・海洋学 教授 

 

研究分担者 

本多牧生： 海洋研究開発機構・化学海洋学 上席技術研究院 

熊本雄一郎：海洋研究開発機構・化学海洋学 主任技術研究院 

永井尚生： 日本大学・放射化学 教授 

鄭 建：  放射線医学総合研究所・同位体海洋化学 上席研究員 

加藤義久： 東海大学・化学海洋学 客員教授 

津旨大輔： 電力中央研究所・海洋学 上席研究員 

浜島靖典： 金沢大学・核地球化学・放射線測定 准教授 

田副博文： 弘前大学・海洋化学 助教 

青山道夫： 福島大学・環境放射能 特任教授 

 

連携研究者 

植松光夫： 東京大学・付属海洋科学国際共同研究センター センター長 

川上 創： 海洋研究開発機構・化学海洋学 技術副主幹 

池原 研： 産業技術総合研究所・堆積学・海洋地質学  

入野智久： 北海道大学・堆積学・無機地球化学・古環境学 助教 

高畑直人： 東京大学・海洋化学 助教 

升本順夫： 東京大学・物理海洋学・気候力学 教授 

磯辺篤彦： 九州大学・海洋物理学 教授 
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木田新一郎：海洋研究開発機構・海洋物理学 准教授 

坪野考樹： 電力中央研究所・海洋環境工学 上席研究員 

三角和弘： 電力中央研究所・海洋物質循環・モデリング 主任研究員 

猪股弥生： 金沢大学・地球化学・大気環境科学 准教授 

帰山秀樹： 水産総合研究センター・海洋学・環境放射能 研究員 

 

研究協力者 

日下部正志：海洋生物環境研究所・環境放射能 研究員 

Pavel Povinec：Comenius University・海洋地球化学 教授 

Ken Buesseller：WHOI・海洋地球化学 Senior Scientist 

Mihael Hult： EU JRC-IRMM・海洋地球化学 Sector Head 

Hartmut Nies：IAEA MEL・海洋地球化学 教授 

楊 国勝： 弘前大学・環境分析化学 研究員 

中野 俊也： 気象庁地球環境・海洋部・海洋物理学 主任研究官 

 

計画研究（A02-4） 海洋生態系における放射性物質の移行・濃縮状況の把握 

 

研究代表者 

神田穣太： 東京海洋大学・化学海洋学 副学長 

 

研究分担者 

喜多村稔： 海洋研究開発機構・浮遊生物学 技術研究員 

西川 淳： 東京大学・浮遊生物学 助手 

青野辰雄： 放射線医学総合研究所・分析化学 環境動態研究チームリーダー 

山口 篤： 北海道大学・浮遊生物学 准教授 

土屋光太郎：東京海洋大学・無脊椎動物学 准教授 

渡辺 豊： 北海道大学・化学海洋学 准教授 

高木省吾： 北海道大学・海洋生態学 准教授 

野田 明： 東京海洋大学・海洋科学 教授 

林 敏史： 東京海洋大学・海洋科学 准教授 

立田 穣： 電力中央研究所・海洋放射生態学・海洋生物学・海洋環境学・水産生

物学 特別嘱託 

 

連携研究者 

守屋繁春： 理化学研究所・進化生物学 専任研究員 

小林卓也： 電力中央研究所・生物環境 上席研究員 
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芳村 毅： 北海道大学・大気・海洋環境 准教授 

 

研究協力者 

石丸 隆： 東京海洋大学・生物海洋学 特任教授 

五十嵐敏： 福島県水産試験場・底生生物学  

須賀次郎： 日本水中科学協会 代表理事 

伊藤 友加里: 東京海洋大学 

 

研究項目 A03： 放射性物質の陸域での移行 

 

計画研究（A03-5） 水・土砂移動に伴う放射性物質の移行過程の理解 

 

研究代表者 

恩田裕一： 筑波大学・水文地形学 アイソトープセンター センター長 

 

研究分担者 

福島武彦： 筑波大学・水環境学 教授 

辻村真貴： 筑波大学・水文科学 教授 

末木啓介： 筑波大学・放射化学 教授 

笹 公和： 筑波大学・加速器質量分析学 教授 

清水康行： 北海道大学・河川工学 教授 

山敷庸亮： 京都大学・水資源工学 教授 

近藤昭彦： 千葉大学教授・地理学・水文学 教授 

浅沼順：  筑波大学・地表面水文学 教授 

難波謙二： 福島大学・環境微生物学 教授 

脇山義史： 福島大学・水文地形学 講師 

 

連携研究者 

関口智寛： 筑波大学・地質学 講師 

髙橋隆行： 福島大学・ロボット工学・制御工学 教授 

Olivier Evrard：LSCE, France Researcher 

 

研究協力者 

Valentin GOLOSOV： Moscow University, Russia ・地形学 principal research scientist 

Laurent Garcia-Sanchez: IRSN Researcher 
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計画研究（A03-6） 陸域生態系における放射性物質の循環過程の理解 

 

研究代表者 

竹中千里： 名古屋大学・森林環境化学 教授 

 

研究分担者 

肘井直樹： 名古屋大学・森林保護学 教授 

柴田理尋： 名古屋大学・応用核物理学 教授 

金子信博： 横浜国立大学・土壌生態学 教授 

大久保達弘：宇都宮大学・森林生態学 教授 

古川 純： 筑波大学・植物生理学 准教授 

関本 均： 宇都宮大学・植物栄養学 教授 

 

連携研究者 

前島正義： 名古屋大学・生化学 教授 

三村徹郎： 神戸大学・植物細胞生物学 教授 

藤原 徹： 東京大学・植物栄養学 教授 

福田裕穂： 東京大学・植物生理学 教授 

中森泰三： 横浜国立大学・放射線・化学物質影響科学 准教授 

川井浩史： 神戸大学・基礎生物学 教授 

小林大輔： 福島県立医科大学・応用生物化学 助教 

小金沢正昭：宇都宮大学・野生鳥獣管理学 教授 

 

研究協力者 

逢沢峰昭： 宇都宮大学・森林植物学 准教授 

飯塚和也： 宇都宮大学・森林資源管理学 准教授 

 

研究項目 A04： 移行に伴う放射性物質の存在形態および測定技術の開発 

 

計画研究（A04-7） 移行に伴う放射性物質の化学形態と微量分析技術の開発 

 

研究代表者 

山本政儀： 金沢大学・放射化学・核地球化学 名誉教授 

 

研究分担者 

長尾誠也： 金沢大学・環境放射能 教授 
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海老原充： 首都大学東京・放射化学・分析化学 教授 

田中万也： 日本原子力研究開発機構・地球化学  

坂口 綾： 筑波大学・環境放射能 准教授 

高橋嘉夫： 東京大学・地球環境化学 教授 

 

連携研究者 

静間 清： 広島大学・放射線工学 特任教授 

松崎浩之： 東京大学・加速器質量分析・同位体地球化学 教授 

遠藤 暁： 広島大学・エネルギー工学 教授 

福士圭介： 金沢大学・環境鉱物学・地球化学 准教授 

 

研究協力者 

Peter Steier： University of Vienna ・ 核物理学 

 

計画研究（A04-8） 様々な化学形態における放射性物質測定および技術開発 

 

研究代表者 

篠原 厚： 大阪大学・核化学 教授 

 

研究分担者 

齊藤 敬： 尚絅学院大学・地球化学 准教授 

横山明彦： 金沢大学・核化学 教授 

上杉正樹： 金沢大学・環境放射能 

大浦泰嗣： 首都大学東京・核宇宙化学 准教授 

沖 雄一： 京都大学・放射化学 准教授 

村松久和： 信州大学・放射化学 特任教授 

大槻 勤： 京都大学・放射化学 教授 

小島貞男： 愛知医科大学・無機化学 教授 

吉村 崇： 大阪大学・無機化学 教授 

二宮和彦： 大阪大学・物理化学 助教 

 

連携研究者 

中西 孝： 金沢大学・環境放射能 教授 

高橋成人： 大阪大学・放射化学 講師 

末木啓介： 筑波大学・放射化学 教授 

大塚孝治： 東京大学・原子核物理 教授 
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高宮幸一： 京都大学・放射化学 准教授 

苅部甚一： 茨城大学・環境化学 助教 

岡田往子： 東京都市大学・環境放射能 准教授 

高橋賢臣： 大阪大学・地球化学 講師 

 

研究協力者 

小池裕也： 明治大学・地球化学 専任講師 

斎藤裕子： 青山学院大学・放射化学 

山口喜朗： 大阪大学・環境放射能 技術専門職員 

菊永英寿： 東北大学・核化学 准教授 

市原千博： 愛知医科大学医学部総合医学研究機構・核医学実験部門 客員教授 

 

現在までに研究項目間での連携が行なわれている研究について, 本新学術領域研究によ

り新たな研究領域の創成につながることの期待される下記の 4 つのテーマについて，総括

班からもワークショップの開催等の補助をおこなうことにより，重点的に支援する下記の

4 プロジェクトを中心に，連携をより強固なものとする。また，本年度募集する公募研究

は，下記の 4 つのプロジェクトのいずれかに属するものとして，連携研究の強化を行うと

ともに，新しい領域の創出の具現化をはかる。    

 

B01: 放出時の放射性物質の化学形態の探索・分析・解明に基づく放射性核種沈着プロセ

スの推定と移行への影響評価 

   【A01、A04】（担当：五十嵐康人/気象研究所） 

 

B02: 森林における放射性物質の循環プロセスの解明とモデル化 

   【A01、A03、A04】（担当：竹中千里/名古屋大学） 

 

B03: 陸域から河川を通じた海洋への放射性核種移行プロセスの解明とモデル化 

   【A02、A03、A04】（担当：恩田裕一/筑波大学） 

 

B04: 環境中の放射性核種の動態と移行状況の把握に基づく地点別の被ばく量算定 

   【A01、A02、A03、A04】（担当：鶴田治雄/リモート･センシング技術センター） 
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図４．本領域の研究における連携研究の位置づけ 

図５．各班の連携 
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第二期公募研究（H27 年度～H28 年度） 

 

B01 谷田貝亜紀代（総合地球環境学研究所）「初期の３次元的詳細気象データに基

づく放射性核種沈着プロセス推定」 

B01 中井 泉（東京理科大学）「放射光複合Ｘ線分析による福島第一原発事故由来の

放射性物質の特性化」 

B02 Yoschenko Vasyl (福島大学)「Study of stable cesium for long-term」 

B02 加藤弘亮(筑波大学）「森林に降下した放射性セシウムの初期遮断率の広域評

価」 

B02 高橋純子(筑波大学）「間伐施業が森林生態系の放射性セシウムの循環に及ぼす

影響の定量的評価」 

B02 福島和彦(名古屋大学)「セシウムと植物成分の相互作用解析ならびに物理的・

化学的吸脱着過程に関する研究」 

B03 鯉渕幸生(東京大学)「都市域および都市沿岸域における放射性物質の動態解

明」 

B03 吉村千洋(東京工業大学)「網羅的分析アプローチによる自然水中での放射性セ

シウムの存在形態と溶出機構の解明」 

B03 張 勁（富山大学）「汽水域での河川－海洋相互作用を考慮した放射性セシウム

の移行プロセス解析」 

B03 内山雄介（神戸大学）「放射性核種の海域移行評価に向けた懸濁態・溶存態セ

シウム同時輸送解析システムの開発」 

B04 伊藤好孝(名古屋大学)「福島原発事故に関する放射線測定メタデータベース構

築と初期被曝推定」 

 

第一期公募研究（H25 年度～H26 年度） 

 

A01 吉川知里(JAMSTEC) 「福島原発事故由来の硫黄放射性同位体モデルを用いた

硫酸塩エアロゾルの動態の解明」 

A01 中井 泉（東京理科大学）「放射光ナノビームＸ線分析による大気粉塵中の放射

性物質の起源解明」 

A02 張 勁（富山大学）「福島県河口域の放射性セシウムの移動と堆積状況の把握」 

A02 内山雄介（神戸大学）「放射性核種の海域移行定量化に向けた統合型河口・浅

海域土砂輸送解析システムの開発」 

A02 猪股弥生（アジア大気汚染研究センター）「最適内捜法による人工放射性核種

の海洋汚染の実態解明」 

A03 木内 豪（東京工業大学）「粒径分布に着目した土壌流出現象の実験的検討と物
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理モデルの開発」 

A03 鯉渕幸生（東京大学）「放射性物質の都市河川および都市沿岸域における挙動

把握」 

A03 福士圭介（金沢大学）「福島第一原発周辺に分布する土壌粘土鉱物によるセシ

ウム脱離予測モデル」 

A03 吉村千洋（東京工業大学）「反応速度論に基づく水生生物のセシウム摂取モデ

ルの開発」 

A03 福島和彦（名古屋大学）「放射性セシウムの樹幹内における分布と存在形態の

動的解析」 

A03 平良文亨（長崎大学）「農産物を介した福島原発事故由来の人工放射性核種の

環境動態と内部被ばく評価」（H25 年度） 

 

交付決定額（配分額） 

 

交付決定額（配分額）  （金額単位：円） 

  直接経費 間接経費 合計 

平成 24 年度 10,500,000 3,150,000 13,650,000 

平成 25 年度 10,500,000 3,150,000 13,650,000 

平成 26 年度 12,500,000 3,750,000 16,250,000 

平成 27 年度 10,500,000 3,150,000 13,650,000 

平成 28 年度 13,000,000 3,900,000 16,900,000 

平成 29 年度 3,000,000 900,000 3,900,000 

総計 60,000,000 18,000,000 78,000,000 
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研究発表  

（１）雑誌論文 

 

A01-1 班 

1. Kajino, M., T. T. Sekiyama, A. Mathieu, I. Korsakissok, R. Perillat, D. Quelo, A. Querel, O. 

Saunier, K. Adachi, S. Girard, T. Maki, K. Yumimoto, D. Didier, O. Masson, Y. Igarashi 

(2018) Lessons learned from atmospheric modeling studies after the Fukushima nuclear 

accident: Ensemble simulations, data assimilation, elemental process modeling, and inverse 

modeling, Geochemical Journal, Vol.52. Doi:10.2343/geochemj.2.0503（査読あり） 

2. Mathieu, A., M. Kajino, I. Korsakissok, R. Perirat, D. Quelo, A. Querel, O. Saunier, T. T. 

Sekiyama, Y. Igarashi, D. Didier (2018) Fukushima Daiichi-derived radionuclides in the 

atmosphere, transport and deposition in Japan: A review, Applied Geochemistry, Vol.91, 

P.122-139. Doi:10.1016/j.apgeochem.2018.01.002（査読あり） 

3. Sakaguchi, A., Chiga, H., Tanaka, K., Tsuruta, H., and Takahashi, Y. (2018) Estimation of 

desorption ratios of radio/stable caesium from environmental samples (aerosols and soils) 

leached with seawater, diluted seawater and ultrapure water. 52, Geochemical J., 

Doi:10.2343/geochemj.2.0496. (査読あり) 

4. Tsuruta H., Y. Oura, M. Ebihara, Y. Moriguchi, T. Ohara, and T. Nakajima (2018) Time-

series analysis of atmospheric radiocesium at two SPM monitoring sites near the Fukushima 

Daiichi Nuclear Power Plant just after the Fukushima accident on March 11, 2011. 52, 

Geochemical J. Doi:10.2343/geochemj.2.0520. (査読あり) 

5. Sekiyama, T. T., M. Kajino, M. Kunii. (2017) The impact of surface wind velocity data 

assimilation on the predictability of plume advection in the lower troposphere, Journal of the 

Meteorological Society of Japan, Vol.95(6), P.447-454.（査読あり） 

6. 鶴田治雄, 大浦泰嗣, 海老原充, 森口祐一, 大原利眞, 中島映至 (2017) 東電福島第

一原子力発電所近傍の 2 地点における事故直後の大気中放射性セシウムの経時変化, 

Proceedings of the 18th Workshop on Environmental Radioactivity, KEK Proceedings 2017-

6, November 2017 R, 56-63. (査読あり)  

7. 鶴田治雄,大浦泰嗣,海老原充,森口祐一,大原利眞,中島映至(2017)東電福島第一原子力

発電所事故直後の東日本における放射性セシウムの時空間分布―大気環境常時測定

局の SPM 計の使用済みテープろ紙分析データの解析―, エアロゾル研究,32, 244-254. 

https://doi.org/10.11203/jar.32.244. (査読あり)  

8. Uchida, J., M. Mori, M. Hara, M. Satoh, D. Goto, T. Kataoka, K. Suzuki, T. Nakajima, 

(2017) Impact of lateral boundary errors on simulations of convective systems with a non-

https://doi.org/10.11203/jar.32.244
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hydrostatic regional climate model. Month. Weath. Rev., 145, 5059-5082. 

Doi:10.1175/MWR-D-17-0158.1（査読あり） 

9. Goto, D., Sato, Y., Yashiro, H., Suzuki, K. and Nakajima, T. (2017) Validation of high-

resolution aerosol optical thickness simulated by a global non-hydrostatic model against 

remote sensing measurements, AIP Conference Proceedings, 1810, 100002. Doi: 

10.1063/1.4975557（査読あり） 

10. Kaskaoutis, D.G., Rashki, A., Houssos, E.E., Legrand, M., Francois, P., Bartzokas, A., 

Kambezidis, H.D., Dumca, U.C., Goto, D. and Takemura, T. (2017) Assessment of changes 
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第 61 回分析化学年会 

2012 年 09 月 19 日 

金沢大学 金沢市 
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長尾 誠也、金森 正樹、富原 聖一、鈴木 究真、落合 伸也、山本 政儀 

“福島・茨城・群馬県における河川水の放射性セシウムの放射能濃度” 

第 56 回放射化学討論会 

2012 年 10 月 04 日 

東京工業大学 東京 

 

金森 正樹、長尾 誠也、落合 伸也、山本 政儀 

“降雨時における阿武隈川河川水の放射性セシウムの移行挙動” 

第 56 回放射化学討論会 

2012 年 10 月 05 日 

東京工業大学 東京 

 

J. Kanda 

“Long-term Sources: To what extent are marine sediments, coastal groundwater, and rivers a 

source of ongoing contamination?” 

Fukushima Ocean Impacts Symposium 

2012 年 11 月 13 日 

東京大学 

 

近藤 昭彦・小林 達明・鈴木 弘行・山口 英俊・早川 敏雄・松下 龍之介 

“空間線量率の空間分布から推定される放射性物質沈 着時のプルー ムの動態” 

日本地理学会春季学術大会 

2013 年 03 月 29 日 

立正大学熊谷キャンパス 

 

荒居 博之、福島 武彦、恩田 裕一 

“東北・関東における湖沼底質中の放射性セシウム堆積量の分布と動態” 

第 14 回「環境放射能」研究会 

2013 年 02 月 26 日～2013 年 02 月 27 日 

つくば高エネルギー加速器研究機構放射線科学センター 

 

山本 理恵、木村 絵里、飯塚 和裕、小林 達明、鈴木 弘行、近藤 昭彦 

“福島第一原発事故被災地の里山における放射の宇動態に 関する研究１－空間線量と

放射能の空間分布” 

日本緑化工学会・日本景観整体学会・応用生態工学会 3 学会合同大会(ELR2012） 

2012 年 09 月 09 日 
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東京農業大学 

 

近藤 昭彦 

“里山流域単位の除染を目指した GIS 整備、研究集会「原子力災害被災地の生態再生

(Ⅰ)－里山ランドスケー プの放射能と除染－」” 

日本緑化工学会・日本景観生態学会・応用生態工学会 3 学会合同大会(ELR2012） 

2012 年 09 月 08 日 

東京農業大学 

 

笹 公和 

“福島県東部地域における福島第一原発事故由来のヨウ素 129 の表層土壌分布” 

2012 年日本放射化学会年会・第 56 回放射化学討論会 

2012 年 10 月 03 日 

東京工業大学 東工大蔵前ホール 

 

笹 公和 

“福福島第一原発事故により放出されたヨウ素 129 の陸域環境における輸送と沈着” 

第 15 回 AMS シンポジウム 

2013 年 03 月 10 日 

名古屋大学環境総合館レクチャーホール 

 

笹 公和 

“福島第一原発事故により放出されたヨウ素 129 の環境中での分布 -ヨウ素 131 との相

関と炉内の放射能比との比較-” 

日本原子力学会「2013 年春の年会」 

2013 年 03 月 26 日 

近畿大学東大阪キャンパス 

 

難波 謙二 

“阿武隈川水系の放射性物質の挙動” 

日本生態学会東北地区会第 57 回大会（福島大会） 

2012 年 10 月 20 日～2012 年 10 月 21 日 

福島大学 

 

難波 謙二 

“福島県における放射線災害関連の各種活動の現状紹介” 
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日本工学アカデミー北海道東北地区講演会 

2012 年 10 月 18 日 

福島市福島テルサ 

 

難波 謙二 

“Decntamination activity in Fukushima” 

The 5th International Symposium on Environmental Economy and Technology 

2012 年 08 月 02 日～2012 年 08 月 03 日 

福岡工業大学 

 

Yosuke, Yamashiki 

“NUMERICAL SIMULATION OF RADIONUCLIDES TRANSPORT THROUGH 

SUSPENDED MATERIAL INTO THE TOKYO BAY” 

2012 ASLO Aquatic Sciences Meeting 

2012 年 07 月 08 日～2012 年 07 月 13 日 

Lake Biwa Shiga Japan 

 

Kenji Nanba 

“Fukushima- 2 years after the NPP accident measurements and decontamination activities” 

Strahlenschutz und Gesundheit Seminar 

2013 年 02 月 11 日 

Bundesamt fur Strahlenschutz Munchen,Germany 

 

Masatoshi Yamada, Jian Zheng, Tatsuo Aono 

“Pu-239 and Pu-240 inventories and Pu-240/ Pu-239 atom ratios in the water column off 

Sanriku, Japan.” 

European Geosciences Union General Assembly 2013 

2013 年 04 月 07 日～2013 年 04 月 12 日 

Vienna(Austria) 

 

Masatoshi Yamada, Jian Zheng, Tatsuo Aono 

“Distribution of Pu-240/ Pu-239 Atom Ratios in the Surface Seawaters of the North Pacific 

Ocean and Its Adjacent Seas.” 

The 10th Annual Meeting of Asia Oceania Geoscience Society 

2013 年 06 月 24 日～2013 年 06 月 28 日 

Brisbane (Australia) 
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山田 正俊 

“福島原発事故起源放射性核種の海洋での動態：科研費新学術領域研究ＩＳＥＴ-Ｒの

研究成果” 

2013 年度日本海洋学会秋季大会ナイトセッション 

2013 年 09 月 17 日～2013 年 09 月 21 日 

北海道大学（北海道札幌市） 

 

山田 正俊 

“福島第一原子力発電所事故起源放射性物質の海洋への影響：最新の研究動向” 

日本放射線影響学会第５６回大会市民公開講座（招待講演） 

2013 年 10 月 18 日～2013 年 10 月 20 日 

ホテルクラウンパレス青森（青森県青森市） 

 

山田 正俊 

“プルトニウム同位体の海洋循環と PFOS 類との比較” 

2014 年度日本海洋学会春季大会シンポジウム 

2014 年 03 月 26 日～2014 年 03 月 30 日 

東京海洋大学（東京港区） 

 

Jota Kanda 

“Radioisotopes in Marine Life” 

Woods Hole Oceanographic Institution Morss Colloquium: Fukushima and the Ocean 

2013 年 05 月 09 日～2013 年 05 月 09 日 

Woods Hole Oceanographic Institution（America） 

 

神田 穣太 

“福島沿岸海域におけるセシウム 137 収支と生態系移行” 

海の放射能ワークショップ 

2013 年 08 月 07 日～2013 年 08 月 07 日 

東京大学生産技術研究所（東京都目黒区） 

 

神田 穣太 

“福島第一原子力発電所から海洋へのセシウム 137 の継続流出推定” 

日本地球化学会第 60 回年会 

2013 年 09 月 13 日～2013 年 09 月 13 日 
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筑波大学（茨城県つくば市） 

 

神田 穣太 

“東日本大震災と福島原発事故の環境影響：多分野間の情報交換” 

2013 年度日本海洋学会秋季大会 

2013 年 09 月 18 日～2013 年 09 月 18 日 

北海道大学（北海道札幌市） 

 

Jota Kanda 

“Pollution of Coastal Marine Environment by Radionuclides from the Fukushima Dai-ichi 

Nuclear Power Plant” 

An International Workshop on Treatment of Seawater Contaminated by Radioactive Substances 

2013 年 11 月 25 日～2013 年 11 月 25 日 

Kuwait Institute for Scientific Research（Kuwait） 

 

神田 穣太 

“福島第一原子力発電所事故に伴う沿岸環境汚染” 

日本学術会議主催学術フォーラム 

2013 年 11 月 29 日～2013 年 11 月 29 日 

日本学術会議講堂（東京都港区） 

 

Kazuyuki Kita, Yasuhiro Igarashi, Naohiro Yoshida, Teruyuki Nakajima 

“Emission, transport, deposition, and re-suspension of radionuclides from Fukushima Dai-ichi 

Nuclear Power Plant in the atmosphere - 2-year investigations in Japan” 

European Geoscience Union General Assembly 2013 

2013 年 04 月 09 日～2013 年 04 月 12 日 

Austria Center Vienna (Austria) 

 

Kazuyuki Kita, Rie Kasahara, Misako Tanaka, Kaori Sato, Hiroyuki Demizu, Yasuhito Igarashi, 

Masao Mikami, Naohiro Yoshida, Sakae Toyoda, Haruo Tsuruta, Mitsuo Uematsu, Shogo 

Hgaki, Atsushi Shinohara, Akira Watanabe, Hisao Nagabayashi, Akihiro Yokoyama, 

Masayuki Takigawa, Satoshi Sugawara, Kiesuke Sueki, Yuichi Onda 

“Variation of atmospheric concentrations of I-131, Cs-134 and Cs-137 observed over eastern 

Japan: contribution of leakage from Fukushima Dai-ichi Nuclear Power Plant and 

secondary emission from soil and vegetation” 

European Geoscience Union General Assembly 2013 
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2013 年 04 月 09 日～2013 年 04 月 12 日 

Austria Center Vienna (Austria) 

 

Yasuhito Igarashi, Mizuo Kajino, Yuji Zaizen, Koji Adach, Masao Mikami, Kazuyuki 

Kita,Yuko Hatano 

“Atmospheric Radionuclides from the Fukushima Nuclear Accident－Two years observations 

in Tsukuba, Japan” 

European Geosciences Union General Assembly 2013 

2013 年 04 月 07 日～2013 年 04 月 12 日 

Vienna（Austria） 

 

北 和之，田中 美佐子，佐藤 かおり，木名瀬 健，出水 宏幸，五十嵐 康人， 

三上正男，吉田 尚弘，豊田 栄，山田 桂大，篠原 厚，川島 洋人，大河内 

博， 

恩田裕一 

“福島第一原子力発電所事故により放出された放射性セシウムの大気再飛散メカニズム

と飛散係数推定” 

日本気象学会 2013 年度春季大会 

2013 年 05 月 15 日～2013 年 05 月 18 日 

日本オリンピック記念青少年総合センター（東京都渋谷区） 

 

石塚 正秀, 三上 正男, 田中 泰宙, 五十嵐 康人 

“鉛直一次元モデルを用いた地表面から飛散したダスト粒子による放射性物質の再浮遊

の推定” 

日本地球惑星科学連合 2013 年大会 

2013 年 05 月 19 日～2013 年 05 月 24 日 

幕張メッセ国際会議場（千葉県千葉市） 

 

Kazuyuki Kita, Misako Tanaka, Takeshi Kinase, Hiroyuki Demizu, Yasuhito Igarashi, Masao 

Mikami, Naohiro Yoshida,Sakae Toyoda, Keita Yamada, Atsushi Shinohara, Hiroto 

Kawashima, Yuichi Onda 

“Re-suspension processes of radioactive cesium emitted by the FNDPP accident” 

Japan Geoscience Union Meeting 2013 

2013 年 05 月 19 日～2013 年 05 月 24 日 

Makuhari Messe（Chiba） 
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Yosuke Yamashiki, Yuichi Onda, Yasuhito Igarashi, TaekoWakahara, Yasuto Tachikawa, 

Michiharu Shiiba, Yuki Matsuura 

“Release of Radionuclides from Natural River, Abukuma as Suspended Particulate Matter into 

Pacific Ocean” 

Japan Geoscience Union Meeting 2013 

2013 年 05 月 19 日～2013 年 05 月 24 日 

Makuhari Messe（Chiba） 

 

Igarashi.Y, Kazuyuki Kita, Naohiro Yoshida, Keita Yamada, Masao Mikami, Kouji Adachi, 

Thomas Sekiyama,Takashi Maki, Taichu Tanaka, Yuji Zaizen, Masahide Ishizuka, 

Takehiko Satomura, Izumi Nakai, Yoshiya Abe, Kohei Nishiguchi, Keisuke Utani, Hiroto 

Kawashima, Yutaka Yamada, Yuko Hatano, Hiroshi Okochi 

“Atmospheric-Terrestrial Interactions in Radioactive Pollution by the Fukushima Accident” 

Japan Geoscience Union Meeting 2013 

2013 年 05 月 19 日～2013 年 05 月 24 日 

Makuhari（Chiba） 

 

Takashi Maki, Taichu Tanaka, Mizuo Kajino, Thomas Sekiyama, Yasuhito Igarashi, Masao 

Mikami 

“The time series analysis of the radionuclide emissions from Fukushima Daiichi nuclear power 

plant by inverse model” 

Japan Geoscience Union Meeting 2013 

2013 年 05 月 19 日～2013 年 05 月 24 日 

Makuhari Messe（Chiba） 

 

五十嵐 康人 

“大気環境における中長半減期核種の挙動” 

第 9 回エアロゾルシンポジウム 

2013 年 06 月 07 日～2013 年 06 月 07 日 

大宮ソニックシティ（埼玉県大宮市） 

 

五十嵐 康人，足立 光司，財前 祐二，梶野 瑞王，田中 泰宙，眞木 貴史，関山剛，

三上 正男 

“福島第一原発事故による大気環境影響:気象研究所での研究成果” 

環境放射能除染学会 第２回研究発表会 

2013 年 06 月 05 日～2013 年 06 月 07 日 
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タワーホール船堀（東京都江戸川区） 

 

五十嵐 康人 

“第一原子力発電所事故による大気環境影響” 

NIFS 一般共同研究 研究会「核融合炉システムにおけるトリチウムの取り扱いと安全

性」 

2013 年 08 月 07 日～2013 年 08 月 12 日 

核融合科学研究所（岐阜県土岐市） 

 

末木 啓介，半田 晃士，佐藤 志彦，足立 光司，五十嵐 康人 

“福島原発事故で輸送された放射性物質の化学状態” 

2013 年度日本地球化学会年会 

2013 年 09 月 16 日～2013 年 09 月 18 日 

筑波大学（茨城県つくば市） 

 

Igarashi.Y, Koji Adachi , Taichu Tanaka, Mizuo Kajino, Tsuyoshi Sekiyama,Takashi Maki, Yuji 

Zaizen, MasaoMikami, 

“Research on Atmospheric Radionuclides from the Fukushima Nuclear Accident at the MRI, 

Japan” 

APSORC13 

2013 年 09 月 22 日～2014 年 09 月 27 日 

金沢市文化ホール（石川県金沢市） 

 

Igarashi.Y , Mizuo KAJINO , Kouji ADACHI , Takashi MAKI , Thomas SEKIYAMA , Taichu 

TANAKA , Yuji ZAIZEN , Masao MIKAMI 

“CTM Applications with Aerosol Modeling and Observations to Radioactive Contamination” 

Sixth China-Korea-Japan Joint Conference on Meteorology 

2013 年 10 月 24 日～2013 年 10 月 25 日 

Nanging （China） 

 

小松 慎吾、吉田 尚弘、五十嵐 康人、北 和之、大河内 博、緒方 裕子、山田 

桂太、豊田 栄、山之越 理恵 

“福島県内における放射性エアロゾル中の炭化水素類の分析” 

第 19 回大気化学討論会 

2013 年 11 月 06 日～2013 年 11 月 06 日 

ホテル能登倶楽部（石川七尾市） 
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北 和之、田中美佐子、木名瀬健、山口隆亮、木野日美子、藤澤 遥、川島洋人、五

十嵐康人、三上正男、吉田尚弘、豊田 栄、山田桂大、大河内洋、篠原厚、二宮

和彦、恩田裕一 

“福島県浪江町で観測された大気放射能濃度と、各種エアロゾル組成との関係” 

第 19 回大気化学討論会 

2013 年 11 月 08 日～2013 年 11 月 08 日 

ホテル能登倶楽部（石川七尾市） 

 

石塚 正秀、三上 正男、田中 泰宙、五十嵐 康人、北 和之、吉田 尚弘、豊田 

栄、篠原 厚 

“地表面から飛散したダスト粒子による再浮遊放射性物質の一次元推定” 

日本気象学会 2013 年度秋季大会 

2013 年 11 月 19 日～2013 年 11 月 21 日 

仙台国際センター（宮城仙台市） 

 

阿部 善也，飯澤 勇信，中井 泉，寺田 靖子，五十嵐 康人 

“福島原発事故で放出された大気粉塵の放射光マイクロビーム X 線分析” 

第 27 回日本放射光学会年会・放射光科学合同シンポジウム 

2014 年 01 月 13 日～2014 年 01 月 13 日 

広島国際会議場（広島県広島市） 

 

Maki.T., Tanaka.T, Kajino.M, Sekiyama.T, Igarashi.Y, Mikami.M 

“Radionuclide deposition estimation from Fukushima Daiichi nuclear power plant by inverse 

model” 

AMS 94rd Annual Meeting 

2014 年 02 月 02 日～2014 年 02 月 06 日 

Atlanta（America） 

 

Igarashi.Y, Adachi.K, Kajino.M and Zaizen.Y 

“Characteristics of spherical Cs-bearing particles collected during the early stage of FDNPP 

accident” 

International Experts’ Meeting on Radiation Protection after the Fukushima Daiichi Accident: 

Promoting Confidence and Understanding, 

2014 年 02 月 17 日～2014 年 02 月 21 日 

Vienna （Austria） 
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五十嵐 康人，財前 祐二，足立 光司，梶野 瑞王 

“福島第一原発事故後のつくばにおける大気中放射能の推移 2013” 

第１５回「環境放射能」研究会 

2014 年 03 月 06 日～2014 年 03 月 08 日 

高エネルギー加速器研究機構（茨城県つくば市） 

 

足立 光司，梶野 瑞王，財前 祐二，五十嵐 康人 

“福島第一原子力発電所事故初期に放出された球形放射性物質” 

第１５回「環境放射能」研究会 

2014 年 03 月 10 日～2014 年 03 月 11 日 

高エネルギー加速器研究機構（茨城県つくば市） 

 

金指 努、杉浦 佑樹、竹中 千里、小澤 創 

“スギ葉から雄花への放射性セシウムの動態” 

日本地球惑星科学連合 2013 年大会 

2013 年 05 月 19 日～2013 年 05 月 24 日 

幕張メッセ国際会議場（千葉県千葉市） 

 

杉浦 佑樹, 竹中 千里, 金指 努, 緒方 良至 

“福島県における土壌中放射性セシウムの化学形態の経年変化” 

日本土壌肥料学会 

2013 年 09 月 11 日～2013 年 09 月 11 日 

名古屋大学（愛知県名古屋市） 

 

金指 努、梅村 光俊、杉浦 佑樹、竹中 千里 

“Dynamics of radiocesium in bamboo forests after the accident of Fukushima Daiichi nuclear 

power plant” 

The fifth international symposium in the series of Asia-Pacific Symposium on Radiochemistry 

2013 年 09 月 27 日～2013 年 09 月 27 日 

金沢大学（石川県金沢市） 

 

森部 真子・富岡 利恵・竹中 千里 

“腐葉土と粘土鉱物の混合培地からの植物による” 

第３回中部森林学会 

2013 年 10 月 19 日～2013 年 10 月 19 日 
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岐阜大学（岐阜県岐阜市） 

 

花井 勇一・富岡 利恵・竹中 千里・小澤 創 

“安定セシウムの樹皮からの吸収とその輸送” 

第３回中部森林学会 

2013 年 10 月 19 日～2013 年 10 月 19 日 

岐阜大学（岐阜県岐阜市） 

 

Y. Sugiura, C. Takenaka and T. Kanasashi 

“Possibility of Phytoremediation for Radiocesium Using Soil Amendments” 

International Symposium on EcoTopia Science 2013 

2013 年 12 月 11 日～2013 年 12 月 11 日 

名古屋大学（愛知県名古屋市） 

 

Tsutomu Kanasashi, Yuki Sugiura, Chisato Takenaka and Hajime Ozawa 

“Possibility of Phytoremediation for Radiocesium Using Soil Amendment” 

International Symposium on EcoTopia Science 2013 

2013 年 12 月 11 日～2013 年 12 月 11 日 

名古屋大学（愛知県名古屋市） 

 

T. Kanasashi, Y. Ayabe, Y. Sugiura, N. Hijii and C. Takenaka 
“137Cs transfer from leaves to aquatic insects in a headwater stream of eastern Fukushima.” 

International Symposium on Radionuclide dynamics and biological transfers in watershed 

ecosystems 

Toward watershed management in the post nuclear accident period 

2014 年 02 月 22 日～2014 年 02 月 22 日 

東京農工大（東京都府中市） 

 

杉浦 佑樹, 竹中 千里, 金指 努 

“土壌改良材が放射性セシウムの生物利用可能性に及ぼす影響” 

第 61 回日本生態学会大会 

2014 年 03 月 14 日～2014 年 03 月 18 日 

広島国際会議場（広島県広島市） 

 

綾部 慈子, 金指 努, 杉浦 佑樹, 肘井 直樹, 竹中 千里 

“森林生態系における食物連鎖経路を通じたジョロウグモへの放射性セシウムの移行” 



107 
 

第 61 回日本生態学会大会 

2014 年 03 月 14 日～2014 年 03 月 18 日 

広島国際会議場（広島県広島市） 

 

綾部 慈子, 金指 努,  肘井 直樹, 竹中 千里 

“ジョロウグモ Nephila clavata への放射性セシウムの集積  -微量元素との関係” 

第 125 回日本森林学会大会 

2014 年 03 月 26 日～2014 年 03 月 30 日 

大宮ソニックシティ（埼玉県大宮市） 

 

金指 努、杉浦 佑樹、竹中 千里、小澤 創 

“福島県内のスギ雄花・花粉に含まれるセシウム 137 濃度の経年変化” 

第 125 回日本森林学会大会 

2014 年 03 月 26 日～2014 年 03 月 30 日 

大宮ソニックシティ（埼玉県大宮市） 

 

花井 勇一・金指 努・肘井 直樹・竹中 千里・小澤 創 

“スギにおけるセシウムの表面吸収と移動” 

第 125 回日本森林学会大会 

2014 年 03 月 26 日～2014 年 03 月 30 日 

大宮ソニックシティ（埼玉県大宮市） 

 

北 和之、 田中美佐子、 佐藤かおり、木名瀬 健、出水宏幸、五十嵐康人、三上正

男、吉田尚弘、豊田  栄、山田桂大、篠原 厚、川 島洋人、大河内 博、恩田

裕一 

“福島第一原子力発電所事故により放出された放射性セシウムの大気再飛散に関わる要

因と飛散係数の推定” 

日本地球惑星連合大会 

2013 年 05 月 20 日～2013 年 05 月 20 日 

幕張メッセ国際会議場（千葉県千葉市） 

 

Zijian Zhang, Kakitani Shunsuke, Ninomiya Kazuhiko, Takahashi Naruto, Yamaguchi Yoshiaki, 

Yoshimura Takashi, Saito Takashi, Kita Kazuyuki, Tsuruta Haruo, Higaki Shogo, 

Shinohara Atsushi 

“Radioactive strontium measurement in air dusts using solid-phase extraction” 

日本地球惑星科学連合大会年会 
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2013 年 05 月 19 日～2013 年 05 月 24 日 

幕張メッセ国際会議場（千葉県千葉市） 

 

二宮 和彦、柿谷 俊輔、張 子見、高橋 成人、篠原 厚 、齊藤 敬、鶴田 治

雄、渡邊 明、北 和之、桧垣 正吾 

“福島市、日立市、丸 a 森町における 134Cs, 137Cs, 7Be の大気中放射能の測定” 

日本地球惑星科学連合大会年会 

2013 年 05 月 19 日～2013 年 05 月 24 日 

幕張メッセ国際会議場（千葉県千葉市） 

 

T. Saito, Y. Kurihara, Y.Koike, I. Tanihata, M. Fujiwara, H. Sakaguchi, A. Shinohara, H. 

Yamamoto 

“Altitude distribution of radioactive cesium at Mt. Fuji due to Fukushima No.1 nuclear power 

plant accident” 

APSORC'13 - 5th Asia-Pacific Symposium on Radiochemistry 

2013 年 09 月 22 日～2013 年 09 月 27 日 

金沢市文化ホール（石川県金沢市 

 

Zijian Zhang, Kakitani Shunsuke, Ninomiya Kazuhiko, Takahashi Naruto, Yamaguchi Yoshiaki, 

Yoshimura Takashi, Saito Takashi, Kita Kazuyuki, Tsuruta Haruo, Higaki Shogo, 

Shinohara Atsushi 

“Strontium-90 determination in air dust filter using solid phase extraction after the accident of 

FD-NPS” 

APSORC'13 - 5th Asia-Pacific Symposium on Radiochemistry 

2013 年 09 月 22 日～2013 年 09 月 27 日 

金沢市文化ホール（石川県金沢市） 

 

Zijian Zhang, Shunsuke Kakitani, Kazuhiko Ninomiya, Naruto Takahashi, Yoshiaki Yamaguchi, 

Takashi Yoshimura, Kazuyuki Kita, Akira Watanabe, Atsushi Shinohara 

“Secular distribution of radioactive concentration in the atmosphere at Fukushima, Hitachi and 

Marumori” 

APSORC'13 - 5th Asia-Pacific Symposium on Radiochemistry 

2013 年 09 月 22 日～2013 年 09 月 27 日 

金沢市文化ホール（石川県金沢市） 
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二宮 和彦、張子 見、大隅 悠史、松永 静、柿谷 俊輔、山口 喜朗、鶴田 治

雄、渡邊 明、北 和之、篠原 厚 

“福島市、日立市、丸森町で採取された大気中エアロゾルの放射能濃度の長期変化” 

第 15 回「環境放射能」研究会 

2014 年 03 月 06 日～2014 年 03 月 08 日 

高エネルギー加速器研究機構（茨城県つくば市） 

 

大隅 悠史、張 子見、二宮 和彦、福本 敬夫、山口 喜朗、篠原 厚 

“浪江町で採取された土壌における Sr-90 の深度分布” 

第 15 回「環境放射能」研究会 

2014 年 03 月 06 日～2014 年 03 月 08 日 

高エネルギー加速器研究機構（茨城県つくば市） 

 

鶴田 治雄、荒井 俊昭、司馬 薫、山田 裕子、草間 優子、中島 映至、渡邉 

明、長林 久夫、北 和之、篠原 厚、二宮 和彦、横山 明彦、梶野 瑞王 

“福島およびその周辺 3 地点における大気エアロゾル中の放射性物質濃度の 3 年間の長

期変化” 

第 15 回「環境放射能」研究会 

2014 年 03 月 06 日～2014 年 03 月 08 日 

高エネルギー加速器研究機構（茨城県つくば市） 

 

加藤 弘亮、恩田 裕一、ロフレド・ニコラ、久留 景吾、河守 歩 

“森林内の放射性セシウム分布と空間線量率の経時変化” 

第 125 回日本森林学会大会 

2014 年 03 月 26 日～2014 年 03 月 30 日 

大宮ソニックシティ（埼玉県大宮市） 

 

恩田 裕一ほか 

“森林からの放射性核種の水循環に伴う移行” 

第 125 回日本森林学会大会 

2014 年 03 月 26 日～2014 年 03 月 30 日 

大宮ソニックシティ（埼玉県大宮市） 

 

恩田 裕一，加藤 弘亮，吉村 和也，安部 豊，ジェレミー パティン，辻村 真

貴，田村 憲司 

“川俣町山木屋地区における放射性セシウムの移行状況集中モニタリング” 
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日本地球惑星科学連合 2013 大会 

2013 年 05 月 19 日～2013 年 05 月 24 日 

幕張メッセ国際会議場（千葉県千葉市） 

 

加藤 弘亮，恩田 裕一，河守 歩，久留 景吾 

“森林環境中の福島第一原子力発電所由来の放射性セシウムの移行状況” 

日本地球惑星科学連合 2013 大会 

2013 年 05 月 19 日～2013 年 05 月 24 日 

幕張メッセ国際会議場（千葉県千葉市） 

 

堀内 宣栄，辻村 真貴，恩田 裕一，川口 晋平 

“堆積岩からなる山地源流域における地形的流域を越えた地下水流動” 

日本地球惑星科学連合 2013 大会 

2013 年 05 月 19 日～2013 年 05 月 24 日 

幕張メッセ国際会議場（千葉県千葉市） 

 

Hugh Smith、Will Blake、Yuichi Onda ほか 

“Regional-scale transfer of fallout radiocaesium in river networks impacted by the Fukushima 

Daiichi Nuclear Power Plant” 

日本地球惑星科学連合 2013 大会 

2013 年 05 月 19 日～2013 年 05 月 24 日 

幕張メッセ国際会議場（千葉県千葉市） 

 

吉村 和也、恩田 裕一 

“福島県川俣町の試験水田における放射性セシウムのフラックスと流出特性の観測” 

日本地球惑星科学連合 2013 大会 

2013 年 05 月 19 日～2013 年 05 月 24 日 

幕張メッセ国際会議場（千葉県千葉市） 

 

北 和之、田中 美佐子、五十嵐 康人、三上 正男、吉田 尚弘、豊田 栄、山田 

桂大、恩田 裕一 

“広葉樹林およびスギ林内および樹冠部での放射性セシウムの大気浮遊濃度の変化” 

日本地球惑星科学連合 2013 大会 

2014 年 05 月 19 日～2014 年 05 月 24 日 

幕張メッセ国際会議場（千葉県千葉市） 
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Will Blake、Hugh Smith、Yuichi Onda ほか 

“Transfer of fallout radiocaesium from catchment to coast in the region impacted by the 

Fukushima nuclear accident” 

日本地球惑星科学連合 2013 大会 

2013 年 05 月 19 日～2013 年 05 月 24 日 

幕張メッセ国際会議場（千葉県千葉市） 

 

Jeremy Patin、Yuichi Onda、Hiroki Yoda 

“Detailed monitoring of transfer of 137Cs at the hillslope scale by in situ HPGe spectrometry 

and landsurvey” 

日本地球惑星科学連合 2013 大会 

2013 年 05 月 19 日～2013 年 05 月 24 日 

幕張メッセ国際会議場（千葉千葉市） 

 

辻村 真貴、恩田 裕一、安部 豊ほか 

“源流域における放射性セシウムの水系への移行状況” 

日本地球惑星科学連合 2013 大会 

2013 年 05 月 19 日～2013 年 05 月 24 日 

幕張メッセ国際会議場（千葉県千葉市） 

 

山敷 庸亮、恩田 裕一、五十嵐 康人ほか 

“阿武隈川における放射性物質流出調査について” 

日本地球惑星科学連合 2013 大会 

2013 年 05 月 19 日～2013 年 05 月 24 日 

幕張メッセ国際会議場（千葉県千葉市） 

 

Bui Xuan Dung, Takashi Gomi, Yuichi Onda, Hiroaki Kato, Mario Hiraoka 

“Hydrological responses to strip thinning and catchment scales in Japanese” 

International symposium on sediment disasters under the influence of climate change and 

tectonic activity (3rd) 

2013 年 09 月 26 日～2013 年 09 月 26 日 

京都大学（京都府宇治市） 

 

Bui Xuan Dung, Takashi Gomi, Yuichi Onda, Hiroaki Kato, and Marino Hiraoka 

“Examining the effects of forest thinning on hydrological processes at different catchment 

scales in forested headwater” 
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European Geosciences Union General Assembly 2013 

2013 年 04 月 07 日～2013 年 04 月 12 日 

Vienna（Austria） 

 

Nanko, K., Onda, Y., Ito, A., and Moriwaki, H. 

“Spatial variability of throughfall and raindrops under a single canopy with different canopy 

structure” 

European Geosciences Union General Assembly 2013 

2013 年 04 月 07 日～2013 年 04 月 12 日 

Vienna（Austria） 

 

Olivier Evrard, Vladimir Belyaev, Yuichi Onda, Caroline Chartin, Jeremy Patin, Irene Lefevre, 

Sophie Ayrault, Nadezda Ivanova, Philippe Bonte;, and Valentin Golosov 

“Post-accidental riverine dispersion of sediments contaminated by radionuclides: confrontation 

of lessons learnt from Chernobyl and Fukushima case studies in catchments from Russia 

(1986-2009) and Japan” 

(2011-2012) 

European Geosciences Union General Assembly 2013 

2013 年 04 月 07 日～2013 年 04 月 12 日 

Vienna（Austria） 

 

Jeremy Patin, Yuichi Onda, and Hiroki Yoda 

“Two year monitoring of soil and radiocesium redistribution at the hillslope scale after the 2011 

Fukushima nuclear accident fallout” 

European Geosciences Union General Assembly 2013 

2013 年 04 月 07 日～2013 年 04 月 12 日 

Vienna（Austria） 

 

Maki Tsujimura, Yuichi Onda, Manami Hada, Pun Ishwar, and Yutaka Abe 

“Monitoring Cs-134 and 137 released by Fukushima Dai-ichi Nuclear Power Plant accident in 

ground, soil, and stream waters” 

European Geosciences Union General Assembly 201 

2013 年 04 月 07 日～2013 年 04 月 12 日 

Vienna（Austria） 

 

加藤 弘亮，恩田 裕一，河守 歩，久留 景吾 
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“森林環境中の放射性セシウムの移行と林床の空間線量率の経時変化” 

第 15 回「環境放射能」研究会 

2014 年 03 月 06 日～2014 年 03 月 08 日 

高エネルギー加速器研究機構（茨城県つくば市） 

 

谷口 圭輔、吉村 和也、ヒュー・スミス、ウィリアム・ブレイク、山本 政儀、横

山 明彦、高橋 嘉夫、坂口 綾、恩田 裕一 

“福島県内の河川における放射性セシウムの移行状況” 

第 15 回「環境放射能」研究会 

2014 年 03 月 06 日～2014 年 03 月 08 日 

高エネルギー加速器研究機構（茨城県つくば市） 

 

脇山 義史、恩田 裕一、吉村 和也、加藤 弘亮 

“様々な土地利用からの土壌侵食による放射性セシウムの移行” 

第 15 回「環境放射能」研究会 

2014 年 03 月 06 日～2014 年 03 月 08 日 

高エネルギー加速器研究機構（茨城県つくば市） 

 

加藤 弘亮、恩田 裕一、ニコラ・ロフレド、久留 景吾、河守 歩 

“森林環境中の放射性セシウムの移行と空間線量率の時間変化” 

第 15 回「環境放射能」研究会 

2014 年 03 月 06 日～2014 年 03 月 08 日 

高エネルギー加速器研究機構（茨城県つくば市） 

 

西野 正高、辻村 真貴、恩田 裕一、岩上 翔、小沼 亮平 

“源流域における降雨流出にともなう放射性セシウムの流出機構” 

第 15 回「環境放射能」研究会 

2014 年 03 月 06 日～2014 年 03 月 08 日 

高エネルギー加速器研究機構（茨城県つくば市） 

 

荒居 博之、福島 武彦、恩田 裕一 

“霞ヶ浦における福島第一原子力発電所事故後の放射性セシウム汚染の実態” 

第 15 回「環境放射能」研究会 

2014 年 03 月 06 日～2014 年 03 月 08 日 

高エネルギー加速器研究機構（茨城県つくば市） 
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Teramage Tesfaye, Yuichi Onda, Hiroaka Kato, Takashi Gomi 

“The role of litterfall in transferring Fukushima-derived radiocesium in a coniferous forest” 

第 15 回「環境放射能」研究会 

2014 年 03 月 06 日～2014 年 03 月 08 日 

高エネルギー加速器研究機構（茨城県つくば市） 

 

岩上 翔、辻村 真貴、恩田 裕一、西野 正高、小沼 亮平 

“福島県川俣町の森林小流域における溶存態セシウム 137 の動態” 

第 15 回「環境放射能」研究会 

2014 年 03 月 06 日～2014 年 03 月 08 日 

高エネルギー加速器研究機構（茨城県つくば市） 

 

田中 万也、岩谷 北斗、坂口 綾、高橋 嘉夫、恩田 裕一 

“河床堆積物中の放射性セシウムの粒径別分布” 

2013 年度日本地球化学会年会 

2013 年 09 月 10 日～2013 年 09 月 14 日 

高エネルギー加速器研究機構（茨城県つくば市） 

 

恩田 裕一 

“福島起源の放射性物質の森林・陸域から水域への移行量の把握” 

CREST 水循環モデリング合同国際シンポジウム「持続可能な水利用の実現に資する水

循環モデリング」 

2014 年 03 月 10 日～2014 年 03 月 11 日 

東京大学生産技術研究所（東京都目黒区） 

 

M.Yamamoto 

“Overview of the Fukushima Dai-ichi nuclear power plant (FDNPP) accident, with amounts 

and nuclear compositions of the released radionuclides” 

5th-Pacific Symposium on Radiochemistry, APSORC13 

2013 年 09 月 22 日～2013 年 09 月 27 日 

Kanazawa（Ishikawa） 

 

A. Sakaguchi, A. Kadokura, P. Steier, Y. Takahashi, K. Shizuma.T. Nakakuki, M. Yamamoto 

“Depth distribution of U-236 and Cs-137 in the Japan Sea: toward the potential use as a new 

oceanic circulation tracer” 

5th-Pacific Symposium on Radiochemistry, APSORC13 
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2013 年 09 月 22 日～2013 年 09 月 27 日 

Kanazawa（Ishikawa） 

 

M. Inoue, S. Ochiai, T. Murakami, S. Oikawa, M. Yamamoto, S. Nagao, Y. Hamajima, H. 

Kofuji, J. Misonoo 

“Low Levels of Cs-134 and Cs-137 in bottom sediments along the Japanese Archipelago side of 

the Japan Sea of Japan after the Fukushima Dai-ichi NPP accident” 

5th-Pacific Symposium on Radiochemistry, APSORC13 

2013 年 09 月 22 日～2013 年 09 月 27 日 

Kanazawa（Ishikawa） 

 

M.Yamamoto, A. Sakaguchi, S. Ochiai, T. Takada, S. Nagao, P. Steier 

“Isotopic U, Pu, Am and Cm signatures in environmental samples from the Fukushima Dai-ichi 

Nuclear Power Plant accident” 

5th-Pacific Symposium on Radiochemistry, APSORC13 

2013 年 09 月 22 日～2013 年 09 月 27 日 

Kanazawa（Ishikawa） 

 

S. Ochiai, S. Nagao, M. Yamamoto, T. Itono, k. Kashiwaya 

“Sediment transport processes in reservoir-catchment system inferred from sediment trap 

observation and fallout radionuclides” 

5th-Pacific Symposium on Radiochemistry, APSORC13 

2013 年 09 月 22 日～2013 年 09 月 27 日 

Kanazawa（Ishikawa） 

 

S. Nagao,M, Kanamori, S. Ochiai, M. Yamamoto 

“Migration behavior of 134Cs and 137Cs in the Niida River water in Fukushima Prefecture, Japan 

during 2011-2012” 

5th-Pacific Symposium on Radiochemistry, APSORC13 

2013 年 09 月 22 日～2013 年 09 月 27 日 

Kanazawa（Ishikawa） 

 

長尾 誠也、金森 正樹、桐島 陽、落合 伸也、山本 政儀 

“阿武隈川における放射性セシウムの移行に及ぼす降雨の影響評価” 

日本地球惑星科学連合 2013 年大会(福島セッション 

2013 年 05 月 03 日～2013 年 05 月 03 日 
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幕張メッセ国際会議場（千葉県千葉市） 

 

S. Nagao, M. Kanamori, S. Ochiai, S. Tomihara, A. Kirishima, M. Yamamoto 

“Transport of 134Cs and 137Cs in river waters from Fukushima Prefecture in Japan during 2011-

2012” 

Joint Assembly of IAHS-IAPSO-IASPEI 

2013 年 07 月 23 日～2013 年 07 月 23 日 

Gothenburg（Sweden） 

 

S. Nagao, M. Kanamori, S. Ochiai, S. Tomihara, M. Yamamoto 

“Transport of dissolved and particulate forms of 134Cs and 137Cs in river waters from Fukushima 

Prefecture after the Fukushima Daiichi Nuclear Power Plant accident” 

Second Russian-Japanese seminar “Behaviors of Polycyclic Aromatic Hydrocarbons and 

Radioactive Compounds in atmosphere and marine environment at East Asia 

2013 年 08 月 02 日～2013 年 08 月 02 日 

Vladivostok（Russia） 

 

坂ロ 綾、高橋 嘉夫、Peter Steier、山本 政儀 

“環境中ウラン、超ウラン元素同位体測定に関する最近の動向” 

アクチニド元素の化学と工学専門研究会 アクチニドおよび FP 核種の分析化学研究 

2014 年 03 月 12 日～2014 年 03 月 12 日 

京都大学原子炉実験所（大阪府泉南群） 

 

K. Tanaka, H. Iwatani, A. Sakaguchi, Y. Takahashi, and Y. Onda 

“Particle-size dependent distribution of radiocesium in river sediments after the FDNPP 

accident.” 

Goldschmidt2013 

2013 年 08 月 29 日～2013 年 08 月 29 日 

Florence（Italy） 

 

K. Tanaka, H. Iwatani, A. Sakaguchi, Y. Takahashi, and Y. Onda 

“Retention of radiocesium incorporated in tree leaves contaminated by fallout of the 

radionuclides emitted from the Fukushima Daiichi Nuclear Power Plant.”” 

The 5th Asia-Pacific symposium on radiochemistry （APSORC‘13) 

2013 年 09 月 24 日～2013 年 09 月 24 日 

金沢市民文化ホール（石川金沢市） 



117 
 

 

田中 万也、岩谷 北斗、坂ロ 綾、高橋 嘉夫、恩田 裕一 

“河床堆積物中の放射性セシウムの粒径別分布” 

2013 年度地球化学会年会 

2013 年 09 月 13 日～2013 年 09 月 13 日 

筑波大学（茨城つくば市） 

 

恩田 裕一、脇山 義史、Hugh Smith、Will Blake、吉村 和也 

“陸上のさまざまな土地利用地域かたの放射性物質の河川・海洋への移行” 

2013 年日本海洋学会秋期大会 

2013 年 09 月 17 日～2013 年 09 月 21 日 

北海道大学（北海道札幌市） 

 

恩田 裕一 

“特別セッション・東日本際震災と福島原発事故の環境影響：他分野間の情報交換に関

する総合討論” 

2013 年日本海洋学会秋期大会（ナイトセッション） 

2013 年 09 月 18 日～2013 年 09 月 18 日 

北海道大学（北海道札幌市） 

 

恩田 裕一 

“福島原発事故により放出された放射能核種の環境動態に関する学術調査” 

第 3 回 CSJ 科学フェスタ 

2013 年 10 月 21 日～2013 年 10 月 23 日 

タワーホール船堀（東京都江戸川区） 

 

恩田 裕一 

“水循環系における福島原発事故由来の放射性物質の移行” 

水文・水資源学会創立 25 周年記念シンポジウム 

2013 年 09 月 27 日～2013 年 09 月 27 日 

神戸大学（兵庫県神戸市） 

 

Yuichi Onda 

“Terrestrial Trasfer of fallout radionuclides by geomorphological process by Fukushima NPP 

accident” 

Joint Assembly of IAHS-IAPSO-IASPEI 
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2013 年 07 月 23 日～2013 年 07 月 23 日 

Gothenburg（Sweden） 

 

芳賀 弘和、佐野 貴洋、遠藤 祐子、斎藤 隆実、恩田 祐一、加藤 弘亮、Sun 

Haotian、立石 真紀子、笠原 玉青、大槻 恭一 

“強度間伐が森林流域からの栄養塩流出特性に与える影響” 

第 125 回日本森林学会大会 

2014 年 03 月 26 日～2014 年 03 月 30 日 

大宮ソニックシティ（埼玉県大宮市） 

 

小松 義隆、恩田 裕一、Xianfang Song 

“中国河北省および四川省における異なる表面被覆および勾配の表面流プロットを用い

た浸透能の測定” 

日本地球惑星科学連合 2013 大会 

2013 年 05 月 19 日～2013 年 05 月 24 日 

幕張メッセ国際会議場（千葉県千葉市） 

 

平田 晶子、恩田 裕一、加藤 弘亮 

“ヒノキ人工林における列状間伐前後の降雨遮断と樹冠通過雨の安定同位体比の変化” 

日本地球惑星科学連合 2013 大会 

2013 年 05 月 19 日～2013 年 05 月 24 日 

幕張メッセ国際会議場（千葉県千葉市） 

 

Yuichi Onda, Hiroaki Kato, Jeremy Patin, Kazuya Yoshimura, Maki Tsujimura, Taeko 

Wakahara, and Takehiko Fukushima 

“Transfer of fallout radionuclides derived from Fukushima NPP accident: 1 year study on 

transfer of radionuclides through hydrological processes” 

European Geosciences Union General Assembly 2013 

2013 年 04 月 07 日～2013 年 04 月 12 日 

Vienna （Austria） 

 

 

Kazuyuki Kita, Rie Kasahara, Misako Tanaka, Kaori Sato, Hiroyuki Demizu, Yasuhito Igarashi, 

Masao Mikami, Naohiro Yoshida, Sakae Toyoda, Haruo Tsuruta, Mitsuo Uematsu, Shogo 

Hgaki, Atsushi Shinohara, Akira Watanabe, Hisao Nagabayashi, Akihiro Yokoyama, 

Masayuki Takigawa, Satoshi Sugawara, Kiesuke Sueki, and Yuichi Onda 
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“Variation of atmospheric concentarations of I-131, Cs-134 and Cs-137 observed over eastren 

Japan: contribution of leakage from Fukushima Dai-ichi Nuclear Power Plant and 

secondary emission from soil and vegetation.” 

European Geosciences Union General Assembly 2013 

2013 年 04 月 07 日～2013 年 04 月 12 日 

Vienna （Austria） 

 

Yuichi Onda, Hiroaki Kato, Kazuya Yoshimura, Takehiko Fukushima, and Jeremy Patin 

“The Project on the distribution of fallout radionuclide and their transfer through environment 

by Fukushima Daiichi NPP accident” 

European Geosciences Union General Assembly 2013 

2013 年 04 月 07 日～2013 年 04 月 12 日 

Vienna （Austria） 

 

Hiroaki Kato, Yuichi Onda, Ayumi Kawamori, and Keigo Hisadome 

“Transfer of the Fukushima Daiichi reactor accident-derived radionuclides in forest 

environments” 

European Geosciences Union General Assembly 2013 

2013 年 04 月 07 日～2013 年 04 月 12 日 

Vienna （Austria） 

 

福島 武彦、荒居 博之 

“湖沼底質から見た放射性セシウム汚染.” 

第２回環境放射能除染研究発表会 

2013 年 06 月 05 日～2013 年 06 月 07 日 

タワーホール船堀（東京都江戸川区） 

 

T. Fukushima, H. Arai, K. Yoshimura and Y. Onda 

“Radiocesium contamination of lake sediments and fish following the Fukushima nuclear 

accident. 34th Congress of the International Society of Limnology” 

34th Congress of the International Society of Limnology 

2013 年 08 月 08 日～2013 年 08 月 14 日 

Hungary 

 

山口 直文・関口 智寛 

“陸上に遡上した津波の堆積過程：水槽実験による予察的検討” 
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日本堆積学会 

2014 年 03 月 14 日～2014 年 03 月 17 日 

山口大学（山口県山口市） 

 

Sekiguchi, T. 

“Bedforms under polydirectional flow: a preliminary experiment using pure oscillatory flow. 

International Workshop Stratodynamics” 

2013 年 08 月 28 日～2013 年 08 月 30 日 

長崎大学（長崎県長崎市） 

 

Numata, S. and Sekiguchi, T 

“Migration rate of combined-flow bedform: an analogue experiment.” 

International Workshop Stratodynamics 

2013 年 08 月 28 日～2013 年 08 月 30 日 

長崎大学（長崎県長崎市） 

 

Satou, Y., Sueki, K., Sasa, K., Takahashi, T., Shibayama, N., Izumi, D., Kinoshita, N. and 

Matsuzaki 

“Production of Strontium (Sr) negative molecule ions for 90Sr-AMS” 

5th East Asia AMS Symposium 

2013 年 10 月 15 日～2013 年 10 月 18 日 

KIGAM（Korea） 

 

Shibayama, N., Sueki, K., Sasa K., Satou, Y., Takahashi, T., Matsumura, M., Matsuzaki, H., 

Murakami, M., Yamashita, R., Saha, M., Takada, H., Koibuchi, Y., Lamxay, S. and Oki, T. 

“Time Variation of Concentration of Radioactive Cesium-134, 137 and Iodine-129 in the Ohori 

River, Chiba Prefecture, Japan.” 

5th Asia-Pacific Symposium on Radiochemistry 

2013 年 09 月 22 日～2013 年 09 月 27 日 

金沢大学（石川県金沢市） 

 

Satou, Y., Sueki, K., Sasa, K., Kitagawa, J. and Ikarashi, S. 

“States of existence of the cesium and silver radionuclidese at the sandy beach in Iwaki city, 

Fukushima.” 

5th Asia-Pacific Symposium on Radiochemistry 

2013 年 09 月 22 日～2013 年 09 月 27 日 
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金沢大学（石川県金沢市） 

 

Satou, Y. Sueki, K. 

“The existence state in the soils of radioactive cesium from the Fukushima Dai-ichi nuclear 

power plant accident by imaging plate photograph.” 

EGU General Assembly 

2013 年 04 月 07 日～2013 年 04 月 12 日 

Vienna （Austria） 

 

Yamashita, R., Murakami, M., Sueki, K., Saha, M., Mouri, G., Lamxay, S., Haechong, O., 

Koibuchi, Y., Takada, H. 

“Long-term variation and source analysis of radioactive cesium in the Ohorigawa River, J” 

Joint Conference of 11th AsiaFlux International Workshop, 3rd HESSS (Hydrology delivers 

Earth System Science to Society), and 14th Annual Meeting of Korean Society of 

Agricultural Forest Meteorology 

2013 年 08 月 21 日～2013 年 08 月 24 日 

Seoul（Korea） 

 

松中 哲也，笹 公和，末木 啓介，高橋 努，松村 万寿美，佐藤 志彦，柴山 

尚大，北川 潤一，木下 哲一，松崎 浩之 

“帰還困難区域における福島第一原子力発電所事故前後の土壌中の 129I 深度分布” 

第 16 回 AMS シンポジウム 

2014 年 03 月 19 日～2014 年 03 月 20 日 

東京大学（千葉県柏市） 

 

末木 啓介，柴山 尚大，佐藤 志彦，笹 公和，高橋 努，松中 哲也，松村 万

寿美，松崎 浩之，村上 道夫，山下 麗，Mahua Saha，高田 秀重，鯉淵 幸

生，Soulichan Lamxay，呉 海鍾，守利 悟朗，沖 大幹 

“河川中のヨウ素 129 と放射性セシウムの挙動”” 

第 16 回 AMS シンポジウム 

2014 年 03 月 19 日～2014 年 03 月 20 日 

東京大学（千葉県柏市） 

 

佐藤 志彦，末木 啓介，笹 公和，大竹 良徳，国分 宏城 

“連続化学抽出や重力沈降法を用いた土壌に含まれる粒子状放射性セシウムの検索” 

第 15 回「環境放射能」研究会 
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2014 年 03 月 06 日～2014 年 03 月 08 日 

高エネルギー加速器研究機構（茨城県つくば市 

 

佐藤 志彦，末木 啓介，笹 公和，大竹 良徳，国分 宏城 

“連続化学抽出による土壌中放射性セシウムの存在状態評価” 

放射線安全管理学会第 12 回学術大会 

2013 年 11 月 27 日～2013 年 11 月 29 日 

北海道大学（北海道札幌市） 

 

末木 啓介，半田 晃士，佐藤 志彦，足立 光司，五十嵐 康 

“筑波大学へ飛来した放射性セシウムの化学状態” 

放射線安全管理学会第 12 回学術大会 

2013 年 11 月 27 日～2013 年 11 月 29 日 

北海道大学（北海道札幌市） 

 

佐藤 志彦，末木 啓介，笹 公和，大竹 良徳，国分 宏城 

“化学抽出による土壌中放射性セシウムの吸着状態の検証” 

2013 年度日本地球化学会第 60 回年会 

2013 年 09 月 11 日～2013 年 09 月 13 日 

筑波大学（茨城県つくば市） 

 

柴山 尚大，末木 啓介，笹 公和，佐藤 志彦，高橋 努，松村 万寿美，松崎 浩之，

村上 道夫，沖 大幹，山下 麗，Saha, M.，高田 秀重，鯉渕 幸生，Lamxay, S. 

“千葉県大堀川における 137Cs 及び 129I の濃度の経時変化” 

2013 年度日本地球化学会第 60 回年会 

2013 年 09 月 11 日～2013 年 09 月 13 日 

筑波大学（茨城県つくば市） 

 

末木 啓介，半田 晃士，佐藤 志彦，足立 光司，五十嵐 康 

“福島第一原発事故により放出された 129I の陸域環境での分布状況と 131I 降下量の復

元” 

2013 年度日本地球化学会第 60 回年会 

2013 年 09 月 11 日～2013 年 09 月 13 日 

つくば、茨城 
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笹 公和，末木 啓介，高橋 努，松村 万寿美，松中 哲也，佐藤 志彦，柴山 尚大，

木下 哲一，西原 健司，松崎 浩之 

“福島第一原発事故により放出された 129I の陸域環境での分布状況と 131I 降下量の復

元” 

2013 年度日本地球化学会第 60 回年会 

2013 年 09 月 11 日～2013 年 09 月 13 日 

筑波大学（茨城県つくば市） 

 

佐藤 志彦，末木 啓介，笹 公和，高橋 努，柴山 尚大，泉 大希，木下 哲一，松崎 

浩之 

“90Sr-AMS の為のストロンチウム負分子イオンビーム生成試験” 

第 26 回タンデム加速器及びその周辺技術の研究会 

2013 年 07 月 05 日～2013 年 07 月 06 日 

山形大学（山形県山形市） 

 

村上 道夫, 柴山 尚大, 末木 啓介, 守利 悟朗, 呉 海鍾, 野村 実広, 鯉渕 幸

生, 沖 大幹 

“雨天時における大堀川の放射性セシウムの実態調査” 

第 48 回日本水環境学会年会講演集 

2014 年 03 月 17 日～2014 年 03 月 19 日 

東北大学（宮城県仙台市） 

 

山下 麗, 村上 道夫, 柴山 尚大, 末木 啓介, Mahua Saha, 守利 悟朗, Soulichan 

Lamxay, 呉 海鍾, 鯉渕 幸生, 高田 秀重 

“大堀川における放射性セシウムの固液分配と長期変動” 

第 16 回日本水環境学会シンポジウム講演集 

2013 年 11 月 09 日～2013 年 11 月 10 日 

琉球大学（沖縄県西原町） 

 

山下 麗, 村上 道夫, 末木 啓介, Mahua Saha, 守利 悟朗, Soulichan Lamxay, 呉 海

鍾, 鯉渕 幸生, 高田 秀重 

“大堀川における放射性セシウムの長期変動と起源解析” 

第 22 回環境化学討論会 

2013 年 07 月 31 日～2013 年 08 月 02 日 

東京農工大学（東京都府中市） 
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西野 正高・辻村 真貴・恩田 裕一・岩上 翔・小沼 亮平 

“源流域における降雨流出に伴う放射性セシウムの流出機構” 

第 15 回「環境放射能」研究会 

2014 年 03 月 06 日～2014 年 03 月 08 日 

高エネルギー加速器研究機構（茨城県つくば市） 

 

五十嵐 康人 

“福島第一原子力発電所事故による大気環境影響” 

大阪大学平成２６年度放射性同位元素等取扱者継続登録者教育訓練 

2014 年 04 月 01 日～2014 年 04 月 02 日 

大阪大学ラジオアイソトープ総合センター（大阪府・吹田市） 

 

Hiroaki KATO, Yuichi Onda, Nicolas Loffredo, Keigo Hisadome, Ayumi Kawamori 

“Effect of radiocesium transfer on ambient dose rate in forest environment” 

European Geoscience Union (EGU) General Assembly 2014 

2014 年 04 月 27 日～2014 年 05 月 02 日 

Vienna (Austria) 

 

Inomata, Y., Aoyama,M., Hirose,K., Sanada,Y., Torii,T., Tsubono,T., Tsumune,D., and Yamada, 

M. 

“Distribution of radionuclides in the surface sea water developed by aerial radiological survey” 

European Geoscience Union (EGU) General Assembly 2014 

2014 年 04 月 27 日～2014 年 05 月 02 日 

Vienna (Austria） 

 

Nakajima, T. 

“Environmental pollution by the Fukushima Daiichi nuclear power plant accident and role of 

the atmospheric science” 

日本地球惑星科学連合 2014 年大会 

2014 年 04 月 28 日～2014 年 05 月 02 日 

パシフィコ横浜（神奈川県・横浜市） 

 

猪股 弥生、青山 道夫、廣瀬 勝巳、眞田 幸尚、鳥居 建男、坪野 考樹、津旨 

大輔、山田 正俊 

“航空機モニタリングによる福島沿岸域における放射性核種の分布” 

日本地球惑星科学連合 2014 年大会 
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2014 年 04 月 28 日～2014 年 05 月 02 日 

パシフィコ横浜（神奈川県・横浜市） 

 

田副 博文、山形 武靖、小畑 元、山田 正俊 

“キレート樹脂 DGA レジンを用いたイットリウム迅速分離と海水中 Sr-90 定量への適

用” 

日本地球惑星科学連合 2014 年大会 

2014 年 04 月 28 日～2014 年 05 月 02 日 

パシフィコ横浜（神奈川県・横浜市） 

 

恩田 裕一 

“福島事故起源の放射性物質の陸域から水域への移行” 

日本地球惑星科学連合 2014 

2014 年 05 月 02 日～2014 年 05 月 02 日 

パシフィコ横浜（神奈川県・横浜市） 

 

北 和之 

“福島原発事故により放出された放射性核種の環境動態” 

日本地球惑星科学連合 2014 

2014 年 05 月 02 日～2014 年 05 月 02 日 

パシフィコ横浜（神奈川県・横浜市） 

 

石塚 正秀、 三上 正男、 田中 泰宙、 五十嵐 康人、 北 和之、 山田 豊 、 

吉田 尚弘、豊田 栄、 佐藤 志彦、高橋 嘉夫、 二宮 和彦、 篠原 厚 

“Evaluation of radioactivity resuspension by dust emission using a size-resolved 1-D vertical 

model in Namie, Fukushima” 

日本地球惑星科学連合 2014 

2014 年 05 月 02 日～2014 年 05 月 02 日 

パシフィコ横浜（神奈川県・横浜市） 

 

飯澤 勇信、 阿部 善也、 中井 泉、 寺田 靖子、 足立 光司、 五十嵐 康人 

“Synchrotron radiation X-ray analyses of the radioactive single airborne particle emitted by the 

Fukushima nuclear accident” 

日本地球惑星科学連合 2014 

2014 年 05 月 02 日～2014 年 05 月 02 日 

パシフィコ横浜（神奈川県・横浜市） 
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近藤 昭彦、恩田 裕一 

“侵食に伴う放射性セシウム移行の経験モデルと沈着量および河川への流出量の将来予

測” 

日本地球惑星科学連合大会 2014 

2014 年 05 月 02 日～2014 年 05 月 02 日 

パシフィコ横浜（神奈川県・横浜市） 

 

木野日 美子、 北 和之、 田中 美佐子、 木名 瀬健、 出水 宏幸、五十嵐 康

人、 三上 正男; 梶野 瑞王; 足立 光司; 木村 徹; 石塚 正秀; 川島 洋人; 

吉田 尚弘; 豊田 栄; 山田 桂大; 大河内 博、 篠原 厚、 二宮 和彦、 恩

田 裕一 

“Correlation between Atmospheric Re-entrainment of Radioactive Cs and Meteorological 

Phenomena” 

日本地球惑星科学連合 2014 

2014 年 05 月 02 日～2014 年 05 月 02 日 

パシフィコ横浜（神奈川県・横浜市） 

 

北 和之、他 20 名 

“Resuspension of radioactive cesium from soil and forest” 

日本地球惑星科学連合 2014 

2014 年 05 月 02 日～2014 年 05 月 02 日 

パシフィコ横浜（神奈川県・横浜市） 

 

田中 美佐子他、20 名 

“Estimate of relationship between composition of aerosol and radioactive cesium observed in 

Namie” 

日本地球惑星科学連合 2014 

2014 年 05 月 02 日～2014 年 05 月 02 日 

パシフィコ横浜（神奈川県・横浜市） 

 

足立 光司、 梶野 瑞王、財前 祐二、五十嵐 康人 

“Cs-bearing spherical particles emitted from an early stage of the FDNPP accident” 

日本地球惑星科学連合 2014 

2014 年 05 月 02 日～2014 年 05 月 02 日 

パシフィコ横浜（神奈川県・横浜市） 
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足立 光司、 梶野 瑞王、財前 祐二、五十嵐 康人 

“原発事故で大気中に放出された放射性粒子を電子顕微鏡で見る” 

日本顕微鏡学会第 70 回記念学術講演会 

2014 年 05 月 13 日～2014 年 05 月 13 日 

幕張メッセ（千葉県・千葉市） 

 

恩田 裕一 

“放射性物質の陸域からの移行” 

第 74 回分析化学討論会 

2014 年 05 月 24 日～2014 年 05 月 24 日 

日本大学工学部 70 号館（福島県・郡山市） 

 

飯澤 勇信・阿部 善也・中井 泉・寺田 靖子・足立 光司・五十嵐 康人 

“福島原発事故で放出された強放射性大気粉塵粒子の放射光 X 線分析” 

第 74 回分析化学討論会 

2014 年 05 月 25 日～2014 年 05 月 25 日 

日本大学工学部 70 号館（福島県・郡山市） 

 

五十嵐 康人、足立 光司、梶野 瑞王、財前 祐二、 阿部 善也、飯澤 勇信、

中井泉、佐藤 志彦、末木 啓介 

“２０１１年３月つくば市で観測された放射性 Cs の物理・化学性状” 

環境放射能除染学会 第３回研究発表会 

2014 年 07 月 14 日～2014 年 07 月 14 日 

郡山市民文化センター（福島県・郡山市） 

 

Ishizuka, M., M. Mikami, T. Y. Tanaka, Y. Igarashi, K. Kita, Y. Yamada, Y.Satou, N. Yoshida, S. 

Toyoda, K. Ninomiya, and A. Shinohara 

“A Size-resolved 1-D Resuspension Scheme for Evaluating Radioactivity Resuspension by 

Mineral Dust Particles from Ground Surface” 

The Eighth International Conference on Aeolian Research (ICAR VIII) 

2014 年 07 月 25 日～2014 年 07 月 25 日 

Lanzhou University (中国・蘭州市) 

 

Misawa, S., Dai, T.,  Schutgens, N. Nakajima, T. 

“A study of regional-scale aerosol assimilation with the Stretch-NICAM atmospheric model” 
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Asia Oceania Geosciences Society 11th Annual Meeting 

2014 年 07 月 28 日～2014 年 08 月 01 日 

ロイトン札幌ホテル（北海道・札幌市） 

 

Tsuruta, H., Oura, Y., Ebihara, M., Ohara, T.,  Nakajima, T.. 

“Reconstruction of Atmospheric transport of Cs-137 just after the Fukushima Daiichi Nuclear 

Power Plant accident by a new measured dataset” 

Asia Oceania Geosciences Society 11th Annual Meeting 

2014 年 07 月 28 日～2014 年 08 月 01 日 

ロイトン札幌ホテル（北海道・札幌市） 

 

Yasuhito IGARASHI, Kouji ADACHI, Mizuo KAJINO, Taichu TANAKA,Takashi 

MAKI,Tsuyoshi T SEKIYAMA, Yuji ZAIZEN, Masao MIKAMI 

“On atmospheric radioactive pollution by the Fukushima Dai-ichi Nuclear Power Plant 

accident:Researches at MRI, Japan” 

Asia Oceania Geosciences Society 11th Annual Meeting 

2014 年 07 月 29 日～2014 年 07 月 29 日 

ロイトン札幌ホテル（北海道・札幌市） 

 

Masahide ISHIZUKA,  Masao MIKAMI, Taichu TANAKA,  Yasuhito IGARASHI, 

Kazuyuki KITA, Yutaka YAMADA, Naohiro YOSHIDA,  Sakae TOYODA, Yukihiko 

SATOU, Yoshio TAKAHASHI, Kazuhiko NINOMIYA, Atsushi SHINOHARA 

“Radioactivity Resuspension by Dust Emission using a Size-resolved 1-D Vertical Model in 

Namie, Fukushima” 

Asia Oceania Geosciences Society 11th Annual Meeting 

2014 年 07 月 31 日～2014 年 07 月 31 日 

ロイトン札幌ホテル（北海道・札幌市） 

 

五十嵐 康人、足立 光司、梶野 瑞王、財前 祐二、阿部 善也、飯澤 勇信、中

井泉、佐藤 志彦、末木 啓介 

“2011 年 3 月つくば市で観測された放射性 Cs の物理・化学性状” 

第 3１回エアロゾル科学・技術研究討論会 

2014 年 08 月 08 日～2014 年 08 月 08 日 

筑波大学（茨城県・つくば市） 
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Yasuhito Igarashi, Kouji Adachi, Mizuo Kajino, Yuji Zaizen, Izumi Nakai,Yoshinari Abe, 

Yushin Iizawa, Yukihiko Satou, Keisuke Sueki 

“Characteristics of radio-Cs particles collected during the early stage of FDNPP accident” 

IAC2014 

2014 年 08 月 30 日～2014 年 08 月 30 日 

韓国・釜山 

 

Taichu Y. Tanaka, M. Kajino, Y. Igarashi, T. Takemura, T., T.Nakajima, and T. Shibata 

“Deposition over marine area: Multi-model simulation of the trans-Pacific transport of 

radionuclides from Fukushima Dai-ichi nuclear power plant accident” 

IAC2014 

2014 年 08 月 31 日～2014 年 08 月 31 日 

韓国・釜山 

 

Yuichi Onda 

“Time changes in radiocesium wash-off from various land uses after the Fukushima Daiichi 

NPP accident” 

IAEA/UNESCO Technical Meeting on Surface Water and Groundwater Contamination 

Following the Accident at the Fukushima Daiichi Nuclear Power Plant 

2014 年 09 月 08 日～2014 年 09 月 08 日 

Vienna (Austria) 

 

岩上 翔，辻村 真貴，恩田 裕一，西野 正高，小沼 亮平，坂口 綾， 横山 明

彦，山本 政儀，五十嵐 康人 

“福島の森林小流域からの放射性セシウム” 

日本原子力学会「2014 年秋の大会」 

2014 年 09 月 08 日～2014 年 09 月 08 日 

京都大学吉田キャンパス（京都府・京都市） 

 

Tateda, Y., Tsumune, D., Tsubono, T., Yoshimura, T., Misumi,K., Yamada, M., Kanda, J., 

Ishimaru, T. 

“A state and problem in 137Cs contamination in the marine biota along the Pacific coast of 

eastern Japan derived from the dynamic biological model simulation after the Fukushima 

accident” 

International Conference on Radioecology and Environmental Radioactivity 2014 

2014 年 09 月 07 日～2014 年 09 月 12 日 
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Barcelona (Spain) 

 

Sugiura Y., Takenaka C., Kanasashi T., Deguchi S., Matuda Y., Ozawa H. 

“Accumulation of Radiocesium in Eleutheroccocus sciadophylloides” 

International Conference on Radioecology and Environmental Radioactivity 2014 

2014 年 09 月 07 日～2014 年 09 月 12 日 

Barcelona (Spain) 

 

Seitaro Deguchi,Yuki Sugiura, Yosuke Matsuda, Chitato Takenaka 

“DISTRIBUTION OF ARBUSCULAR MYCORRHIZAS WITHIN CHENGIOPANAX 

SCIADOPHYLLOIDES ROOT SYSTEM CONTAMINATED WITH RADIOCESIUM” 

国際樹木根学会 

2014 年 09 月 09 日～2014 年 09 月 12 日 

名古屋大学（愛知県・名古屋市） 

 

山田 孝・吉田 英晴・逢沢 峰昭・大久保 達弘・竹中 千里・関本 均 

“落葉の腐熟に伴う放射性 Cs の化学形態変化と森林土壌における挙動について” 

日本土壌肥料学会 

2014 年 09 月 10 日～2014 年 09 月 10 日 

東京農工大学（東京都・小金井市） 

 

恩田 裕一 

“福島事故後の放射性セシウムの陸域から河川への移行” 

日本陸水学会第 79 回大会 

2014 年 09 月 12 日～2014 年 09 月 12 日 

筑波大学（茨城県・つくば市） 

 

荒居 博之・福島 武彦・恩田 裕一 

“霞ヶ浦における放射性セシウムの分布と動態” 

日本陸水学会第 79 回大会 

2014 年 09 月 12 日～2014 年 09 月 12 日 

筑波大学（茨城県・つくば市） 

 

五十嵐 康人、足立 光司、梶野 瑞王、財前 祐二、 中井 泉、阿部 善也、飯

澤 勇信、佐藤 志彦、末木 啓介 

“福島第一原発事故の初期に放出された放射性 Cs の物理・化学性状について” 
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第 58 回放射化学討論会 

2014 年 09 月 12 日～2014 年 09 月 12 日 

名古屋大学（愛知県・名古屋市） 

 

張 子見、二宮 和彦、北 和之、鶴田 治雄、五十嵐 康人、篠原 厚 

“福島第一原子力事故初期に採取された大気試料中の 140Ba の分析” 

第 58 回放射化学討論会 

2014 年 09 月 12 日～2014 年 09 月 12 日 

名古屋大学（愛知県・名古屋市） 

 

王 ウェイ、金指 努、杉浦 佑樹、竹中 千里 

“樹体内における放射性セシウムの分布と他の元素との関係” 

第 58 回放射化学討論会 

2014 年 09 月 13 日～2014 年 09 月 13 日 

名古屋大学（愛知県・名古屋市） 

 

山田 正俊 

“福島第一原子力発電所事故により放出された放射性核種の海水・沈降粒子・海底堆積

物における分布の実態” 

2014 年度日本地球化学会第 61 回年会 

2014 年 09 月 16 日～2014 年 09 月 18 日 

富山大学（富山県・富山市） 

 

田副 博文、山形 武靖、増田 雄基、永井 尚生、山田 正俊 

“福島第一原子力発電所近海における表層海水中の 90Sr 濃度分布” 

2014 年度日本地球化学会第 61 回年会 

2014 年 09 月 16 日～2014 年 09 月 18 日 

富山大学（富山県・富山市） 

 

阿部 善也、飯澤 勇信、中井 泉、寺田 靖子、足立 光司、五十嵐 康人 

“大気粉塵中の強放射性物質の放射光 X 線分析” 

日本分析化学会第 63 年会 

2014 年 09 月 19 日～2014 年 09 月 19 日 

広島大学東広島キャンパス(広島県・東広島市) 

 

Yuichi Onda 
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“Status of Cs migration studies at University of Tsukuba” 

JAEA fukushima workshop(第２回 セシウムワークショップ) 

2014 年 10 月 06 日～2014 年 10 月 06 日 

ユニックスビル（福島県・福島市） 

 

Tsutomu Kanasashi, Yuki Sugiura, Chisato Takenaka and Hajime Ozawa 

“Seasonal change of cesium 137 in different age needles and male flowers of Japanese cedar 

(Cryptomeria japonica) in Fukushima” 

International Union of Forest Research Organizations 2014 World Congress (IUFRO2014) 

2014 年 10 月 06 日～2014 年 10 月 09 日 

Salt Lake City （USA） 

 

Chisato Takenaka, Yuki Sugiura, Mitsutoshi Umemura, Tsutomu Kanasashi 

“Transport of cesium in Japanese bamboo: perspective on decontamination of radiocaesium 

from bamboo forests” 

International Union of Forest Research Organizations 2014 World Congress (IUFRO2014) 

2014 年 10 月 06 日～2014 年 10 月 09 日 

Salt Lake City （USA） 

 

原 竜弥、富岡 利恵、竹中 千里、青木 弾、福島 和彦 

“樹木におけるセシウムの存在形態について ー有機物との関係ー” 

第 4 回中部森林学会大会 

2014 年 10 月 25 日～2014 年 10 月 25 日 

名古屋大学（愛知県・名古屋市） 

 

出口 世太郎、松田 陽介、杉浦 佑樹、竹中 千里、小澤 創 

“放射性セシウムで汚染されたコシアブラの根系におけるアーバスキュラー菌根菌の分

布” 

第 4 回中部森林学会大会 

2014 年 10 月 25 日～2014 年 10 月 25 日 

名古屋大学（愛知県・名古屋市） 

 

北 和之他 22 名 

“福島において観測された大気放射性セシウムの再飛散と季節 変動” 

第 20 回大気化学討論会 

2014 年 10 月 29 日～2014 年 10 月 29 日 
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東京農工大学（東京都・府中市） 

 

佐藤 志彦、末木 啓介、笹 公和、足立 光司、五十嵐 康人 

“土壌中のセシウム含有粒子の分析” 

日本放射線安全管理学会, 第 13 回学術大会 

2014 年 12 月 04 日～2014 年 12 月 04 日 

徳島大学大塚講堂（徳島県・徳島市） 

 

石塚 正秀、三上 正男、田中 泰宙、五十嵐 康人、北和 之、山田 豊、吉田 

尚弘、豊田 栄、佐藤 志彦、高橋 嘉夫、二宮 和彦、篠原 厚 

“福島県浪江町における放射性物質の地表面からの再飛散に関する研究” 

風送ダストに関する現状と今後の展開に関する研究集会 

2014 年 12 月 12 日～2014 年 12 月 12 日 

九州大学応用力学研究所（福岡県・春日市） 

 

阿部 善也、飯澤 勇信、中井 泉、足立 光司、五十嵐 康人、寺田 靖子 

“福島第一原発事故由来の放射性大気粉塵の放射光 X 線分析” 

東北大学金属材料研究所 共同利用ワークショップ 

2014 年 12 月 16 日～2014 年 12 月 16 日 

東北大学金属材料研究所（宮城県・仙台市） 

 

Nakajima, T. 

“Understanding of atmospheric transport modeling of fallout radionuclides and migration 

processes” 

International Symposium on Interdisciplinary Study on Environmental Transfer of 

Radionuclides from the Fukushima Daiichi NPP Accident 

2015 年 01 月 09 日～2015 年 01 月 10 日 

筑波大学（茨城県・つくば市） 

 

Yasuhito Igarashi 

“Understanding of deposition, diffusion processes and land atmospheric interaction of 

radioactive” 

International Symposium on Interdisciplinary Study on Environmental Transfer of 

Radionuclides from the Fukushima Daiichi NPP Accident 

2015 年 01 月 09 日～2015 年 01 月 10 日 

筑波大学（茨城県・つくば市） 
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Yuichi Onda 

“Understanding the migration process of radionuclides associated with water and sediment 

movement” 

International Symposium on Interdisciplinary Study on Environmental Transfer of 

Radionuclides from the Fukushima Daiichi NPP Accident 

2015 年 01 月 09 日～2015 年 01 月 10 日 

筑波大学（茨城県・つくば市） 

 

Masatoshi Yamada 

“Understanding of the distribution of radioactive materials in sea and seafloor sediment” 

International Symposium on Interdisciplinary Study on Environmental Transfer of 

Radionuclides from the Fukushima Daiichi NPP Accident 

2015 年 01 月 09 日～2015 年 01 月 10 日 

筑波大学（茨城県・つくば市） 

 

飯澤 勇信、小野 貴大、阿部 善也、中井 泉、寺田 靖子、佐藤 志彦、二宮 和彦、

足立 光司、五十嵐 康人 

“放射光 X 線分析による福島第一原発事故由来の放射性粒子の物理・化学性状の解明” 

第 26 回日本放射光学会年会・放射光科学合同シンポジウム 

2015 年 01 月 12 日～2015 年 01 月 12 日 

立命館大学びわこ･くさつキャンパス（滋賀県・草津市） 

 

Tsuruta, H., Oura,Y.,  Ebihara,M., Ohara, T., Nakajima, T. 

“First Retrieval of Hourly Atmospheric Radionuclides Concentrations just after the Fukushima 

Accident by Analyzing Filter-tapes of Operational Air Pollution Monitoring Stations in 

Eastern Japan” 

International workshop on dispersion and deposition modeling for nuclear accident releases -

Transfer of science from academic to operational models 

2015 年 03 月 02 日～2015 年 03 月 04 日 

福島大学（福島県・福島市） 

 

松中 哲也、 笹 公和、 末木 啓介、 恩田 裕一、 石丸 隆、 谷口 圭輔、  

脇山義史、本多 真紀、 高橋 努、 松村 万寿美、 佐藤 志彦、 松崎 浩之 

“福島原発事故起源ヨウ素 129 の陸域から海洋環境への移行研究” 

第１６回「環境放射能」研究会 
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2015 年 03 月 09 日～2015 年 03 月 09 日 

高エネルギー加速器研究機構（茨城県・つくば市） 

 

鶴田 治雄、大浦 泰嗣、 海老原 充、 大原 利眞、 中島 映至 

“大気浮遊粒子状物質(SPM)自動測定器の使用済みテープ状フィルターの放射性核種測

定” 

第１６回「環境放射能」研究会 

2015 年 03 月 10 日～2015 年 03 月 10 日 

高エネルギー加速器研究機構（茨城県・つくば市） 

 

山本 政儀 

“放射能と歩んだ 40 年 － 低レベル放射能実験施設と共に －” 

第１６回「環境放射能」研究会 

2015 年 03 月 11 日～2015 年 03 月 11 日 

高エネルギー加速器研究機構（茨城県・つくば市） 

 

古谷 真人、羽田野 祐子、五十嵐 康人 

“空間線量率の変動と気象条件の相関に関する研究” 

第１６回「環境放射能」研究会 

2015 年 03 月 10 日～2015 年 03 月 11 日 

高エネルギー加速器研究機構（茨城県・つくば市） 

 

出口 世太郎、松田 陽介、杉浦 佑樹、竹中 千里、小澤 創、緒方 良至 

“放射性セシウムで汚染されたコシアブラの根系における根内共生菌の分布” 

日本生態学会 

2015 年 03 月 19 日～2015 年 03 月 22 日 

鹿児島大学（鹿児島県・鹿児島市） 

 

綾部 慈子、金指 努、吉田 智弘、肘井 直樹、竹中 千里 

“節足動物における放射性セシウム集積と他元素との関係” 

日本生態学会 

2015 年 03 月 19 日～2015 年 03 月 22 日 

鹿児島大学（鹿児島県・鹿児島市） 

 

加藤 弘亮、恩田 裕一、Loffredo, Nicolas、久留 景吾、河守 歩 

“森林環境中の放射性セシウムの移行が林内空間線量率に及ぼす影響” 
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第 126 回日本森林学会大会 

2015 年 03 月 26 日～2015 年 03 月 29 日 

北海道大学（北海道・札幌市） 

 

渡邊 菜月、黄 よう、逢沢 峰昭、飯塚 和也、関本 均、大久保 達弘、竹中 

千里、金子 信博 

“森林の落葉分解過程における放射性セシウムの移行―異なる植生間の比較―” 

第 126 回日本森林学会大会 

2015 年 03 月 27 日～2015 年 03 月 29 日 

北海道大学（北海道・札幌市） 

 

梅村 光俊、金指 努、杉浦 佑樹、竹中 千里 

“モウソウ竹林における放射性セシウムの分布と挙動” 

第 126 回日本森林学会大会 

2015 年 03 月 27 日～2015 年 03 月 29 日 

北海道大学（北海道・札幌市） 

 

原 竜弥、富岡 利恵、松下 泰幸、青木 弾、福島 和彦、竹中 千里 

“樹木構成成分の Cs 保持特性” 

第 126 回日本森林学会大会 

2015 年 03 月 27 日～2015 年 03 月 29 日 

北海道大学（北海道・札幌市） 

 

近藤 昭彦 

“旧計画的避難区域における環境回復と生業復活の試み：川俣町山木屋地区における地

域と大学の協働” 

農村計画学会 2014 年度春期大会シンポジウム「東日本大震災と農村計画学会─震災後

３年の復興・生活再建の課題・成果・深化の展望─」 

2014 年 04 月 12 日～2014 年 04 月 12 日 

東京大学弥生講堂（東京都・文京区） 

 

Yukihiko Satou, Keisuke Sueki, Kimikazu, Sasa,  Tetsuya Matsunaka, Nao Shibayama, 

Tsutom Takahashi, Norikazu Kinoshita 

“Activity ratios in soil contaminated by the source of different reactor condition in the FDNPP 

accident” 

European Geoscience Union (EGU) General Assembly 2014 
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2014 年 04 月 27 日～2014 年 05 月 02 日 

Vienna (Austria) 

 

末木 啓介、北川 潤一、笹 公和、高橋 努、松村 万寿美、木下 哲一、戸崎 裕貴、

松四 雄騎、松崎 浩之 

“福島事故以前における表層土壌中の放射性核種塩素‐36 とヨウ素‐129 の分布” 

日本地球惑星科学連合 2014 年大会 

2014 年 04 月 28 日～2014 年 05 月 02 日 

パシフィコ横浜（神奈川県・横浜市） 

 

佐藤 志彦、末木 啓介、笹 公和、松中 哲也、柴山 尚大、高橋 努、木下 哲一 

“福島第一原発の北西地域における表層土壌の放射能比による 3 つの区分” 

日本地球惑星科学連合 2014 年大会 

2014 年 04 月 28 日～2014 年 05 月 02 日 

パシフィコ横浜（神奈川県・横浜市） 

 

松中 哲也、笹 公和、末木 啓介、高橋 努、松村 万寿美、佐藤 志彦、柴山 尚大、

北川 潤一、木下 哲一、松崎 浩之 

“福島第一原子力発電所事故前後における土壌中の 129I と 137Cs の深度分布” 

日本地球惑星科学連合 2014 年大会 

2014 年 04 月 28 日～2014 年 05 月 02 日 

パシフィコ横浜（神奈川県・横浜市） 

 

笹 公和、松村 万寿美、末木 啓介、高橋 努、松中 哲也、佐藤 志彦、柴山 尚大、

木下 哲一、西原 健司、松崎 浩之 

“福島第一原発事故により放出された 129I の分布と 131I/129I 比の評価” 

日本地球惑星科学連合 2014 年大会 

2014 年 04 月 28 日～2014 年 05 月 02 日 

パシフィコ横浜（神奈川県・横浜市） 

 

小林 達明、山本 理恵、高橋 輝昌、近藤 昭彦、鈴木 弘明、保高 徹生 

“福島第一原子力発電所事故後の里山の放射性環境モニタリング” 

日本景観生態学 会第 24 回大会 

2014 年 06 月 27 日～2014 年 06 月 27 日 

金沢市地場産業振興センター(石川県・金沢市） 
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Yukihiko Satou, Keisuke Sueki, Kimikazu, Sasa,  Tetsuya Matsunaka, Nao Shibayama, 

Tsutom Takahashi, Norikazu Kinoshita 

“Source estimation of radioactive materials on the ground at the northwestern area from the 

Fukushima Dai-ichi Nuclear Power Plant” 

Asia Oceania Geosciences Society 2014 

2014 年 07 月 28 日～2014 年 08 月 01 日 

ロイトン札幌ホテル（北海道・札幌市） 

 

Kimikazu Sasa, Keisuke Sueki, Tsutom Takahashi, Masumi Matsumura, Tetsuya Matasunaka, 

Yukihiko Satou, Nao Shibayama, Norikazu Kinoshita, Junichi Kitagawa, Kenji Nishihara, 

Hiroyuki Matsuzaki 

“Distribution of 129I in terrestrial environment released from the Fukushima Dai-ichi Nuclear 

Power Plant accident” 

The 13th International Conference on Accelerator Mass Spectrometry 

2014 年 08 月 24 日～2014 年 08 月 29 日 

Provence （France） 

 

Keisuke Sueki, Nao Shibayama, Yukihiko Satou, Kimikazu Sasa, Tsutom Takahashi, Tetsuya 

Matsunaka, Masumi Matsumura, Hiroyuki Matsuzaki, Michio Murakami, Rei Yamashita, 

Sara Mahua, Hideshige Takada., Yukio Koibuchi, Lamxay Soulichan, O Haecong, Goro 

Mouri, Taikan Oki 

“Behavior of Iodine-129 and Radioactive Cesium in Japanese River” 

The 13th International Conference on Accelerator Mass Spectrometry 

2014 年 08 月 24 日～2014 年 08 月 29 日 

Provence （France） 

 

Keisuke Sueki, Jun-ichi Kitagawa, Kimikazu Sasa, Tsutom Takahashi, Masumi Matsumura, 

Yasuo Ngashima, Norikazu Kinoshita, Yuki Tosak, Hiroyuki Matsuzaki 

“Background levels of radionuclides 36Cl and 129I in surface soils at East Japan before 

Fukushima accident” 

The 13th International Conference on Accelerator Mass Spectrometry 

2014 年 08 月 24 日～2014 年 08 月 29 日 

Provence （France） 

 

Yukihiko Satou, Keisuke Sueki, Kimikazu Sasa, Tetsuya Matsunaka, Tsutom Takahashi, Nao 

Sbayama, Daiki Izumi, Norikazu Kinoshita, Hiroyuki Matsuzaki 
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“Development of Strontium-90 AMS in Japan: Progress report” 

The 13th International Conference on Accelerator Mass Spectrometry 

2014 年 08 月 24 日～2014 年 08 月 29 日 

Provence （France） 

 

Tetsuya Matsunaka, Kimikazu Sasa, Keisuke Sueki, Tsutom Takahasi, Masumi Matsumura, 

Ykihiko Satou, Nao Shibayama, Jun-ichi Kitagawa, Norikazu Kinoshita, Hiroyuki 

Matsuzaki 

“Depth profiles of 129I and 129I / 127I ratio in soil at the near-field site of the Fukushima Dai-ichi 

Nuclear Power Plant” 

The 13th International Conference on Accelerator Mass Spectrometry 

2014 年 08 月 24 日～2014 年 08 月 29 日 

Provence （France） 

 

Matsumura, M., Sasa, K., Sueki, K., Shibayama, N., Matsunaka, T., Takahashi, T., Satou, Y., 

and Matsuzaki, H. 

“Successive comparison of the extent of 129I contamination in the sample preparation room” 

The 13th International Conference on Accelerator Mass Spectrometry 

2014 年 08 月 24 日～2014 年 08 月 29 日 

Provence （France） 

 

近藤 昭彦 

“山村の広域放射能汚染と暮らしの回復・復興” 

日本学術会議公開シンポジウム「東日本大震災を教訓とした安全安心で持続可能な社

会の 形成に向けて」 

2014 年 09 月 07 日～2014 年 09 月 07 日 

日本学術会議講堂(東京都・港区） 

 

笹 公和、中 哲也、松村 万寿美、高橋 努、末木 啓介、佐藤 志彦、木下 哲一、松

崎 浩之 

“福島第一原子力発電所事故起源 I-129 の陸域環境での移行と分布” 

日本原子力学会「2014 年秋の大会」 

2014 年 09 月 08 日～2014 年 09 月 10 日 

京都大学吉田キャンパス（京都府・京都市） 
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末木 啓介、柴山 尚大、佐藤 志彦、笹 公和、高橋 努、松中 哲也、松村 万寿美、

松崎 浩之、村上 道夫、山下 麗、Saha M.、高田 秀重、鯉淵 幸生、Lamxay S.、

呉 海鍾、守利 悟朗、沖 大幹 

“河川中のセシウム 134、137 とヨウ素 129 の挙動” 

2014 日本放射化学会年会・第 58 回放射化学討論会 

2014 年 09 月 11 日～2014 年 09 月 13 日 

名古屋大学（愛知県・名古屋市） 

 

佐藤 志彦、木 啓介、笹 公和、松中 哲也、柴山 尚大、高橋 努、木下 哲一 

“福島原発から北西部における 110mAg：137Cs 比を用いた汚染地域の分類” 

2014 日本放射化学会年会・第 58 回放射化学討論会 

2014 年 09 月 11 日～2014 年 09 月 13 日 

名古屋大学（愛知県・名古屋市） 

 

本多 真紀、松崎 浩之、斉藤 拓巳、永井 尚生、末木 啓介 

“逐次抽出法を利用した土壌中の I-127 と I-129 のエージング効果の調査” 

2014 日本放射化学会年会・第 58 回放射化学討論会 

2014 年 09 月 11 日～2014 年 09 月 13 日 

名古屋大学（愛知県・名古屋市） 

 

田中 伴樹、濱 侃、佐藤 周、早崎 有香、布和 宝音、近藤 昭彦 

“里山流域における放射能汚染の実態と移行過程の地理学的認識” 

日本地理学会秋期 学術大会 

2014 年 09 月 20 日～2014 年 09 月 20 日 

富山大学（富山県・富山市） 

 

佐藤 周、濱 侃、田中 伴樹、早崎 有香、近藤 昭彦 

“福島県川俣町山木屋地区における里山の変遷と原発事故による人と自然の分断” 

日本地理学会秋期 学術大会 

2014 年 09 月 20 日～2014 年 09 月 20 日 

富山大学（富山県・富山市） 

 

早崎 有香、濱 侃、田中 圭、近藤 昭彦 

“ラジコン電動マルチコプターによる空間線量率の三次元計測” 

日本地理学会秋期 学術大会 

2014 年 09 月 20 日～2014 年 09 月 20 日 
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富山大学（富山県・富山市） 

 

本多 真紀、末木 啓介、坂口 綾、松中 哲也、笹 公和、大槻 勤、関本 俊 

“質量分析法を用いた難測定人工放射性核種の定量－測定法の検討－” 

日本質量分析学会 2014 年度同位体比部会 

2014 年 11 月 26 日～2014 年 11 月 28 日 

筑波山温泉旅館（茨城県・つくば市） 

 

末木 啓介、笹 公和、松中 哲也、松村 万寿美、高橋 努、佐藤 志彦、木下 哲一、

松崎 浩之 

“福島第一原発事故起源の I-129 の分布と陸域での I-131 の汚染影響推定” 

日本放射線安全管理学会，第 13 回学術大会 

2014 年 12 月 03 日～2014 年 12 月 05 日 

徳島大学（徳島県・徳島市） 

 

渡邊 雅也、末木 啓介、笹 公和、松村 万寿美、松中 哲也、本多 真紀、高橋努、松

崎 浩之 

“つくば地域における 129I 降下量の変動” 

第 17 回 AMS シンポジウム 

2015 年 03 月 02 日～2015 年 03 月 03 日 

筑波大学（茨城県・つくば市） 

 

富田 涼平、末木 啓介、笹 公和、松中 哲也、本多 真紀、佐藤 志彦、松村 万寿

美、高橋 努、坂口 綾、松崎 浩之 

“原発事故以降の河川における放射性核種と溶存イオンの挙動” 

第 17 回 AMS シンポジウム 

2015 年 03 月 02 日～2015 年 03 月 03 日 

筑波大学（茨城県・つくば市） 

 

本多 真紀、末木 啓介、坂口 綾、松中 哲也、笹 公和 

“トリプル四重極型 ICP-MS/MS による土壌中の難測定人工放射性核種 129I, 99Tc の定量” 

第 17 回 AMS シンポジウム 

2015 年 03 月 02 日～2015 年 03 月 03 日 

筑波大学（茨城県・つくば市） 
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佐藤 志彦、末木 啓介、笹 公和、松中 哲也、柴山 尚大、泉 大希、高橋 努、木下 

哲一、松崎 浩之 

“90Sr-AMS のための固相抽出を用いた試料調製の検討” 

第 17 回 AMS シンポジウム 

2015 年 03 月 02 日～2015 年 03 月 03 日 

筑波大学（茨城県・つくば市） 

 

荒居 博之、福島 武彦、恩田 裕一 

“湖沼底質中の放射性セシウム鉛直分布の経年変化とその要因” 

第１６回環境放射能研究会 

2015 年 03 月 09 日～2015 年 03 月 11 日 

高エネルギー加速器研究機構（茨城県・つくば市） 

 

Yuichi Onda 

“Time changes in radiocesium transfer to river systems affected by the Fukushima Daiichi 

NPP” 

IV International Conference "Modern problems of genetics, radiabiology, radioecology and 

evolution 

2015 年 06 月 03 日 

St Petersburg 

 

Yuichi Onda 

“Radiocesium transfer by water and sediment discharge through river networks after the 

Fukushima NPP accident” 

13th International Conference on the Biogeochemistry of Trace Elements 

2015 年 07 月 08 日 

Fukuoka International Congress Center (Fukuoka, Hakata) 

 

Yuichi Onda 

“Time Changes in radiocesium wash-off from various land uses and transport through river 

networks after the Fukushima Daiichi accident” 

Fukushima/COMET workshop 

2015 年 07 月 18 日 

Yoshikawaya inn (Fukushima, Iizaka) 

 

Yuichi Onda 
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“Importance and Remaining Issues in Studies of Secondary Migration of Radionuclides and 

Waste” 

ISTC comittie 

2015 年 11 月 05 日～2015 年 11 月 06 日 

一橋大学（東京都・千代田区） 

 

恩田 裕一 

“放射性物質の移行に関する研究の現状と課題” 

「東京電力福島第一原子力発電所事故による周辺水環境への影響－現状と課題－」 

2015 年 11 月 24 日 

日本大学（東京都・世田谷区） 

 

恩田 裕一 

“陸域における放射性物質の移動と河川を通じた移行” 

日本放射線安全管路学会 第 14 回学術大会 つくば 

2015 年 12 月 02 日 

筑波大学（茨城県・つくば市） 

AGU Fall Meeting 

2015 年 12 月 14 日 

San Francisco 

 

Hugo Lepage, J. Patrick Laceby, Olivier Evrard, Yuichi Onda, Chartin Caroline, Irene Lefevre, 

Philippe Bonte;, and Sophie Ayrault 

“Using geochemical fingerprinting to track the dispersion of radioactive contamination along 

coastal catchments of the Fukushima Prefecture” 

EGU (European Geosciences Union) General Assembly 

2015 年 04 月 13 日 

ウィーン 

 

Yuichi Onda, Keisuke Taniguchi, Hiroaki Kato, Kazuya Yoshimura, Yoshifumi Wakiyama, Sho 

Iwagami, Maki Tsujimura, Aya Sakaguchi, and Masatoshi Yamamoto 

“Time changes in radiocesium concentration in aquatic systems affected by the Fukushima 

Daiichi NPP accident” 

EGU (European Geosciences Union) General Assembly 

2015 年 04 月 17 日 

Vienna, Austria 
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Mark Zheleznyak, Sergei Kivva,, Alexei Konoplev, Kenji Nanba, and Yuichi Onda 

“Role of Reservoirs in Radionuclide Transport in the River Systems: Comparative Analyses for 

the Rivers of the Chernobyl and Fukushima Fallout Zones” 

EGU (European Geosciences Union) General Assembly 

2015 年 04 月 17 日 

Vienna, Austria 

 

Olivier Evrard, Fabien Pointurier, Yuichi Onda, Caroline Chartin,Amelie Hubert, Hugo Lepage, 

Anne-Claire Pottin, Irene Lefevre, Philippe Bonte, J. Patrick Laceby, and Sophie Ayrault 

“Tracing the dispersion of contaminated sediment with plutonium isotope measurements in 

coastal catchments of Fukushima Prefecture” 

EGU (European Geosciences Union) General Assembly 

2015 年 04 月 17 日 

Vienna, Austria 

 

Michio Aoyama, Daisuke Tsumune, Takaki Tsubono, Yasunori Hamajima, and Yuichiro 

Kumamoto 

“Long term behavior of radioactive plume of TEPCO FNPP1 released 134Cs and 137Cs in the 

North Pacific Ocean through the end of 2014” 

EGU (European Geosciences Union) General Assembly 

2015 年 04 月 17 日 

Vienna, Austria 

 

Hugo Lepage, J. Patrick Laceby, Olivier Evrard, Yuichi Onda, Irene Lefevre, and Sophie 

Ayrault 

“Depth distribution of radiocesium in Fukushima paddy fields three years after the accident” 

EGU (European Geosciences Union) General Assembly 

2015 年 04 月 17 日 

Vienna, Austria 

 

J. Patrick Laceby, Caroline Chartin, Francesca Degan, Yuichi Onda, Olivier Evrard, Olivier 

Cerdan, and Sophie Ayrault 

“Rainfall erosivity in the Fukushima Prefecture: implications for radiocesium mobilization and 

migration” 

EGU (European Geosciences Union) General Assembly 
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2015 年 04 月 17 日 

Vienna, Austria 

 

Yukihiko Satou, Keisuke Sueki, Kimikazu Sasa, Kouji Adachi, and Yasuhito Igarashi 

“Characterization study of cesium concentrated particles in the soils near the Fukushima 

Daiichi nuclear power plant” 

EGU (European Geosciences Union) General Assembly 

2015 年 04 月 17 日 

Vienna, Austria 

 

Hiroaki Kato, Yuichi Onda, Nicolas Loffredo, Ayumi Kawamori, and Keigo Hisadome 

“Three-year monitoring study of radiocesium transfer and ambient dose rate in forest 

environments affected by the Fukushima Dai-ichi Nuclear Power Plant accident” 

EGU (European Geosciences Union) General Assembly 

2015 年 04 月 17 日 

Vienna, Austria 

 

Sergei Kivva, Mark Zheleznyak, Alexei Konoplev, Kenji Nanba, Yuichi Onda, and Yoshifumi 

Wakiyama Yoshifumi Wakiyama 

“Distributed modeling of radiocesium washoff from the experimental watershed plots of the 

Fukushima fallout zone” 

EGU (European Geosciences Union) General Assembly 

2015 年 04 月 17 日 

Vienna, Austria 

 

Vasyl Yoschenko, Kenji Nanba, Alexei Konoplev, Tsugiko Takase, Valery Kashparov, and Mark 

Zheleznyak 

“Radiocesium distributions and fluxes in the forest ecosystems of Chernobyl and Fukushima” 

EGU (European Geosciences Union) General Assembly 

2015 年 04 月 17 日 

Vienna, Austria 

 

Yuichi Onda 

“Center for Research in Isotopes and Environmental Dynamics, Japan” 

IAEA(International Experts' Meeting 

2015 年 04 月 22 日 
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Vienna, Austria 

 

北 和之, 田村 匠, 田中 美佐子, 木野 日美子, 木名瀬 健, 出水 宏幸, 足立 光司, 

財前 祐二, 五十嵐 康人, 豊田 栄, 山田 桂大, 吉田 尚弘, 二宮 和彦, 阿部 善也, 

中井 泉, 大河内 博, 石塚 正秀, 恩田 裕一 

“放射性セシウムの大気再飛散担体粒子の解明” 

日本地球惑星科学連合 

2015 年 05 月 26 日 

幕張メッセ（千葉県・千葉市） 

 

木名瀬 健, 北 和之, 田中 美佐子, 出水 宏之, 五十嵐 康人, 足立 光司, 三上 正男,  

山田 桂太, 豊田 栄, 吉田 尚弘, 篠原 厚, 二宮 和彦, 大河内 博, 石塚 正秀,川島 洋

人, 中井 泉, 阿部 善也, 恩田 裕一 
“137Cs 及び 134Cs の大気中放射能濃度と粒径分布の季節変動” 

日本地球惑星科学連合 

2015 年 05 月 26 日 

幕張メッセ（千葉県・千葉市） 

 

鶴田 治雄,大浦 泰嗣,海老 原 充,大原 利眞,中島 映至 

“SPM 計使用済みテープろ紙の分析による福島第一原子力発電所事故直後の大気中放

射性核種の時空間分布の復元” 

日本地球惑星科学連合 

2015 年 05 月 26 日 

幕張メッセ（千葉県・千葉市） 

 

恩田 裕一 

“福島第一原子力発電所事故後の河川ネットワークを通じた水・土砂流出に伴う放射性

セシウム移行” 

日本地球惑星科学連合 

2015 年 05 月 26 日 

幕張メッセ（千葉県・千葉市） 

 

加藤 弘亮, 恩田 裕一, ロフレドニコラ, 河守 歩, 久留 景吾 

“福島第一原子力発電所事故から 3 年間の森林環境中における放射性セシウム移行と

空間線量率変化” 

日本地球惑星科学連合 
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2015 年 05 月 26 日 

幕張メッセ（千葉県・千葉市） 

 

岩上 翔, 恩田 裕一, 辻村 真貴, 小沼亮 平, 榊原 厚一 

“福島県山木屋町の山地源流域における溶存態・浮遊砂・粗大有機物によるセシウム

137 流出” 

日本地球惑星科学連合 

2015 年 05 月 26 日 

幕張メッセ（千葉県・千葉市） 

 

長尾 誠也, 田堂 修, 上村 宙, 金森 正樹, 桐島 陽, 宮田 佳樹, 落合 伸也, 山 政儀 

“2011-2014 年の福島県内の新田川における放射性セシウムの移行挙動” 

日本地球惑星科学連合 

2015 年 05 月 26 日 

幕張メッセ（千葉県・千葉市） 

 

脇山 義史, 恩田 裕一, Golosov Valentin, Konoplev Alexei, 高瀬 つぎ子, 難波 謙二 

“福島第一原発事故後の新田川流域からの放射性セシウムの流出” 

日本地球惑星科学連合 

2015 年 05 月 26 日 

幕張メッセ（千葉県・千葉市） 

 

佐藤 志彦, 末木 啓介, 笹 公和, 足立 光司, 五十嵐 康人 

“福島第一原発周辺で採取した土壌から分離した放射性微粒子の同定” 

日本地球惑星科学連合 

2015 年 05 月 26 日 

幕張メッセ（千葉県・千葉市） 

 

熊本 雄一郎, 山田 正俊, 青山 道夫, 浜島 靖典, 村田 昌彦, 河野 健 

“2011 年の海域モニタリングで採取された予備海水試料中に含まれる放射性セシウム

濃度の測定” 

日本地球惑星科学連合 

2015 年 05 月 26 日 

幕張メッセ（千葉県・千葉市） 

 

山西 琢文, 内山 雄介, 恩田 裕一, 津旨 大輔, 三角 和弘 
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“河川由来懸濁態放射性核種の福島県沿岸域での分散について” 

日本地球惑星科学連合 

2015 年 05 月 26 日 

幕張メッセ（千葉県・千葉市） 

 

青山 道夫, 浜島 靖典, Hult Mikael, 植松 光夫, 岡 英太郎, 津旨 大輔, 熊本 雄一郎 

“福島第一原発事故により放出された 134Cs と 137Cs の北太平洋における表層輸送経

路および鉛直分布” 

日本地球惑星科学連合 

2015 年 05 月 26 日 

幕張メッセ（千葉県・千葉市） 

 

猪股 弥生, 青山 道夫, 坪野 孝樹, 津旨 大輔, 廣瀬 勝己 

“最適内挿法による福島原発事故により放出された 134Cs 及び 137Cs の分布及びイン

ベントリ見積もり” 

日本地球惑星科学連合 

2015 年 05 月 26 日 

幕張メッセ（千葉県・千葉市） 

 

張 子見, 二宮 和彦, 篠原 厚 

“噴霧乾燥法による放射性エアロゾル発生システムの開発” 

日本地球惑星科学連合 

2015 年 05 月 26 日 

幕張メッセ（千葉県・千葉市） 

 

五十嵐 康人, 財前 祐二, 足立 光司, 梶野 瑞王 

“榛名山における放射性ストロンチウムとセシウムの降下量” 

日本地球惑星科学連合 

2015 年 05 月 26 日 

幕張メッセ（千葉県・千葉市） 

 

青井 裕介, 福士 圭介, 富原 聖一, 吉田 光輔, 糸野 妙子, 柏谷 健二, 長尾 誠也 

“福島県いわき市ため池における放射性セシウム汚染土壌の堆積過程” 

日本地球惑星科学連合 

2015 年 05 月 26 日 

幕張メッセ（千葉県・千葉市） 
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神林 翔太, 張 勁, 廣上 清一, 成田 尚史, 柴沼 成一郎 

“福島県松川浦における放射性セシウムの堆積状況及び移行過程の詳細解明” 

日本地球惑星科学連合 

2015 年 05 月 26 日 

幕張メッセ（千葉県・千葉市） 

 

小野 貴大, 飯澤 勇信, 阿部 善也, 中井 泉, 寺田 靖子, 佐藤 志彦, 二宮 和彦, 足立 

光司, 五十嵐 康人 

“福島県内の堆積物中から分離された原発事故由来の強放射性粒子の放射光 X 線分析” 

日本地球惑星科学連合 

2015 年 05 月 26 日 

幕張メッセ（千葉県・千葉市） 

 

中村 典子, 恩田 裕一, 近藤 昭彦, 脇山 義史 

“USLE モデルに基づく放射性セシウム分布および移行量の広域評価” 

日本地球惑星科学連合 

2015 年 05 月 26 日 

幕張メッセ（千葉県・千葉市） 

 

恩田 裕一 

“荒廃人工林のお管理による流量増加と河川の環境の改善を図る革新的な技術の開発” 

ＣＲＥＳＴ「第４回シンポジウム」 

2015 年 06 月 12 日 

東京大学（東京都、文京区） 

 

Tsujimura1, M., Onda, Y., Iwagami, S., Nishino, M., Abe, Y. and Konuma, R. 

“Dynamics of radio cesium released by Fukushima NPP accident in groundwater, surface water 

and spring water in the headwater catchments” 

IUGG (International Union of Geodesy and Geophysics) General Assembly, Oral Session, 

HW15-3483 

2015 年 06 月 24 日 

チェコ 

 

Yuichi Onda 
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“Increasing in watershed runoff by the management practice of devastated forest plantation in 

Japan” 

4th International conference Forests and Water in a Changing Environment 

2015 年 07 月 07 日 

Kelowna,BC(Canada) 

 

加藤 弘亮，恩田 裕一，Nicolas Loffredo，河守 歩，久留 景吾 

“福島第一原子力発電事故から 3 年間の森林環境中における放射性セシウム移行と空間

線量率変化” 

日本原子力学会 2015 年秋の大会 

2015 年 09 月 09 日 

静岡大学（静岡県・静岡市） 

 

脇山 義史，Valentin Golosov，Alexei Konoplev，高瀬 つぎ子，難波 謙二， 恩田 裕一 

“福島第一原発事故後の新田川流域からの放射性セシウムの流出” 

日本原子力学会 2015 年秋の大会 

2015 年 09 月 09 日 

静岡大学（静岡県・静岡市） 

 

恩田 裕一 

“福島第一原子力発電所事故後の河川ネットワークを通じた水・土砂流出に伴う放射性

セシウム移行” 

日本原子力学会 2015 年秋の大会 

2015 年 09 月 09 日 

静岡大学（静岡県・静岡市） 

 

岩上 翔、恩田 裕一、辻村 真貴、榊原 厚一、小沼 亮平 

“福島県山木屋地区の山地源流域におけるセシウム 137 流出” 

日本原子力学会 2015 年秋の大会 

2015 年 09 月 09 日 

静岡大学（静岡県・静岡市） 

 

谷口 圭輔 

“阿武隈川河川敷における放射性セシウムの分布状況調査” 

日本原子力学会 2015 年秋の大会 

2015 年 09 月 09 日 
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静岡大学（静岡県・静岡市） 

 

中村 典子 

“USLE モデルに基づく放射性セシウム分布および移行量の広域評価” 

日本原子力学会 2015 年秋の大会 

2015 年 09 月 09 日 

静岡大学（静岡県・静岡市） 

 

高橋 嘉夫 

“河川浮遊砂の RIP と陽イオン交換容量・有機物濃度・鉱物組成などの因子との関係” 

日本原子力学会 2015 年秋の大会 

2015 年 09 月 09 日 

静岡大学（静岡県・静岡市） 

 

加藤 弘亮， 恩田 裕一 

“福島第一原子力発電所事故から 3 年間の森林環境中における放射性セシウム移行状況

について” 

2015 年度日本地球科学学会第 62 回年会 

2015 年 09 月 17 日 

横浜国立大学（神奈川県・横浜市） 

 

恩田 裕一、谷口 圭輔 

“福島事故起源の放射性物質の陸域から海洋への移行” 

2015 年度日本地球科学学会第 62 回年会 

2015 年 09 月 17 日 

横浜国立大学（神奈川県・横浜市） 

 

松中 哲也、笹 公和、末木 啓介、恩田 裕一、石丸 隆、谷口 圭輔、脇山 義史、      

高橋 努、松村 万寿美、松崎 浩之 

“福島原発起源ヨウ素 129 の陸域から海洋への移行研究” 

2015 年度日本地球科学学会第 62 回年会 

2015 年 09 月 17 日 

横浜国立大学（神奈川県・横浜市） 

 

Hiroaki KATO 
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“Radiocesium transfer and ambient dose rate in Japanese forest environment following the 

Fukushima accident” 

Tsukuba Global Science Week 2015 

2015 年 09 月 29 日 

つくば国際会議場 

 

Iwagami, S., Onda, Y., Tsujimura, M., Sakakibara, K. and Konuma, R. 

“Radioactive Cs-137 discharge from Headwater Forested Catchment in Fukushima after 

Fukushima Dai-ichi Nuclear Power Plant Accident” 

Tsukuba Global Science Week 2015 

2015 年 09 月 29 日 

つくば国際会議場 

 

Yuichi Onda 

“Time changes in suspended sediment radiocesium concentration in rivers in Fukushima 

affected by the Fukushima Daiichi NPP accident” 

Americal Geophysical Union Fall Meeting 2015 

2015 年 12 月 14 日 

サンフランシスコ 

 

Sophie Ayrault, Olivier Evrard, Fabien Pointurier, Yuichi Onda, J. Patrick Laceby, Hugo 

Lepage, Caroline Chartin, Maeva Cirella, Anne-Claire Pottin, Amelie Hubert, Irene 

Lefevre 

“Using radiosilver and plutonium isotopes to trace the dispersion of contaminated sediment in 

Fukushima coastal catchments” 

Americal Geophysical Union Fall Meeting 2015 

2015 年 12 月 14 日 

サンフランシスコ 

 

Hiroaki KATO, Yuichi ONDA 

“Effect of radiocesium transfer on ambient dose rate in forest environments affected by the 

Fukushima Nuclear Power Plant accident” 

Americal Geophysical Union Fall Meeting 2015 

2015 年 12 月 14 日 

サンフランシスコ 
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Sho Iwagami, Yuichi Onda, Maki Tsujimura, Koichi Sakakibara, and Ryohei Konuma 

“Radioactive Cs-137 discharge from Headwater Forested Catchment in Fukushima after 

Fukushima Dai-ichi Nuclear Power Plant Accident” 

Americal Geophysical Union Fall Meeting 2015 

2015 年 12 月 14 日 

サンフランシスコ 

 

Mark Zheleznyak, Sergii Kivva, Kenji Nanba, Yoshifumi Wakiyama, Alexei Konoplev, Yuichi 

Onda, Eduardo Gallego, Liana Papush, Volodymyr Maderych 

“Multiscale Modeling of Radioisotope Transfers in Watersheds, Rivers, Reservoirs and Ponds 

of Fukushima Prefecture” 

Americal Geophysical Union Fall Meeting 2015 

2015 年 12 月 14 日 

サンフランシスコ 

 

Yoshifumi Wakiyama, Yuichi Onda, Kazuya Yoshimura, Junko Takahashi, Noriko Nakamura, 

Ryo Manome 

“Long-term Trends of Plot-scale Cs-137 Wash-off on Various Land Uses in the Area Affected 

by the Accident of Fukushima Dai-ichi Nuclear Power Plant” 

Americal Geophysical Union Fall Meeting 2015 

2015 年 12 月 14 日 

サンフランシスコ 

 

J. Patrick Laceby, Hugo Lepage, Phillippe Bonte, Jean-Louis Joron, Yuichi Onda, Irene 

Lefevre, Sophie Ayrault, Olivier Evrard 

“Examining Sediment-bound Radiocesium Dynamics in Two Fukushima Coastal Catchments 

with Sediment Fingerprinting Techniques” 

Americal Geophysical Union Fall Meeting 2015 

2015 年 12 月 14 日 

サンフランシスコ 

 

Sergii Kivva, Mark Zheleznyak, Yuichi Onda, Kenji Nanba, Yoshifumi Wakiyama, Alexei 

Konoplev 

“Developing of Watershed Radionuclide Transport Model DHSVM-R as Modification and 

Extension of Distributed Hydrological and Sediment Dynamics Model DHSVM” 

Americal Geophysical Union Fall Meeting 2015 
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2015 年 12 月 14 日 

サンフランシスコ 

 

Kimika Sano, Takashi Gomi, Marino Hiraoka, Takanori Sato, Yuichi Onda 

“Hydrological responses in water loss due to thinning of forested watersheds in Japan using the 

short-term water balance method” 

Americal Geophysical Union Fall Meeting 2015 

2015 年 12 月 14 日 

サンフランシスコ 

 

 

恩田 裕一 

“IAEA の環境研究所（サイバースドルフ研究所，モナコ海洋環境研究所）の将来計画

についての助言” 

Experts Meeting Future of the IAEA Environment Laboratories 

2016 年 04 月 19 日～2016 年 04 月 21 日 

モナコ 

 

Olivier Saunier, Anne Mathieu, Thomas Sekiyama, Mizuo Kajino, Kouji Adachi, Marc 

Bocquet, Yasuhito Igarashi, and Damien Didier 

“A new perspective on the Fukushima releases brought by newly available air concentration 

observations (Tsuruta et al, 2014) and reliable meteorological fields” 

European Geosciences Union Assembly 2016 

2016 年 04 月 22 日 

Vienna, Austria 

 

Yusuke Uchiyama, Takafumi Yamanishi, Daisuke Tsumune, Kazuhiro Misumi, and Yuichi Onda 

“Three-dimensional modeling of oceanic dispersal of land-derived multi-class suspended 

radionuclides after the Fukushima Dai-ichi accident” 

European Geosciences Union Assembly 2016 

2016 年 04 月 22 日 

Vienna, Austria 

 

Vasyl Yoschenko, Alexei Konoplev, Tsugiko Takase, Kenji Nanba, Yuichi Onda, Mark 

Zheleznyak, and Sergii Kivva 

“Study of the radiocesium dynamics in the Fukushima forest ecosystems” 
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European Geosciences Union Assembly 2016 

2016 年 04 月 22 日 

Vienna, Austria 

 

Alexei Konoplev, Kenji Nanba, Yuichi Onda, Valentin Golosov, Yoshifumi Wakiyama, Tsugiko 

Takase, Vasyl Yoschenko, and Mark Zheleznyak 

“Differences and similarities between behavior of Fukushima-derived and Chernobyl-derived 

radiocesium in the environment” 

European Geosciences Union Assembly 2016 

2016 年 04 月 22 日 

Vienna, Austria 

 

Yuichi Onda, Keisuke Taniguchi, Hugh Smith, William Blake, and Kazuya Yoshimura 

“Radiocesium fluxes in rivers across the Fukushima fallout region to 2015 and their controlling 

factors” 

European Geosciences Union Assembly 2016 

2016 年 04 月 22 日 

Vienna, Austria 

 

Sho Iwagami, Maki Tsujimura, Yuichi Onda, Koichi Sakakibara, Ryohei Konuma, and Yutaro 

Sato 

“Measurement of dissolved Cs-137 in stream water, soil water and groundwater at Headwater 

Forested Catchment in Fukushima after Fukushima Dai-ichi Nuclear Power Plant 

Accident” 

European Geosciences Union Assembly 2016 

2016 年 04 月 22 日 

Vienna, Austria 

 

Haruo Tsuruta, Yasuji Oura, Mitsuru Ebihara, Toshimasa Ohara, Yuichi Moriguchi, and 

Teruyuki Nakajima 

“Comprehensive Retrieval of Spatio-temporal Variations in Atmospheric Radionuclides just 

after the Fukushima Accident by Analyzing Filter-tapes of Operational Air Pollution 

Monitoring Stations in Eastern Japan” 

European Geosciences Union Assembly 2016 

2016 年 04 月 22 日 

Vienna, Austria 
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Masato Furuya, Yuko Hatano, Tomoo Aoyama, Yasuhito Igarashi, Kazuyuki Kita, and 

Masahide Ishizuka 

“Correlation-study about the ambient dose rate and the weather conditions” 

European Geosciences Union Assembly 2016 

2016 年 04 月 22 日 

Vienna, Austria 

 

Mizuo Kajino, Masahide Ishizuka, Yasuhito Igarashi, Kazuyuki Kita, Chisato Yoshikawa, and 

Masaru Inatsu 

“Long-term assessment of airborne radio-cesium after the Fukushima nuclear accident: re-

suspension from soil and vegetation (solicited)” 

European Geosciences Union Assembly 2016 

2016 年 04 月 22 日 

Vienna, Austria 

 

Raphael Perillat, Irene Korsakissok, Vivien Mallet, Anne Mathieu, Thomas Sekiyama, Damien 

Didier, Mizuo Kajino, Yasuhito Igarashi, and Kouji Adachi 

“Using meteorological ensembles for atmospheric dispersion modelling of the Fukushima 

nuclear accident” 

European Geosciences Union Assembly 2016 

2016 年 04 月 22 日 

Vienna, Austria 

 

Arnaud Querel, Denis Quelo, Yelva Roustan, Anne Mathieu, Mizuo Kajino, Thomas Sekiyama, 

Kouji Adachi, Damien Didier, and Yasuhito Igarashi 

“Sensitivity study of the wet deposition schemes in the modelling of the Fukushima accident.” 

European Geosciences Union Assembly 2016 

2016 年 04 月 22 日 

Vienna, Austria 

 

Akiyo Yatagai, Masatoshi Yamauchi, Masahito Ishihara, Akira Watanabe, and Ken T. Murata 

“Cloud conditions for low atmospheric electricity during disturbed period after the Fukushima 

nuclear accident” 

European Geosciences Union Assembly 2016 

2016 年 04 月 22 日 
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Vienna, Austria 

 

Michio Aoyama, Daisuke Tsumune, Takaki Tsubono, Yasunori Hamajima, Yayoi Inomata, and 

Yuichiro Kumamoto 

“Trans Pacific Ocean in surface layer and subduction and re-circulation in the ocean interior of 

radiocaesium released from TEPCO FNPP1 accident through the end of 2015 (solicited)” 

European Geosciences Union Assembly 2016 

2016 年 04 月 22 日 

Vienna, Austria 

 

Hiroaki Kato and Yuichi Onda 

“Influence of radiocesium transfer and decontamination on ambient dose in Japanese forest 

environment” 

European Geosciences Union Assembly 2016 

2016 年 04 月 22 日 

Vienna, Austria 

 

Manuel Lepez-Vicente, Yuichi Onda, Junko Takahashi, Hiroaki Kato, and Keigo Hisadome 

“Effect of tree thinning and litter removal on the radiocesium (Cs-134, 137) discharge rates in 

the Kawauchi forest plantation (Fukushima Prefecture, northern Japan)” 

European Geosciences Union Assembly 2016 

2016 年 04 月 22 日 

Vienna, Austria 

 

Yoshifumi Wakiyama, Yuichi Onda, Kazuya Yoshimura, Noriko Nakamura, and Ryo Manome 

“Long-term trends of plot-scale Cs-137 wash-off from various land uses in Fukushima” 

European Geosciences Union Assembly 2016 

2016 年 04 月 22 日 

Vienna, Austria 

 

J. Patrick Laceby, Sylvain Huon Huon, Yuichi Onda, and Olivier Evrard 

“Quantifying sediment source contributions in coastal catchments impacted by the Fukushima 

nuclear accident with carbon and nitrogen elemental concentrations and stable isotope 

ratios” 

European Geosciences Union Assembly 2016 

2016 年 04 月 22 日 
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Vienna, Austria 

 

Hiroki Oka and Yuko Hatano 

“Stochastic modeling of the migration of Cs-137 in the soil considering a power law tailing in 

space” 

European Geosciences Union Assembly 2016 

2016 年 04 月 22 日 

Vienna, Austria 

 

谷口 圭輔、倉元 隆之、恩田 裕一 

“福島県を流れる河川における放射性セシウムの動態調査” 

地球惑星科学連合 2016 年大会 

2016 年 05 月 23 日 

幕張メッセ国際会議場（千葉県・千葉市） 

 

栗原 雄一、高橋 嘉夫、チャオフィ ファン、谷口 圭輔、三浦 輝、恩田 裕一 

“福島原発事故により放出された放射性核種の環境動態” 

地球惑星科学連合 2016 年大会 

2016 年 05 月 23 日 

幕張メッセ国際会議場（千葉県・千葉市） 

 

北 和之、恩田 裕一、中島 映至、五十嵐 康人、山田 正俊、竹中 千里、山本 

政儀、神田 穣太、篠原 厚、佐藤 志彦 

“福島原発事故により放出された放射性核種の環境動態” 

地球惑星科学連合 2016 年大会 

2016 年 05 月 23 日 

幕張メッセ国際会議場（千葉県・千葉市） 

 

北 和之、他 21 名 

“夏/秋季における大気中の放射性セシウムの再飛散過程～生物―大気循環の可能性” 

地球惑星科学連合 2016 年大会 

2016 年 05 月 23 日 

幕張メッセ国際会議場（千葉県・千葉市） 

 

加藤 弘亮、恩田 裕一、河守 歩、久留 景吾 
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“森林樹冠から林床への放射性セシウムの移行がリター層及び土層中の放射性セシウム

存在量に及ぼす影響” 

地球惑星科学連合 2016 年大会 

2016 年 05 月 23 日 

幕張メッセ国際会議場（千葉県・千葉市） 

 

岩上 翔、辻村 真貴、恩田 裕一、坂口 綾、榊原 厚一、小沼亮平、佐藤 雄太

郎 

“福島県山木屋地区の森林源流域、小斜面における溶存態セシウム 137 濃度の空間分

布” 

地球惑星科学連合 2016 年大会 

2016 年 05 月 23 日 

幕張メッセ国際会議場（千葉県・千葉市） 

 

脇山 義史、馬目 凌、恩田 裕一、吉村 和也 

“侵食プロット観測およびレーザースキャン測量により推定した斜面スケールの Cs-

137 流出プロセス” 

日本地球惑星科学連合 2016 年大会 

2016 年 05 月 23 日 

幕張メッセ国際会議場（千葉県・千葉市） 

 

恩田 裕一、谷口 圭輔、吉村 和也、脇山 義史 

“河川に流出する放射性物質の濃度とフラックスと土地利用の関係 :チェルノブイリ調

査との比較” 

日本地球惑星科学連合 2016 年大会 

2016 年 05 月 23 日 

幕張メッセ国際会議場（千葉県・千葉市） 

 

脇山 義史、恩田 裕一 

“さまざまな土地利用における土砂および放射性セシウムの流出プロセス” 

日本原子学会 2016 年秋の大会 

2016 年 09 月 09 日 

久留米シティプラザ（福岡県・久留米市） 

 

恩田 裕一、加藤 弘亮、ロフレド ニコラ、久留 景吾 

“森林環境における福島第一原発事故から五年間の放射性セシウムの移行状況” 
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日本原子学会 2016 年秋の大会 

2016 年 09 月 09 日 

久留米シティプラザ（福岡県・久留米市） 

 

谷口 圭輔、倉元 隆之、恩田 裕一、吉村 和也 

“事故後 5 年間の河川を介した放射性セシウムの移行状況” 

日本原子学会 2016 年秋の大会 

2016 年 09 月 09 日 

久留米シティプラザ（福岡県・久留米市） 

 

岩上 翔、恩田 裕一、辻村 真貴、榊原 厚一、佐藤 雄太郎 

“森林小流域における渓流水の溶存態セシウム 137 濃度低下傾向” 

日本原子学会 2016 年秋の大会 

2016 年 09 月 09 日 

久留米シティプラザ（福岡県・久留米市） 

 

Onda et al. 

“Landuse, fate and transport of radionuclides in Fukushima in the terrestrial environment” 

SECOND INTERNATIONAL CONFERENCE ON RADIOECOLOGICAL 

CONCENTRATION PRCESSES 

2016 年 11 月 06 日 

Seville, Spain 

 

S. Iwagami, M. Hada, I. Pun, M. Tsujimura, Y. Onda, H. Kato, A. Kawamori 

“Vertical Profile of Dissolved 137Cs Concentrations of Soil Water in Fukushima after 

Fukushima Dai-ichi Nuclear Power Plant Accident” 

SECOND INTERNATIONAL CONFERENCE ON RADIOECOLOGICAL 

CONCENTRATION PRCESSES 

2016 年 11 月 06 日 

Seville, Spain 

 

J. Takahashi, T. Suda, R. Matsumura, K. Tamura, Y. Onda 

“Downward Migration of Radiocesium in a Paddy Soil after the FDNPP Accident” 

SECOND INTERNATIONAL CONFERENCE ON RADIOECOLOGICAL 

CONCENTRATION PRCESSES 

2016 年 11 月 06 日 
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Seville, Spain 

 

Y. Wakiyama, Y. Onda, T. Takase, K. Yoshimura 

“Cesium-137 Wash-off Associated with Soil Erosion on Various Land Uses in Fukushima” 

SECOND INTERNATIONAL CONFERENCE ON RADIOECOLOGICAL 

CONCENTRATION PRCESSES 

2016 年 11 月 06 日 

Seville, Spain 

 

M. Naulier, F. Eyrolle-Boyer, P. Boyer, L. Carasco, J-M. Metivier, Y. Onda 

“Role of Organic Matter on Radiocaesium Transfers from Soils to Rivers near Fukushima” 

SECOND INTERNATIONAL CONFERENCE ON RADIOECOLOGICAL 

CONCENTRATION PRCESSES 

2016 年 11 月 06 日 

Seville, Spain 

 

Yuichi Onda, Kazuya Yoshimura, Keisuke Taniguchi, Takaaki Kubo, Hugh Smith, Willium 

Brake, Takayuki Kuramoto and Takayuki Sato 

“Change of Rainfall-runoff event hysteresis in suspended sediments due to surface 

decontamination in the area affected by the Fukushima Daiichi nuclear power plant 

accident” 

AGU FALL MEETING 2016 

2016 年 12 月 12 日～2016 年 12 月 16 日 

San Fransisco, the U.S 

 

Yuichi Onda 

“IAEA の環境研究所（サイバースドルフ研究所，モナコ海洋環境研究所）の将来計

画” 

Third Research Co-ordination Meeting of Co-ordinated Research Project on “Response to 

Nuclear Emergencies affecting Food and Agriculture 

2017 年 02 月 20 日～2017 年 02 月 24 日 

Vienna, Austria 

 

栗原 雄一、高橋 嘉夫、チャオフィ ファン、谷口 圭輔、三浦輝、恩田 裕一 

“河川浮遊砂の放射性セシウム捕捉ポテンシャル（RIP）と陽イオン交換容量・有機物

濃度・粒径・鉱物組成などの因子との関係” 
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日本地球惑星科学連合 2016 年大会 

2016 年 05 月 23 日 

幕張メッセ国際会議場（千葉県・千葉市） 

 

恩田裕一 

“流域から水・土砂移動に伴う放射性物質の移行過程” 

第 18 回 「環境放射能」研究会 

2017 年 03 月 14 日 

高エネルギー加速器研究機構（茨城県・つくば市） 

 

近藤裕昭 

“Comparison of Dispersion of 137Cs from F1NPP: Numerical Analysis and Record on Filter-

Tape of Operational Air Pollution Monitoring “ 

ASAAQ2017 

2017 年 5 月 29 日～2017 年 5 月 31 日 

ストラスブール大学（フランスストラスブール市） 

 

近藤裕昭、梶野瑞王、関山剛、滝川雅之、中島映至 

“放射性物質の拡散解析に MSM と高時空間分解能の NHM-LETKF を使用した場合の

差について, -AIST-MM の場合-“ 

第 58 回大気環境学会年会 

2017 年 9 月 6 日～2017 年 9 月 8 日 

兵庫医科大学（兵庫県神戸市） 

 

鶴田治雄・大浦泰嗣・海老原充・大原利眞・森口祐一、中島映至 

“福島第一原発近傍の 2 地点における SPM 計使用済みテープろ紙の分析による放射性

核種の動態” 

日本地球惑星科学連合 連合大会(JpGU)2017 年大会 

平成 29 年 5 月 25 日 

幕張メッセ 

 

小野﨑晴佳・小野貴大・飯澤勇信・阿部善也・中井泉・足立光司・五十嵐康人・大浦

泰嗣・海老原充・宮坂貴文・中村尚・鶴田治雄・森口祐一 

“SPM テープ濾紙より分離された放射性エアロゾルの放射光 X 線複合分析による化

学・物理的性状解明” 

日本地球惑星科学連合 連合大会(JpGU)2017 年大会 
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平成 29 年 5 月 25 日 

幕張メッセ 

 

鶴田治雄・大浦泰嗣・海老原充・大原利眞・森口祐一・司馬 薫・草間優子・荒井俊

昭・松本伸弘・山田裕子・中島映至 

“福島原発事故直後における大気環境測定局のテープろ紙中の放射性核種分析データか

ら明らかになったこと” 

日本気象学会 2017 年度春季大会 講演予稿集、318 

平成 29 年 5 月 28 日 

国立オリンピック記念青少年総合センター 

 

大浦泰嗣・鶴田治雄・海老原充・大原利眞・中島映至・森口祐一 

“福島第一原発事故直後に採取された大気浮遊粒子中の放射性核種の測定方法の開発と

総合解析: (その 1) 放射性セシウムの定量” 

第 54 回アイソトープ・放射線研究発表会要旨集、1 

平成 29 年 7 月 5 日 

東京大学弥生講堂 

 

海老原充・大浦泰嗣・白井直樹・鶴田治雄・森口祐一・永川栄泰・櫻井昇・羽場宏

光・松崎浩之 

“福島第一原発事故直後に採取された大気浮遊粒子中の放射性核種の測定方法の開発と

総合解析:(その２)放射性ヨウ素（I-129）の定量” 

第 54 回アイソトープ・放射線研究発表会要旨集、2 

平成 29 年 7 月 5 日 

東京大学弥生講堂 

 

鶴田治雄・大浦泰嗣・海老原充・白井直樹・松崎浩之・森口祐一・大原利眞・中島映

至 

“福島第一原発事故直後に採取された大気浮遊粒子中の放射性核種の測定方法の開発と

総合解析:(その３) 放射性セシウムと放射性ヨウ素の大気中での動態” 

第 54 回アイソトープ・放射線研究発表会要旨集、3 

平成 29 年 7 月 5 日 

東京大学弥生講堂 

 

鶴田治雄・大浦泰嗣・海老原充・大原利眞・森口祐一・司馬 薫・草間優子・荒井俊

昭・山田裕子・中島映至 
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“福島原発事故直後の大気中放射性核種の動態” 

第 57 回大気環境学会年会 講演要旨集、152 

平成 29 年 9 月 8 日 

兵庫医療大学  

 

森口祐一・鶴田治雄・海老原充・大浦泰嗣・白井直樹・大原利眞・高木麻衣・森野

悠・五藤大輔・中山祥嗣・中島映至 

“初期内部被ばく線量評価のための実測値・推計値の総合解析” 

第 19 回環境放射能研究会講演要旨集、34 

平成 30 年 3 月 15 日 

高エネルギー加速器研究機構 

 

海老原充・大浦泰嗣・白井直樹・永川栄泰・桜井昇・羽場宏光・松崎裕之・鶴田治

雄・ 森口祐一 

“大気浮遊粒子試料中の I-129/I-131 比” 

第 19 回環境放射能研究会講演要旨集、35 

平成 30 年 3 月 15 日 

高エネルギー加速器研究機構 

 

大浦泰嗣・海老原充・白井直樹・松崎浩之・鶴田治雄・森口祐一 

“自動 SPM 計でのテープろ紙の分析による大気中の福島原発事故由来 129I 濃度” 

第 19 回環境放射能研究会講演要旨集、36 

平成 30 年 3 月 15 日 

高エネルギー加速器研究機構 

 

鶴田治雄・海老原充・大浦泰嗣・白井直樹・松崎浩之・森口祐一・大原利眞・中島映

至 

“福島第一原子力発電所事故初期の大気汚染監視網 SPM 測定地点における大気中 I-131

濃度の推定” 

第 19 回環境放射能研究会講演要旨集、37 

平成 30 年 3 月 15 日 

高エネルギー加速器研究機構 

 

大原利眞・高木麻衣・森野悠・五藤大輔・中山祥嗣・森口祐一・鶴田治雄 

“大気拡散・ばく露評価統合モデルを用いた事故初期の経気道ばく露推計” 

第 19 回環境放射能研究会講演要旨集、38 
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平成 30 年 3 月 15 日 

高エネルギー加速器研究機構 

 

Nakajima, T., D. Goto, Y. Morino, S. Misawa, H. Tsuruta, J. Uchida, T. Takemura, T. Ohara, Y. 

Oura, M. Ebihara, and M. Satoh, 2017 

“Model simulations of the radioactive material plumes in the Fukushima nuclear power station 

accident. “ 

European Geophysical Union General Assembly 

23-28 April, 2017 

Vienna, Austria. 

 

Tsuruta, H., Y. Oura, M. Ebihara, T. Ohara, Y. Moriguchi, and T. Nakajima 

“2017: Comprehensive Analysis of Atmospheric Radionuclides just after the Fukushima 

Accident” 

European Geophysical Union General Assembly 

28 April, 2017 

Vienna, Austria. 

 

五十嵐康人 

“放射性プルームは何からできていたか？ “ 

シンポジウム「原発事故から 7 年、放射能汚染の状況はどこまで改善したのか」 

2018 年 3 月 10 日 

未来科学館（東京都江東区） 

 

北和之、林奈穂、 南光太郎、 木村茉央、 五十嵐康人、 足立光司、 財前祐二、 牧

輝弥、 保坂健太郎、古川純、 大河内博、 石塚正秀、 反町篤行 

“福島山間部におけるバイオエアロゾルの放射性セシウム飛散における役割の推定” 

第 11 回大気バイオエアロゾルシンポジウム 

2018 年 2 月 20-21 日 

信州大学長野キャンパス（長野県長野市） 

 

牧輝弥、古本翔吾、朝日祐也、Kevin C. Lee、渡辺幸一、青木一真、村上正隆、田尻拓

也、岩坂泰信 

“立山積雪中に保存される黄砂バイオエアロゾル：微生物群集構造と氷核活性粒子との

関係” 

第 11 回大気バイオエアロゾルシンポジウム 
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2018 年 2 月 20 日-21 日 

信州大学長野キャンパス（長野県長野市） 

 

Yasuhito Igarashi, Naho Hayashi, Kazuyuki Kita, Teruya Maki, Yasunori Saito, Hiroshi Okochi, 

Kentaro Hosaka, Kouichi Shiraishi, Takayuki Tomida, Kouji Adachi, Yuji Zaizen, 

Masahide Ishizuka, Atsuyuki Sorimachi 

“Aerosol Emission from Forest by Precipitation: New Perspective for Atmosphere-Forest 

Interaction” 

第 11 回大気バイオエアロゾルシンポジウム 

2018 年 2 月 20-21 日 

信州大学長野キャンパス（長野県長野市） 

 

K. Kita 

“Bioecological resuspension of radiocesium found for the Fukushima nuclear accident 

Ibaraki Univ.-IRSN international workshop on atmospheric radio-cesium and bio-aerosol 

emission” 

2018 年 2 月 19 日   

Library hall in Ibaraki University（Mito,Ibaraki） 

 

T. Maki 

“Bioaerosol observations in forested area” 

Ibaraki Univ.-IRSN international workshop on atmospheric radio-cesium and bio-aerosol 

emission 

2018 年 2 月 19 日 

Library hall in Ibaraki University（Mito,Ibaraki） 

 

小野崎 晴佳、鈴木 慧花、小野 貴大、阿部 善也、中井 泉、足立 光司、五十嵐 康

人、末木 啓介 

“放射光マイクロビーム複合 X 線分析を用いた福島第一原発 1 号機由来の放射性粒子

の化学性状分析” 

第 31 回日本放射光学会年会・放射光科学合同シンポジウム    

2018 年 1 月 10 日  

つくば国際会議場（茨城県つくば市） 

 

K.Kita, N.Hayashi, K.Minami, Y.Igarashi, K.Adachi, T.Maki, M.Ishiduka, H.Ohkochi, 

J.Furukawa, K.Ninomiya,and A.Shinohara 
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“Atmospheric re-suspension mechanism of radio-cesium - possibility of circulation between 

atmosphere and biosphere” 

2nd International Symposium of Quantum Beam Science at Ibaraki University 

2017 年 12 月 10 日 

Library hall in Ibaraki University（Mito,Ibaraki） 

 

五十嵐康人 

“夏季の放射性セシウム再飛散と森林起源バイオエアロゾル” 

第 14 回放射能の農畜水産物等への影響についての研究報告会－東日本大震災に関す

る救援・復興に係る農学生命科学研究科の取組み－ 

2017 年 11 月 25 日 

東京大学弥生講堂（東京都文京区）（招待講演） 

 

Y. Igarashi, K. Kita, T. Maki, T. Kinase, N. Hayashi, K. Adachi, C. Takenaka, M. Kajino, M. 

Ishizuka, T. T. Sekiyama, Y. Zaizen, K. Ninomiya, H. Okochi, A. Sorimachi 

“Temperate forest as big bioaerosol sources?: Implication from atmospheric Fukushima 

radiocesium studies” 

2017 Symposium on Atmospheric Chemistry and Physics at Mountain Sites (ACPM2017) 

2017 年 11 月 7 日-10 日  

Tokinosumika(Gotemba-City, Shizuoka) 

 

K. Kita, N. Hayashi, K. Minami, M. Kimura, Y. Igarashi, K. Adachi, T. Maki, M. Ishiduka H. 

Ohkochi, J. Furukawa, K. Ninomiya, and A. Shinohara,  

“Bioaerosols sampled in Fukushima mountainous region and contribution to the radio-cesium 

resuspension” 

2017 Symposium on atmospheric chemistry and physics at mountain sites (ACPM2017) 

2017 年 11 月 7 日-10 日  

Tokinosumika(Gotemba-City, Shizuoka) 

 

小野﨑 晴佳、小野 貴大、飯澤 勇信、阿部 善也、中井 泉、足立 光司、五十嵐 康

人、大浦 泰嗣、海老原 充、宮坂 貴文、中村 尚、鶴田 治雄、森口 祐一 

“放射光 X 線分析により明らかになった福島第一原発事故由来の放射性粒子の性状お

よび飛散状況” 

第 53 回 X 線分析討論会 

2017 年 10 月 26 日 

徳島大学常三島キャンパス（徳島県徳島市） 
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五十嵐康人 

“放射性核種の環境動態研究の展望―大気環境への影響” 

2017 年度日本地球化学会第 64 回年会 

2017 年 9 月 13 日-15 日 

東京工業大学大岡山キャンパス（東京都目黒区）（招待講演） 

 

五十嵐 康人 

“不溶性セシウム粒子―その発見と最近の研究展開” 

第 58 回大気環境学会年会 

2017 年 9 月 6 日-8 日 

兵庫医療大学（兵庫県神戸市）（招待講演） 

 

林 奈穂、北 和之、 五十嵐 康人、 足立 光司、 木村 徹、 牧 輝弥、二宮 和彦、

篠原 厚、豊田 栄、石塚 正秀 

“福島森林域でのバイオエアロゾルの観察-放射性セシウムの大気再飛散担体の可能性” 

第 34 回エアロゾル科学・技術研究討論会 

2017 年 8 月 3 日-4 日 

芝浦工業大学豊洲キャンパス（東京都江東区）（ポスター賞受賞） 

 

Yasuhito Igarashi, Mizuo Kajino, Masamitsu Hayasaki, Kouji Adachi, Yuji Zaizen, Thomas 

Sekiyama 

“Atmospheric radioCs in case of the local dust event” 

JpGU-AGU joint meeting2017 

2017 年 5 月 20 日-25 日 

Makuhari Messe (Makuhari, Chiba) 

 

小野﨑 晴佳、小野 貴大、飯澤 勇信、阿部 善也、中井 泉、足立 光司、五十嵐 康

人、大浦 泰嗣、海老原 充、宮坂 貴文、中村 尚、鶴田 治雄、森口 祐一 

“SPM テープ濾紙より分離された放射性エアロゾルの放射光 X 線複合分析による化

学・物理的性状解明” 

日本地球惑星科学連合-アメリカ地球物理学連合 ジョイントミーティング 2017 

2017 年 5 月 20 日-25 日 

幕張メッセ（千葉県千葉市） 

 

西岡 拓哉、他２０名 
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“夏季-秋季における放射性セシウム大気再飛散のメカニズム” 

日本地球惑星科学連合-アメリカ地球物理学連合 ジョイントミーティング 2017 

2017 年 5 月 20 日-25 日 

幕張メッセ(千葉県千葉市) 

 

北 和之ほか 41 名 

“日本地球惑星科学連合―放射化学会連携による福島第一原子力発電所近傍における事

故 5 年後の土壌中放射性物質の調査概要” 

日本地球惑星科学連合-アメリカ地球物理学連合 ジョイントミーティング 2017 

2017 年 5 月 20 日-25 日 

幕張メッセ(千葉県千葉市) 

 

足立光司 

“電子顕微鏡がとらえた原発事故で放出された放射性粒子” 

環境放射能除染学会 

2017 年 7 月 19 日 

福島文化センター（福島県福島市） 

 

牧輝弥 

“空飛ぶ菌から生まれた『そらなっとう』” 

南砺市民大学 人と自然・健康 

2017 年 5 月 23 日 

福光福祉会館（富山県南砺市） (招待講演). 

 

津旨大輔、青山道夫、坪野考樹、三角和弘、立田穣 

“Estimations of direct release rate of 137Cs and 90Sr to the ocean from the Fukushima Dai-ichi 

Nuclear Power Plant for five-and-a-half years. EGU General Assembly 2017. “ 

2017 年 04 月 27 日 

Austria Center Vienna (ACV). (Austria) 

 

津旨大輔、坪野考樹、三角和弘、立田穣、青山道夫、廣瀬勝巳 

“福島第一原子力発電所事故時に海洋へ直接漏洩した 137Cs, 90Sr and 3H の領域海洋シ

ミュレーション” 

JpGU-AGU Joint Meeting 2017 

2017 年 05 月 25 日 

幕張メッセ 
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津旨大輔、青山道夫、廣瀬勝巳、坪野考樹、三角和弘、立田穣 

“Estimations of direct release rate of 137Cs, 90Sr and 3H from the Fukushima Dai-ichi Nuclear 

Power Plant for four-and-a-half years” 

ENVIRA2017 

2017 年 05 月 30 日 

BEST WESTERN Vilnius Hotel, Vilnius (Lithuania) 

 

津旨大輔、坪野考樹、芳村毅、三角和弘、立田穣、青山道夫 

“福島第一原子力発電所事故によって海洋へ直接漏洩した放射性物質の領域海洋におけ

る長期挙動” 

アイソトープ・放射線研究発表会 

2017 年 7 月 5 日 

東京大学弥生講堂 

 

津旨大輔、坪野考樹、三角和弘、立田穣、豊田康嗣、青山道夫 

“福島第一原子力発電所事故によって海洋へ 直接漏洩した Cs-137, Sr-90, H-3 の領域海

洋 における長期挙動” 

土木学会地球環境シンポジウム 

2017 年 9 月 9 日 

神戸大学 

 

津旨大輔、坪野考樹、三角和弘、立田穣、豊田康嗣、恩田裕一、青山道夫 

“Impact of river discharge on distribution of oceanic 137Cs released from the Fukushima Dai-

ichi Nuclear Power Plant accident “ 

Ocean Science Meeting 

2018 年 2 月 13 日  

Oregon Convention Center （アメリカ） 

 

Y. Hamajima 

“Low-Level Gamma-ray Counting in Ogoya Underground Laboratory” 

4th International Conference on Environmental Radioactivity: Radionuclides as Tracers of 

Environmental Processes 

2017 年 5 月 29 日-6 月 2 日  

Vilnius, Lithuania 
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Michio Aoyama, Yasunori Hamajima, Yayoi Inomata, Yuichiro Kumamoto, Eitarou Oka, Takaki 

Tsubono and Daisuke Tsumune 

“Radiocaesium in surface water observed in winter 2015/2016 in both coastal regions of Japan 

and the western North Pacific Ocean” 

6th Asia-Pacific Symposium on Radiochemistry 

2017 年 9 月 17 日-22 日 

Jeju Island, Korea 

 

Michio Aoyama 

“Radiocaesium derived from TEPCO Fukushima accident in the North Pacific Ocean: past, 

present and future” 

ENVIRA 2017 

2017 年 5 月 29 日-6 月 2 日 

Vilnius, Lithuania 

 

Aoyama, M., Hamajima, Y., Inomata, Y., Kumamoto, Y., Oka, E., Tsubono, T., Tsumune, D. 

“Long term behavior of TEPCO FNPP1 derived radiocaesium in the North Pacific Ocean 

through the end of 2016: A review” 

The EGU General Assembly 2017 

2017 年 4 月 23 日 

Austria Center Vienna (Vienna, Austria). 

 

Aoyama, M., Hamajima, Y., Inomata, Y., Kumamoto, Y., Oka, E., Tsubono, T., Tsumune, D., 

“Radiocaesium derived FNPP1 accident in the ocean interior of the western North Pacific 

Ocean through 2016” 

The EGU General Assembly 2017 

2017 年 4 月 23 日 

Austria Center Vienna (Vienna, Austria). 

 

Aoyama, M., Hamajima, Y., Inomata, Y., Kumamoto, Y., Oka, E., Tsubono, T., Tsumune, D. 

“Long term behavior of TEPCO Fukushima NPP1 accident derived radiocaesium in the coastal 

region of Japan and the North Pacific Ocean through the end of 2016: A review” 

Coordination and implementation of a pan-European instrument for radioecology Final Event 

2017 年 4 月 25 日 

Belgium's nuclear research center (Bruges, Belgium). 
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熊本 雄一郎、青山 道夫、浜島 靖典、岡 英太郎、村田 昌彦 

“2015 年および 2016 年の北太平洋西部亜熱帯循環域における福島第一原子力発電所事

故由来の放射性セシウムの分布” 

日本地球惑星科学連合 2017 年大会 

2017 年 5 月 25 日 

幕張メッセ（千葉県千葉市） 

 

Kaizer. J., Povinec, P.P., Kumamoto, Y., Molnar, M., Palcsu L. 

“Distribution of radiocarbon in the western North Pacific Ocean after the Fukushima accident, 

the International Conference on Environmental Radioactivity” 

2017 年 5 月 29 日 

Best Western Vilnius Hotel (Vilnius, Lithuania). 

 

青山 道夫、濱島 靖典、猪股 弥生、坪野 考樹、津旨 大輔、熊本 雄一郎、岡 

英太郎 

“東電福島第一原発事故により放出された放射性セシウム等の海洋環境での長期挙動” 

第 54 回アイソトープ・放射線研究発表会 

2017 年 7 月 5 日 

東京大学 弥生キャンパス（東京都東京特別区） 

 

Aoyama, M., Hamajima, Y., Inomata, Y., Kumamoto, Y., Oka, E., Tsubono, T., Tsumune, D. 

“Radiocaesium derived from FNPP1 accident in the North Pacific Ocean as tracer of transfer 

processes in layers of surface, STMW, and CMW” 

Goldschmidt Conference 2017 

2017 年 8 月 14 日 

Le Palais des Congres de Paris (Paris, France). 

 

Kumamoto, Y., Aoyama, M., Hamajima, Y., Murata, A. 

“Fukushima-derived radiocesium in the subarctic region of North Pacific in summer 2014” 

6th Asia-Pacific Symposium on Radiochemistry  

2017 年 9 月 22 日 

International Convention Center Jeju (Jeju, South Korea). 

 

Aoyama, M., Hamajima, Y., Inomata, Y., Kumamoto, Y., Oka, E., Tsubono, T., Tsumune, D. 

“Radiocaesium in surface water observed in winter 2015/2016 in both coastal regions of Japan 

and the western North Pacific Ocean6th Asia-Pacific Symposium on Radiochemistry” 
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2017 年 9 月 22 日 

International Convention Center Jeju (Jeju, South Korea). 

 

Kumamoto, Y., Aoyama, M., Hamajima, Y., Nishino, S., Murata, A., Kikuchi, T.,  

“Radiocesium in the Arctic Ocean after Fukushima Dai-ichi nuclear power plant accident” 

ISAR-5 / Fifth International Symposium on Arctic Research 

2018 年 1 月 18 日  

Hitotsubashi Hall (Tokyo, Japan). 

 

鄭 建 

“福島事故より放出された Pu の環境動態研究” 

第 4 回福島大学環境放射能研究所成果発表会 

2018 年 3 月 6 日 

福島大学環境放射能研究所 

 

Jian Zheng 

“Development and application of radiochemical methods based on the use of ICP-MS 

instruments” 

Nordic Nuclear Safety Research (NKS-B) ICP User Seminar 

Center of Nuclear Technologies 

2017 年 9 月 26 日 

Technical University of Denmark  

 

鄭 建 

“Tracing the Fukushima nuclear accident released radiocesium and Pu isotopes in the 

environment: the role of isotope ratio analysis for nuclear forensics.” 

Nuclear Emergency Expert Meeting (NEXT 2017) 

2017 年 8 月 31 日 

Leibniz University Hannover    

 

Jian Zheng, Tatsuo Aono, Masatoshi Yamada, Keiko Tagami, Shigeo Uchida 

“Pu distribution in seawater and sediments in the Pacific off Fukushima after the FDNPP 

accident, Actinides 2017” 

2017 年 7 月 12 日 

Actinides 2017 Organizing committee 
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H. Nagai, A. Kudo, T. Yamagata, Y. Kumamoto, S. Nishino, H. Matsuzaki 

"Temporal variation of 129I concentrations in seawater of the southern Canada Basin" 

14th International Conference on Accelerator Mass Spectrometry 

2017 年 8 月 14 日-18 日 

University of Ottawa (Ottawa, Canada) 

 

永井尚生、山形武靖、工藤 輝、熊本雄一郎、西野茂人、松崎浩之 

"北極海における海水中 129I 濃度の経年変化" 

第 20 回 AMS シンポジウム 

2017 年 12 月 14 日~12 月 15 日 

セラトピア土岐（岐阜県土岐市） 

 

Inomata, Y., Aoyama, M., Tsubono, T., Tsumune, D., Yamada, M.  

“Distribution of radiocaesium derived FNPP1 accident in the North Pacific Ocean” 

EGU 

2017 年 4 月 23-28 日 

The Austria Center Vienna (ウィーン).  

 

Inomata, Y., Aoyama, M., Tsubono, T., Tsumune, D., Yamada, M.  

“Distribution of radiocaesium derived FNPP1 accident in the North Pacific Ocean” 

JpGU 

2017 年 5 月 20－25 日 

幕張メッセ (千葉市). 

 

猪股弥生・青山道夫・浜島靖典・山田正俊 

“日本沿岸域における福島第一原発事故由来放射性セシウムの再循環” 

2017 年度九州沖縄シンポジウム（一般社団法人水産海洋学会,日本海洋学会西南支

部） 

2017 年 12 月 9 日 

九州大学（春日市） 

 

帰山秀樹 

“北太平洋における福島第一原子力発電所事故に由来する放射性セシウムの 6 年間の拡

散状況” 

JpGU-AGU joint meeting 2017 

2017 年 5 月 25 日 
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幕張メッセ（千葉県千葉市） 

 

帰山秀樹 

“原発事故後の放射性セシウムの海洋拡散状況” 

環境水等の放射性セシウムモニタリングコンソーシアム平成 29 年度第 2 回研究 

2017 年 6 月 22 日 

筑波大学東京キャンパス（東京都文京区） 

 

帰山秀樹 

“東京電力福島第一原子力発電所事故により放出された人工放射性物質の海洋生態系に

おける挙動” 

2017 年日本プランクトン学会・日本ベントス学会合同大会公開シンポジウム１「巨大

震災は海洋沿岸の生物にどのような影響を与えたか？東日本大震災から学んだこ

と」 

2017 年 9 月 3 日 

滋賀県立大学（滋賀県彦根市） 

 

帰山秀樹、安倍大介、森田貴己、杉崎宏哉 

“福島県沖における動物プランクトンならびに海底堆積物に見られる放射性セシウム濃

度の不均一性について” 

2017 年日本プランクトン学会・日本ベントス学会合同大会 

2017 年 9 月 5 日 

滋賀県立大学（滋賀県彦根市） 

 

Shizuho Miki, K., FUJIMOTO, Y., SHIGENOBU, D., AMBE, H. KAERIYAMA, T., MORITA 

“Strontium-90 contamination of marine fishes from the Fukushima Dai-ichi Nuclear Power 

Plant accident”  

The JSFS 85th Anniversary-Commemorative International Symposium, 

2017 年 9 月 22 日 

東京海洋大（東京都港区） 

 

帰山秀樹 

“漁場環境における放射性セシウム汚染” 

2018 年 3 月 30 日 

平成 30 年度日本水産学会東日本大震災災害復興支援検討委員会シンポジウム 
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Kamidaira. Y., Kawamura, H., Kobayashi, T., Uchiyama, Y. and Furuno, A. (2017) 

“Submesoscale eddy-induced mixing and dispersion of radioactive tracer off the northeastern 

Pacific coast of Japan” 

AOGS 14th Annual Meeting (AOGS 2017) 

2017 年 8 月 6 日-11 日 

Singapore 

 

Uchiyama, Y., Aduma, K., Iwasaki, T., Odani, S., Kamidaira, Y., Tsumune, D., Shimizu, Y. and 

Onda, Y. (2018) 

“Storm-driven flood and associated coastal dispersal of suspended radiocesium from Niida 

River: A high-resolution numerical assessment with a coupled river-ocean-wave-sediment 

model” 

European Geosciences Union General Assembly 2018 (EGU2018) 

2018 年 4 月 8 日-13 日 

Vienna, Austria 

 

田副 博文  

“Development and application of analytical method for radioactive strontium by solid phase 

extraction using chelating resin” 

化学系学協会東北大会 

2017 年 9 月 16 日 

岩手大学(岩手県盛岡市) 

 

Guosheng Yang, Hirofumi Tazoe and Masatoshi Yamada. 

“Rapid and high throughput determination of 129I activity and 129I/127I atom ratio in 

environmental samples by solvent extraction coupled to ICP-QQQ.” 

IUPAC International Congress on Analytical Sciences 2017 

2017 年 5 月 5 日-8 日 

Hainan International Convention & Exhibition Center (Haikou, China) 

 

Guosheng Yang, Hirofumi Tazoe and Masatoshi Yamada.  

“Rapid determination of U-236 in the soil contaminated by the Fukushima Daiichi Nuclear 

Power Plant accident using single extraction chromatography combined with triple-

quadrupole inductively coupled plasma-mass spectrometry.” 

8th Annual Congress on Analytical and Bioanalytical Techniques 

2017 年 8 月 28 日-30 日  
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Brussels, Belgium 

 

Guosheng Yang, Hirofumi Tazoe and Masatoshi Yamada.  

“Method development and application for routine measurements of 129I, 135Cs, and 236U in 

environmental samples by ICP MS/MS.” 

第４回福島大学環境放射能研究所成果報告会 

2018 年 3 月 6 日 

コラッセふくしま(福島市） 

 

Zhang, J., Kambayashi, S., Zhang, B. Significance of submarine groundwater discharge on 

material transportation from land to ocean: under long term climate change and 

environmental accident, Goldschmidt Conference 2017, 08/15/2017, Le Palais des 

Congres de Paris (Paris, France) 

 

神林翔太，張勁，成田尚史，海底地下水湧出による放射性セシウムの沿岸海域への移

行：間隙水の地球化学的特徴によるアプローチ，JpGU-AGU joint meeting 2017、

2017 年 5 月 25 日、幕張メッセ（千葉県千葉市） 

 

青野 辰雄, 福田 美保, 山崎 慎之介, 高橋 博路, 伊藤 友加里, 石丸 隆,  

神田 穣太, 鈴木 聡, 渡邉 昌人 

“福島沿岸域における海水とプランクトンネット試料中の放射性 Cs の濃度変動(III)” 

第 18 回「環境放射能」研究会, 高エネルギー加速器研究機構放射線科学センター 

日本放射化学会 α 放射体・環境放射能分科会 

2018 年 3 月 13 日 

 

福田 美保, 山崎 慎之介, 青野 辰雄, 石丸 隆, 神田 穣太 

“2016 年の福島県沖の海水と堆積物中の放射性セシウム濃度” 

第 19 回「環境放射能研究会」 

高エネルギー加速器研究機構放射線科学センター 

2018 年 3 月 13 日 

 

Miho Fukuda, Yamazaki Shinnnosuke, Aono Tatsuo, Ishimaru Takashi, Kanda Jota, Hirawake 

Toru,  

“Radiocaesium activity concentrations in overlying water collected off the coast of Fukushima 

Prefecture in 2014-2016” 
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2018 Oean Science meeting, America Geophisical Union (AGU), Association for the Sciences 

of Limnology and Oceanography (ASLO), The Oceanography Society (TOS)  

2018 年 2 月 15 日 

 

Shigeyoshi Otosaka, Miho Fukuda, Aono Tatsuo 

“Behavior of radiocesium at sediment-water interface off Fukushima, Goldschmidt2017” 

The Geochemical Society 

2017 年 8 月 15 日 

 

Miho Fukuda, Yamazaki Shinnnosuke, Aono Tatsuo, Ishimaru Takashi, Kanda Jota, 

“Distributions of radiocaesium activity in sediment and overlying water off the Fukushima” 

PGU-AGU Joint Meeting 2017 

日本地球惑星連合(JPGU) およびアメリカ地球物理学連合(AGU)  

2017 年 5 月 25 日 

 

T.Aono, M.Fukuda, S.Yamazaki, M.Akashi, T.Sohtome, T.Mizuno, M.Yamada, A.Yamanobe 

“The activities of radiocaesium in marine fishes around off Fukushima in Japan” 

ENVIRA2017 Conference (International Conference on Environmental Radioactivity) 

The Centre for Physical Sciences and Technology 

2017 年 5 月 29 日 

 

T. Aono, M. Akashi, M. Fukuda, S. Yamazaki, S.K. Sahoo 

“RADIOACTIVE MATERIAL CONTAMINATION IN FOOD AFTER THE FUKUSHIMA 

NUCLEAR POWER STATION ACCIDENT” 

International Conference on Radiation Research: Impact on Human Health and Environment 

(ICRR-HHE 2018) and 2nd Biennial Meeting of Society for Radiation Research (SRR) 

The Society for Radiation Research  

2018 年 2 月 2 日 

 

Tatsuo Aono 

“Overview of marine environment after the Fukushima Daiichi Nuclear Power Station accident: 

Environmental radioactivity and radiation effects” 

第 32 回台日工程技術研討会, 中國工程師學會 

2017 年 11 月 22 日 
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Marino Hiraoka, Yuichi Onda, Takashi Gomi, Shigeru Mizugaki, Kazuki Nanko, and Hiroaki 

Kato 

"Controlling factors for infiltration on undisturbed hillslopes in unmanaged plantation forests" 

EGU2017 

2017 年 4 月 24 日 

Austria Center Vienna 

 

Vasyl Yoschenko, Tsugiko Takase, Kenji Nanba, Alexei Konoplev, and Yuichi Onda 

"The radiocesium dynamics in the Fukushima forests at the late stage after deposition" 

EGU2017 

2017 年 4 月 28 

Austria Center Vienna 

 

Koichi Sakakibara, Maki Tsujimura, Yuichi Onda, Sho Iwagami, Yutaro Sato, and Kosuke 

Nagano 

"Temporal change of SF6 age in spring during rainstorms in a forested headwater catchment, 

Fukushima, Japan" 

EGU2017 

2017 年 4 月 28 日 

Austria Center Vienna 

 

脇山 義史、恩田 裕一 

“除染農地における土砂および 137Cs の移動” 

JpGU-AGU Joint Meeting 2017 

2017 年 5 月 25 日（口頭発表のみ抜粋） 

幕張メッセ 国際会議場 

 

恩田 裕一、谷口 圭輔、脇山 義史 

“福島の河川中のセシウム濃度の急速な低減傾向とその要因” 

JpGU-AGU Joint Meeting 2017 

2017 年 5 月 25 日 

幕張メッセ 国際会議場 

 

加藤 弘亮、恩田 裕一、Saidin Zul、山口 敏朗 

“福島県の森林における放射性セシウムの移行と林内空間線量率の時間変化傾向” 

JpGU-AGU Joint Meeting 2017 
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2017 年 5 月 25 日 

幕張メッセ 国際会議場 

 

三浦 輝、栗原 雄一、谷口 圭輔、坂口 綾、桧垣 正吾、恩田 裕一、高橋 嘉夫 

“セシウム包有微粒子が河川水中のセシウムの固液分配へ与える影響” 

JpGU-AGU Joint Meeting 2017 

2017 年 5 月 25 日 

幕張メッセ 国際会議場 

 

西岡 拓哉、他 20 名 

“夏季-秋季における放射性セシウム大気再飛散のメカニズム” 

JpGU-AGU Joint Meeting 2017 

2017 年 5 月 25 日 

幕張メッセ 国際会議場 

 

岩上 翔、恩田 裕一、辻村 真貴 

“福島における放射性物質の分布状況調査(12)森林小流域における渓流水の溶存態セ

シウム 137 濃度低下傾向” 

日本原子力学会 2017 年秋の大会 

2017 年 9 月 15 日 

北海道大学 

 

恩田 裕一、谷口 圭輔、清水 康行、岩崎 理樹 

“福島における放射性物質の分布状況調査(7)河川から流出する初期セシウム濃度・フ

ラックスの推定” 

日本原子力学会 2017 年秋の大会 

2017 年 9 月 15 日 

北海道大学 

 

加藤 弘亮、恩田 裕一、Zul Hilmi Saidine、山口 敏朗 

“福島における放射性物質の分布状況調査(8)森林環境における福島第一原発事故から

六年間の放射性セシウムの移行状況” 

日本原子力学会 2017 年秋の大会 

2017 年 9 月 15 日 

北海道大学 
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谷口 圭輔、恩田 裕一、倉元 隆之、佐藤 貴之、大沼 沙織、新井 宏受 

“福島における放射性物質の分布状況調査(10)河川における放射性セシウムの移行状

況の広域多地点調査” 

日本原子力学会 2017 年秋の大会 

2017 年 9 月 15 日 

北海道大学 

 

脇山 義史、恩田 裕一、小塚 翔平、五十嵐 康記、高橋 純子、久保 貴旺 

“福島における放射性物質の分布状況調査(11)様々な土地利用下にある斜面上での土

砂および放射性セシウムの移動” 

日本原子力学会 2017 年秋の大会 

2017 年 9 月 15 日 

北海道大学 

 

Onda Y, Taniguchi K, Wakiyama Y, Yoshimura K, Smith H, Bｌake W, Iwagami S & Kato H 

"Catchment stidies" 

IAEA Second Technical Meeting (TM) for MODARIA II 

2017 年 10 月 30 日-11 月 3 日 

Vienna, Austria 

 

Yuichi Onda 

"Rapid Recovery from the Fukushima contamination by FDNPP accident 2 " 

AMORAD/CONTI meeting 

2017 年 10 月 17 日 

Universite de Pau 

 

Yuichi Onda, Keisuke Taiguchi, Kazuta Yoshimura, Hugh Smith, willium Brake 

"Landuse Controls Fate and Transport of Radionulides in Fukushima Rivers" 

2017AGU Fall Meeting 

2017 年 12 月 13 日 

New Orleans Convention Center 

 

Wataru Sakashita, Yuichi Onda, Mohamad Racim Boutefnochet, Hiroaki Kato, Takashi Gomi 

"Stable isotope-based approach to validate effects of understory vegetation on shallow soil 

water movement in a Japanese cypress plantation" 

2017AGU Fall Meeting 
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2017 年 12 月 13 日 

New Orleans Convention Center 

 

Yuichi Onda 

IAEA 国際会議参加、研究発表を行う 

2018 年 1 月 13 日-20 日 

IAEA Vienna Head office 

Vienna, Austria 

 

恩田 裕一 

“陸はまだ汚染されているのか？” 

シンポジウム「Lesson #3.11 プロジェクト～原発事故から 7 年、放射能汚染の状況は

どこまで改善したのか 」 

2018 年 3 月 10 日 

日本科学未来館  

 
武藤芽依，金子信博，綾部慈子，吉田智弘，渡邊菜月，竹中千里，肘井直樹，林愛佳

音 

“腐食昆虫を介した土壌から地上への放射性セシウムの移動” 

第 40 回日本土壌動物学会大会 

2017 年 5 月 21 日 

横浜国立大学（横浜市） 

 

Furukawa, J., Noda, Y., Nihei, N., Hirose, A., Tanoi, K., Satoh, S.  

“Novel function of potassium and cesium channel, SKOR, involved in dormancy-induced 

nutrient re-allocation in poplar” 

International Plant Nutrition Colloquium 

2017 年 8 月 21 日-24 日  

Copenhagen, Denmark 

 

五十子碧・松田陽介・富岡利恵・竹中千里  

“福島県のコナラ実生における深度別外生菌根 数と放射性 Cs 濃度の関係” 

第７回中部森林学会大会 

2017 年 10 月 21 日 

福井市地域交流プラザ（福井市） 
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野田祐作 

“RI イメージングから樹木内セシウム動態制御機構を探る” 

第 3 回農学中手の会 

2017 年 12 月 1 日～3 日 

雄琴温泉（滋賀県大津市） 

 

Furukawa, J.  

“Radiocesium behavior within the forest ecosystem” 

Ibaraki Univ.-IRSN International Workshop on Atmospheric Radiocesium and Bio-aerosol 

Emission 

2018 年 2 月 19 日 

茨城大学（茨城県水戸市） 

 

飯塚 和也、大竹 勇希、大島 潤一、石栗 太、横田 信三 
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研究成果による産業財産権の出願・取得状況  

 

・ 該当なし 

 

研究成果 

 

研究項目 A01   放射性物質の大気への影響 

A01-1 （大気物理班） 

・ SPM 観測網の試料テープ分析により，多点毎時の 137Cs と 129I 大気中濃度を測定する新

手法を開発した。また，モニタリングポスト測定値から，多核種の大気中濃度を評価す

る手法を開発した。 

・ 複数の放射性物質の大気輸送モデルによるシミュレーションを行ない，事故当時のプ

ルームの発生・消長・変動を把握し，A01 班統一放出シナリオを作成した。さらに，放

射性物質の再浮遊量をモデルで評価し，再浮遊による除去過程は重要ではないことを

示した。 
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・ 福島原発事故による環境汚染研究とコミュニティの教訓をまとめた書籍（東大出版会，

2014 年）の刊行に貢献した。その英語版をケンブリッジ大学出版会より 2018 年中に刊

行予定である。 

・空間線量率分布データを用いた放射性物質の排出量の最初の逆推計：Yumimoto, K., Yu 

Morino, Toshimasa Ohara, Yasuji Oura, Mitsuru Ebihara, Haruo Tsuruta, and Teruyuki Nakajima, 

2016: Inverse modeling of the 137Cs source term of the Fukushima Dai-ichi Nuclear Power Plant 

accident constrained by a deposition map monitored by aircraft. J. Environ. Radioactivity, 164 

(2016) 1-12. 

・Cs-137 の２つの大気輸送モデルによるシミュレーション結果と SPM 観測値の比較を

通した初めての、１時間ごとの詳細なプリューム動態の把握：Nakajima, T., S. Misawa, 

Y. Morino, H. Tsuruta, D. Goto, J. Uchida, T. Takemura, T. Ohara, Y. Oura, M. Ebihara and M. 

Satoh, 2017: Model depiction of the atmospheric flows of radioactive cesium emitted from the 

Fukushima Daiichi Nuclear Power Station accident. Progress in Earth and Planetary Science, 

4(1), 1-18, DOI 10.1186/s40645-017-0117-x. 

・NaI波高計データからの放射性物質の大気濃度推定法の確立とデータ解析：Terasaka, Y. , 

図６．プルームの再現の様子 
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H. Yamazawa, J. Hirouchi, S. Hirao, H. Sugiura, J. Moriizumi and Y. Kuwahara, Air 

Concentration Estimation of Radionuclides Discharged from Fukushima Daiichi Nuclear Power 

Station Using NaI(TI) Detector Pulse Height Distribution Measured in Ibaraki Prefecture, J. Nucl. 

Sci. Technol. 53(12), 1919-1932, 2016. 

・放射性物質の土壌からの再巻き上げと森林生態系からの放出の算定と季節変化の発

見：:Kajino, M., Ishizuka, M., Igarashi, Y., Kita, K., Yoshikawa, C., Inatsu, M. (2016) Long-term 

assessment of airborne radiocesium after the Fukushima nuclear accident: re-suspension from 

bare soil and forest ecosystems, Atmos. Chem. Phys. 16, 13149-13172.  

・SPM 99 点の放射セシウム観測：Oura,Y., M. Ebihara, H. Tsuruta, T. Nakajima, T. Ohara, M. 

Ishimoto, H. Sawahata, Y. Katsumura, and W. Nitta, 2015: A Database of Hourly Atmospheric 

Concentrations of Radiocesium 134Cs and 137Cs)in Suspended Particulate Matter Collected in 

March 2011 at 99 Air Pollution Monitoring Stations in Eastern Japan. J. Nuclear and Radiochem. 

Sci., 15, 15-26. 

・浮遊粒子状物質（SPM）の自治体観測網のサンプリングテープからの初の、放射性セ

シウムの大気濃度の時間毎測定：Tsuruta, H., Y. Oura, M. Ebihara, T. Ohara, and T. Nakajima 

(2014): First retrieval of hourly atmospheric radionuclides just after the Fukushima accident by 

analyzing filter-tapes of operational air pollution monitoring stations. Sci. Rep. 4, 6717; 

DOI:10.1038/srep06717. 

・学術会議と連携した放射性物質による環境汚染の実態研究の取りまとめと社会発信：

中島映至・大原利眞・植松光夫・恩田裕一（篇），2014：原発事故環境汚染-福島第一原

発事故の地球科学的側面-、東大出版会, 東京、310pp, ISBN 978-4-13-060312-6。 

A01-1（公募・伊藤） 

・ 福島原発事事故に係わる放射線測定メタデータ検索システムの開発事故直後に個人や

グループで測定された放射線に関するデータを，データベース化するとともに，検索シ

ステムを開発した。 

 

A01-2 （大気陸面班） 
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・ A01-1 班, A03-5 班，A01 公募班中井らと共同研究．初期の Cs 放出には従来想定されて

いた水溶性サブミクロン・サルフェート粒子に加え，直径数 µm の不溶性粗大球状 Cs 粒

子が存在することを世界で初めて明らかにした。球状 Cs 粒子は，主要な構成元素として

Fe, Zn, Cs，O のみならず，Ba, Te, Sn, Mo, Rb, U 等の中重元素を含み，非晶質で，含有さ

れる金属は高酸化状態であること等が判明した。 

・ 放射性物質の沈着直後の再飛散係数（沈着量に対する再飛散量率比）を求めた（A01-1 班

と共同研究）。 

・ 再飛散は沈着した Cs の減少や移動にほとんど寄与しないことがわかった。また，再飛

散 Cs 濃度は，里山地点では夏季に濃度が上昇し，冬季には低く，夏季の Cs 担体は，

大部分が生物由来であることを見出した。（A01-1 班 A03-6 班と共同） 

 
「大気試料の組織的捕集と放射能分析」 
・浪江高校などで観測継続、計一万試料以上を分析（気象研、東工大、阪大） 
・濃度・降下量・粒径分布の変動（Igarashi et al., PEPS, 2015, Kinase et al., PEPS, in 

review） 
・沈着直後の再飛散（Igarashi et al., PEPS, 2015) 

図７．不溶性球状 Cs 粒子の性状まとめと電子顕微鏡像 

 

図 ８．．不溶性球状 Cs 粒子の μ-XRF 結果と電子顕微鏡像 
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・昼・夜サンプリング、雨天・晴天サンプリング、高度別サンプリング (Manuscripts in 
preparation)   

「一次放出の解明」 
・不溶性 Cs 粒子の表土などからの単離、発生源の違い等（Satou et al., 2016；小野ほ

か，2017） 
・Cs 粒子の内部構造解明（Yamaguchi et al., Sci. Rep., 2016) 
・SPring-8 でのＸ線分析による性状解明（重元素含有、高酸化状態、非晶質）（Abe et 

al., 2014） 
・中性子捕獲で生成する核種 S-35 観測、輸送モデル開発（Danielache et al., 2012; 

Priyadarshi et al., 2013） 
・不溶性球状 Cs 粒子の発見（IP 黒点より分離、数 Bq、球状、Fe, Zn, Cs, O などの特異

な組成）（Adachi et al., 2013） 
「二次放出の解明」 
・浪江高校での観測+ダストフラックスの定式化、観測で検証（Ishizuka et al., 2017） 
・多数成分の分析＋PMF（ソース・レセプタ解析）手法やインパクターサンプリング手

法での発生源の特定は、うまくいかない＋バイオエアロゾルの夏季における寄与可能

性 (Kinase et al., PEPS, in review） 
・バイオエアロゾル（真菌胞子類を含む）によるセシウム再浮遊(Manuscripts in 

preparation)  
・昼・夜サンプリング、抽出操作、過熱操作等々による放射性粒子の変化(Manuscripts 

in preparation)  
・エアロゾル ICP-MS 現場観測データの解析(Manuscripts in preparation) 
・植物葉表面からの再飛散に関する研究（in preparation） 
・同じ期間での雨天・晴天サンプリングにより見出された、降水時間帯におけるセシウ

ム高濃度事象の発見（in preparation） 
「大気モデルの精度向上・再飛散過程モデル化」 
・再飛散の長期挙動予測新規スキームの考案等（in preparation） 
・再飛散過程のモデル化（Ishizuka et al., JER, 2017） 
・再飛散と沈着の福島第一原発事故サイトからの遅れた一次放出を含む収支解析・森林

からの放出モデル化（Kajino et al., ACP, 2016） 
・放射性物質の滞留半減期とその要因解明（Aoyama et al., 2012; 2015） 
・逆解析による放出量推定、アンサンブル解析（Sekiyama et al., 2015） 
・Cs の物理・化学性状の違いによる沈着過程の解明（Adachi et al., Sci. Rep., 2013) 

 

研究項目 A02  放射性物質の海洋への影響 

A02-3 （海洋班） 

北太平洋における福島第一原子力発電所事故由来放射性セシウムの輸送の三つの主要な

経路と輸送の様相を明らかにした。1)北太平洋海流によって北太平洋中緯度域を，お

よそ一日当たり 7 km の速度で東に輸送され，事故後一年で太平洋中央部日付変更線

に達した。モデルシミュレーションによる再現計算でも，表層においては北太平洋で

観測された放射性セシウムの輸送の様相と良好な一致を示した。2)北太平洋亜熱帯モ

ード水の沈み込みに伴って亜熱帯域の亜表層を南に運ばれた。3)中央モード水の沈み

込みにより海洋内部に運ばれ東方向に移動した。         



198 
 

・ 福島第一原子力発電所近傍海域における放射性セシウム，3H，90Sr，129I，Pu の動態を

明らかにした。外洋域における粒状態放射性セシウムの鉛直輸送と大陸棚斜面での水

平輸送を明らかにした。 

・ 事故による海洋への直接漏洩率(Bq/day)を推定した。2011 年 3 月 26 日に直接漏洩が開

始し，最初の 12 日間は 2.2 x 1014 Bq/day であった。その後，指数関数的に減少し，海

側遮水壁閉合の直前では，109 Bq/day のオーダーまで低下したことを明らかにした。 

 

 

A02-4 （海洋生物班） 

・ 動物プランクトン群集の放射能について，海域や深度による変化および経時的低下が

予想よりはるかに遅れていることについて，亜熱帯モード水の高い放射能との関連を

中心に検討した。（A02-3 と共同） 

・ 福島沿岸海域生態系におけるセシウム放射能の時系列データセットと，A02-3 の海水

および放射能変動シミュレーションを基盤に，生物群集の放射能推移のシミュレーシ

ョンによる再現を行った。その結果，有機態堆積物から底生魚類への放射能移行が強

く示唆された。（A02-3 と共同） 

図９．放射性セシウムの輸送経路¥¥¥¥¥¥¥           
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・ 沿岸域生態系への継続的な放射能移行経路として考えられる発電所からの継続流出の

影響について，港湾の海水交換率の推定にもとづく定量的評価を行い，生態系への有

意な影響は限定された海域でのみ有意であることを示した。 

 

研究項目 A03   放射性物質の陸域での移行 

A03-5 （陸域班） 

「森林から水・落葉を通じた放射性物質の環境への移行とモデル化」 

・森林渓流水における溶存態のセシウム 137 濃度は二重指数関数的な低下傾向を示し、

2011 年 10 月以降現在まで Second phase の緩やかな低下傾向を示している。Second 

phase における指数関数の係数は -1.0～-0.14 (Teff は 0.7-5.0 y) の値を示した。 

・SS では指数関数の係数は -0.35～-0.18 (Teff は 2.0-3.9 y)、粗大有機物では -0.97～-

0.14 (0.70-2.3 y) の値を示し、除染が行われた疣石山では SS のセシウム濃度に顕著な

低下が見られた．  

・いずれの流域でも、セシウム 137 流出フラックスにおいて全体を通して SS が総流出

量の 97％以上を占め、森林流域からの放射性セシウムの主な流形態となっている。・
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図１０．ベントスにおける理論的経時濃度再構築レベル

と実測値（上）、および底生魚への移行フラックス（下） 
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河畔域のリターを用い，溶出実験を行った結果，セシウム 137 の溶出量は浸水時間が

増加するとともに減少傾向を示し, 攪拌速度により変化することが示唆された.  

・森林生態系内における、セシウムの分布とフラックスを明らかにした。・杉によって

初期に遮断されたセシウムの多くは地上に移行した。・放射性セシウムと安定セシウ

ムはまだ平衡に達していない・杉による放射性セシウムの、経根吸収はトータルフラ

ックスにおける 1%程度である。 

・さまざまな土地利用区画から流出する土砂の 137Cs 濃度の測定を行った。未耕作畑・

耕作畑・草地・森林では土壌侵食観プロットから流出した土砂、水田では代掻き時の

田面水中の浮遊砂および長期観測水田の流出口における浮遊砂サンプラーに捕捉さ

れた浮遊砂の 137Cs 濃度の測定を行った。・各土地利用についての 137Cs 濃度およびそ

の時間変化傾向について以下の結果が得られた。未耕作畑（3 プロット）では、各プ

ロットの Sc 平均値は 0.0079~0.063 であり、おおむね低下傾向を示した。耕作畑（3 プ

ロット）では、Sc 平均値は 0.0065～0.0170 であり、未耕作畑に比べて低く、低下傾向

は見られなかった。草地（4 プロット）では、Sc 平均値は 0.063～0.024 であり、地点

によって 137Cs 濃度およびその変化傾向の差が大きかった。森林（1 プロット）では

0.085 であり、比較的高い値であり、若干低下傾向が見られた。水田では 2011 年の 5

月の 0.24 から急激に低下し、2016 年には 0.018 まで低下し、その時間変化は三重指数

関数によって表された。 

・中程度汚染地域における渓流水を通じたセシウムの流出として栃木県那須塩原市の

森林小流域に観測地点を設けて、林外雨、林内雨、渓流水、リターの定期的な観測・

サンプル採取を実施した。渓流水のCs-137は0.003～0.116 Bq kg-1までの値を示した。

また、平水時に比べ出水時において高濃度の Cs-137 が認められた。 

「河川・湖沼・海洋への流出量とモデル化」 

・河川 30 地点での観測．阿武隈川本線の SS のセシウム濃度変化をチェルノブイリの

プリピャチ川と比較すると 2 年目以降は１桁くらい低い。溶存態の濃度変化を Smith

のデータの範囲と比較すると、阿武隈川本線は Smith の値に近いが支流は 1 桁下がる。

Kd は初期からほとんど変わっていなく、Kd の値をみても濃度変化は、fixation とは

考えにくく、セディメントソースと推測される。初期を k1 として、k2, k3 に書き直

したところ、K2 については土地利用で説明できる部分もある。 
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・阿武隈川黒岩での溶存態・懸濁態の継続測定．懸濁物乾重量 1kg 当たり含まれるセシ

ウム 137 濃度は，2012 には 10,000 Bq を超える値が観測されたが，減少が続き 2015 年

以降数千 Bq で横ばい傾向となった。河川水 1 リットル当たりのセシウム 137 濃度

(Bq/L)は，夏季に増加し，冬季に減 少する変動を示しつつ，長期的には低下傾向が見

られた。阿武隈川黒岩と祓川とを比較すると，懸濁物乾重量あたり，および溶存態の

セシウム 137 は祓川の方が高い値が続いた。Kd は水中の溶存有機物濃度との関係が

見られたが，NH4+ および K+ との関係はみられなかった。Kd の値は低下傾向が見

られた。これは，溶存態のセシウム 137 の濃度低下傾向が，懸濁態セシウム 137 の濃

度低下よりも緩やかであることによる。 

・懸濁態として輸送される放射性核種の環境動態を数値モデル化し，特に河川領域にお

けるセシウム 137 の移行過程について把握するとともに，海域へのセシウム 137 移行

量，タイミング等について推定することを試みた．一次元モデルによる検討より，懸

濁態として河川領域に輸送されたセシウム 137 は，9 割以上が河川内に堆積すること

図１１．阿武隈川における SS のセシウム濃度変化とプリピャ
チ川、チェルノブイリとの比較 
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なく海域に輸送されること，また海域への輸送量については上流から供給される懸濁

態セシウム 137 濃度の時間的減衰に大きく影響を受けることが明らかとなった．二次

元モデルによる検討では，まず阿武隈川高水敷において実施された土砂サンプルから

明らかとなったセシウムの堆積分布との比較検討により，モデルが十分な予測精度を

持って河川内のセシウム移行過程を再現できること明らかにした． 

・網羅的分析アプローチによる自然水中での放射性セシウムの存在形態と溶出機構の

解明．阿武隈川の微細浮遊砂・底泥(<2mm)に含まれる RCs は、有機炭素・窒素含有

量と非常に高い相関があった。RCs は、BET 表面積と高い相関がある一方で、レーザ

回折から測定した粒子サイズと表面積とは低い相関であった。比重分離サンプルにつ

いても、 RCs は BET 表面積と有機物と高い相関を示した。有機物除去後も RCs は変

わらずに残存していたため、底泥・浮遊砂中の RCs は有機物に直接吸着しているわけ

ではない。 

・河川浮遊砂（31 地点）の粒子の歩放射性セシウム補足ポテンシャル（RIP）、固液分

配係数（Kd）、比表面積、イオン交換容量、鉱物組成、有機物濃度を測定した。RIP は、

採取した河川流域の土壌の平均 RIP と相関しており、河川の後背地の土壌の RIP を反

映することが示された。RIP あるいは Kd に与える比表面積、イオン交換容量、鉱物

組成（XRD のピーク強度から(雲母)/(石英)比として算出）、有機物濃度の影響を調べ

るために、多重回帰分析を行った。その結果、有機物濃度に対して負の相関を示し、

それ以外の比表面積、イオン交換容量、鉱物組成に対しては、正の相関を示すことが

分かった。 

「河川・湖沼・海洋への流出量とモデル化」 

・霞ヶ浦・日本各地の湖沼・蓬莱ダムのセシウム濃度およびフラックス 霞ヶ浦におけ

る放射性セシウムの堆積状況の変化と収支、2011 年 7～8 月の航空機モニタリング結

果を補間して推定した 137Cs 湖面降下量に対して、同年 9 月の 3 地点の 137Cs インベン

トリーの平均的な割合は約 70%であった。湖心における 137Cs インベントリーは、2011

～2014 年に増加し、その後は横ばいで推移している。一方、底質表層の 137Cs 濃度（放

射壊変補正済み）の減衰係数は 0.18 y-1 であった。5 湖沼（曽原湖、小野川湖、涸沼、

霞ヶ浦、北浦）で 2011 年 9 月以降に採取した底質コアの情報から、137Cs インベント

リーは概ね増加傾向だが、曽原湖ではほぼ横ばいであった。5 湖沼の 137Cs 鉛直分布は

大きく異なっており、霞ヶ浦・北浦では底質堆積速度から予想される深度よりかなり

深くまで 137Cs の侵入がみられた。 

・新田川における懸濁粒子中の 129I 濃度は 0.92–4.1 mBq kg−1 であり、月別懸濁物質量

と相関があった（R2= 0.88）。降水量が多かった 2013 年 9–10 月の粒子状 129I フラック

スは 7.6–9.0 kBq month−1 と推定され、放射能汚染の強い上流域から土砂の運搬に付

随して粒子状 129I が多量に輸送された。新田川沖表層堆積物中の 129I 濃度は 5.8–8.4 

µBq kg−1 であり、河川中の懸濁物質より 2–3 桁低かった。河口から 2 km 内において、
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河川から放出された粒子状 129I は、海底堆積物の侵食などにより堆積しにくかった可

能性が考えられた。2014 年 7 月における海水中の溶存態 129I は 0.12 – 2.2 µBq L−1 で

あり、表層の濃度はこれまでの報告の中で最も高かった。シロメバルの 129I は 42–48 

µBq kg−1 であり、現場の海水より 20 – 400 倍高かった。事故直後における海水の高い

129I 濃度の保存の可能性が考えられた。129I の生態学的半減期を求めることを含め、更

なる検討が必要である。 

・阿武隈川からのセシウム輸送量の初期見積もりを行い、2011 年 8 月 10 日から 2012

年 5 月 11 日の期間において、この盆地の河川流域で輸送された放射性セシウム全体

の 84～92％が粒子態で運ばれたと推定された。2011 年 9 月の台風 15 号によって陸域

から沿岸域に流下した放射性セシウムは 6.18 テラベクレル（TBq）観測期間に沿岸域

へ放出された全フラックスの 61.4％に相当する観測期間全体では 137Cs が 5.34 TBq、
134Cs が 4.74 TBq であり、阿武隈川流域全体に降下したと推定される全放射性セシウ

ム（890 TBq）の 1.13％に相当することが推定された(Yamashiki et al. 2014)。 

 

A03-6 （森林生態班） 

・植物における放射性 Cs の吸収・輸送過程の解明：公募・福島と連携．事故直後の

植物への放射性 Cs の吸収には，葉面や樹皮からの表面吸収の寄与が大きかったこと

を明らかにした（Sugiura et al.,2016; Wang et al.,2016）。また，放射性 Cs の樹木内動

態についてカリウム輸送に関わる Cs 遺伝子の解析を行い，経根吸収および表面吸収

由来の放射性 Cs が SKOR 遺伝子の発現変動を介して輸送されるという新たな機構を

提示した（Noda et al.,2016）。 

・地表の菌類による放射性 Cs 輸送について，落葉広葉樹林において地表の菌類が放

射性 Cs を上方輸送してリター層に移行させることを明らかにした（Huang et al., 

2016）。 

・昆虫・動物における放射性 Cs の蓄積．ジョロウグモがその生態系における放射性

Cs 汚染の指標となることを示唆し（Ayabe et al.,2014），また，ジョロウグモにおけ

る放射性 Cs は K よりも Na 濃度と関係があることを明らかにした（Ayabe et 

al.,2015）。シカにおける放射性 Cs は，糞に多く含まれていることが明らかとなった

（小金澤ら，2013）。 

・森林における放射性 Cs の長期的な予測，スギとコナラ林におけるさまざまな構成

要素に分布する放射性 Cs 量の変化のモデルを作成した（Kanasashi,投稿中）。 

・B02（公募・加藤）森林に降下した放射性セシウムの初期遮断率の広域評価：A03-5

と共同研究，A03-6 と連携．スギ林のほうがアカマツ・コナラ混交林及び落葉広葉

樹林よりも放射性セシウムの樹冠遮断率が高く，大気から沈着した放射性セシウム

は常緑針葉樹の樹冠により効率的に捕捉されていることを明らかにした（Kato et 

al.,2017）。 
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・B02 (公募・Vasyl Yoschenko) Study of stable cesium for the long-term prognosis of 

radiocesium cycling in forest ecosystems after Fukushima NPP accident：A03-5 と共同研

究，A03-6 と連携．安定セシウムの分布と比較するにより，放射性セシウムの森林

生態系での動態の現状を調べ，2016 年の段階でまだ非平衡状態であることを明らか

にした。 

・B02（公募・高橋）間伐施業が森林生態系の放射性セシウムの循環に及ぼす影響の

定量的評価：A03-5 と共同研究，A03-6 と連携，間伐作業が，土壌中の放射性 Cs の

分布に影響を与えることを明らかにした（Takahashi et al.,2015）。 

 

研究項目 A04   移行に伴う放射性物質の存在形態および測定技術の開発 

A04-7 （化学形態班） 

・河川から海水に流入した懸濁粒子からの放射性セシウム(Cs)の脱着を推定するために，

室内吸脱着実験で得た固液分配係数 Kd による脱着量の推定，天然系での実験，

Generalized Adsorption Model によるイオン交換モデルによる推定を行った（Fan et al., 

2014; Sakaguchi et al., 2015; Fan and Takahashi, 2017)。 

・福島原発由来の環境試料中のアクチノイド核種の定量を行い，原発からの放射性核種

の放出過程や環境中への輸送・沈着過程の解析を行った（Yamamoto et al., 2012, 2014, 

2015; Sakaguchi et al., 2012, 2014)。放射性微粒子中の U・Cs 同位体比測定から，これ

らが燃料メルトから放出されたことを明確にした。 

・大気環境モニタリングのために自動採取されていた大気浮遊塵試料（SPM 捕集ろ紙）

を回収し，その中に含まれる放射性 Cs 定量すると共に，放射性ヨウ素（I）について

は加速器質量分析計を用いた分析法を開発し，その結果から，Cs や I の環境中への拡

散過程を明らかにした（Oura et al., 2015a, 2015b）。 

・土壌・堆積物中の Cs や I の化学状態を選択的抽出法や XAFS により明らかにした。

XAFS による局所構造により Radiocesium Interception Potential が持つ意味を明確にし

た（Tanaka et al., 2012, 2014; Qin et al., 2012; Fan et al., 2014）。X 線顕微鏡の開発によ

り懸濁粒子中の有機物の解析を行った（Suga et al., 2014）。 

・河川などにおける放射性セシウムのモニタリングを行い，関連する分析法の開発なと

ど共に，その固液分配の経時変化などを報告した(Nagao et al., 2013, 2015,  Mori et al., 

2017; Ochiai et al., 2015; Matsunga et al., 2015）。 

 

A04-8 （測定技術開発班） 

・ 主に大気中の放射性核種について、他班との共同研究で 5 年間にわたる長期観測を実

施した。この研究により、2013 年に太平洋側で観測された高濃度のイベントの存在が

明らかとなるなど、A01 班の成果の基盤が得られた。また、Sr や Am といった難測定

放射性核種の定量法の開発、環境試料からの定量についても成果を得た。特に大気中
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90Sr の分析では汚染イベントごとに濃度比が変化することを明らかにした（A01-01, 

A01-02, A04-07 と共同） 

・ 事故時に原子炉から放出された放射性核種の化学形態は、その後の環境中の拡散過

程、沈着過程とその後の環境動態に大きく影響する。本研究では事故を模擬した実験

システムの開発を行い、核分裂反応により生成する元素の高温下での揮発過程、環境

中で発見されている不溶性の放射性粒子の生成模擬実験、放射性核種の様々なエアロ

ゾルへの吸着とその運搬過程について調べた。252Cf 線源を用いた核分裂核種の吸着実

験から、図に示すように、放射性核種の吸着に平衡過程が存在することを明瞭に示し

た。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１２．放射性核種の吸着率とエアロゾル表面積の関係 
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ホームページによる情報公開状況 
 
ISET-R: 福島原発事故により放出された放射性核種の環境動態に関する学際的研究 

http://www.ied.tsukuba.ac.jp/hydrogeo/isetr/index.html，News Letter の発行 10 件(日英版 各通

算)  
 
論文位置情報を示す Meta-data base の公開準備中。 
 
シンポジウム開催 
 
福島原発由来の放射性核種の環境動態に関する分野横断シンポジウム 
  2015 年 1 月 9-10 日 筑波大学 合計 125 名参加 
 
IAEA 2nd Proficiency Test Japan Meeting 結果報告会 
 2014 年 3 月 24 日 筑波大学 合計 40 名参加 
 
福島第一原子力発電所事故由来放射性物質調査研究 分野横断ワークショップ 

2014 年 3 月 15-16 日 筑波大学筑波キャンパス総合研究棟 A110（※世話人として運営を

担当）全体会議の様子を U-stream で配信（http://www.ustream.tv/channel/alltsukuba2014）合計 

述べ 117 名参加 
 

シンポジウム「原発事故から 7 年、放射能汚染の状況はどこまで改善したのか」 
2018 年 3 月 10 日 日本科学未来館 7 階 未来館ホール 合計 240 名参加 
 
IAEA-CRP 専門委員会 
津旨大輔、青山道夫、立田穣、猪股弥生 Long Term Behavior of Artificial Radionuclides in the 
Marine Environment in the Pacific Ocean: Past and Present Status of Radiocaesium in the Marine and 
Marine Ecology.-Modeling- 2017/6/19-23. IAEA Environmental Laboratory (Monaco)  
 
山田正俊.海に流れ出した放射性物質はどこに行ったのか？ シンポジウム「原発事故から７

年，放射能汚染の状況はどこまで改善したのか」，2018 年 3 月 10 日, 日本科学未来館（東京

都江東区） 
 
第 11 回大気バイオエアロゾルシンポジウム，2018 年 2 月 20 日～2018 年 2 月 21 日、信州

大学長野（工学）キャンパス信州大学国際科学イノベーションセンター（長野県長野市） 
 
Ibaraki Univ.-IRSN international workshop on atmospheric radio-cesium and bio-aerosol emission, 
2017 年 2 月 19 日、茨城大学ライブラリホール (茨城県水戸市) 
 
 
市民向け公開講演等 
 
科研費新学術領域研究若手講習会（A01-1, 2 班共催）「福島第一原発事故による放射性物質
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の環境汚染シミュレーションに関する講習会」，第１回：平成 25 年 10 月 28 日-29 日；

第２回：平成 26 年 8 月 19 日；第３回：平成 27 年 8 月 25 日，場所：東京大学情報

基盤センター，参加者：のべ 120 名 
 
公募班（張）の研究グループは松川浦等をフィールドとして，漁業従事者の方々や及び漁業

協同組合職員の方々の多大なご理解・ご協力のもと研究を行った。研究期間内に 5 回の

経過報告会を開催した。 
 
「福島第一原子力発電所事故から現在まで海洋学の視点」藤沢市放射能測定器運営協議会 

学習会，平成 28 年 11 月 12 日，藤沢市民会館，藤沢市（海洋研究開発機構 熊本雄一

郎） 
 
「福島第一原子力発電所事故と海」地球情報館公開セミナー 第 191 回，平成 27 年 7 月 18

日，JAMSTEC 横浜研究所，横浜市（海洋研究開発機構 熊本雄一郎） 
 
「福島第一原子力発電所事故起源放射性物質の海洋への影響：最新の研究動向」日本放射線

影響学会第５６回大会市民公開講座 平成 25 年 10 月 20 日 青森市 （弘前大学 山

田正俊） 
 
「福島原発事故により放出された放射能核種の環境動態に関する学術調査（招待講演）」 

平成 25 年 10 月 21 日-23 日 第 3 回 CSJ 科学フェスタ （筑波大学 恩田裕一）   
 
「Terrestrial Trasfer of fallout radionuclides by geomorphological process by Fukushima NPP 

accident（招待講演）」 平成 25 年 7 月 23 日 Joint Assembly of IAHS-IAPSO-IASPEI，
Gothenburg（Sweden） 

 
北海道大学水産学部「海のナビゲーター」・「海のプロデューサー」人材養成プログラムワー

クショップ、「福島第１原子力発電所沖の海と生物の現状」、平成２７年 ８月８日（土）

函館市国際水産・海洋総合研究センター大会議室 
（講演） 
「おしょろ丸による震災対応航海について」（今井 圭理） 
「福島沖海洋生態系の放射能汚染」（石丸 隆） 
「東電福島第一原発事故による福島県沿岸から太平洋全域での放射能汚染」（青山 道夫） 
 
 
TV 報道 
 
NHK 総合「放射能汚染からの漁業再生～福島・浜通り Part3～」平成 28 年 9 月 18 日（石丸

隆） 
 
NHK 総合「放射能汚染からの漁業再生 ～福島・いわき市 Part2～」平成 27 年 7 月 19 日（神

田穣太） 
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サイエンスゼロ「No. 489 シリーズ原発事故（ 13）謎の放射性粒子を追え！」

http://www.nhk.or.jp/zero/contents/dsp489.html，平成 26 年 12 月 21 日放送（気象研究所: 
足立，五十嵐，梶野，東京理科大: 中井，筑波大学: 末木） 

 
NHK 総合「放射能汚染からの漁業再生～福島・いわき市～」平成 26 年 6 月 22 日（神田穣

太） 
 
福島中央テレビ「Cs ボール」について 平成 25 年 12 月放送（気象研究所 足立光司）  
 
東日本大震災「空白の初期被ばく～消えたヨウ素 131 を追う」、平成 25 年１月 12 日 NHK

スペシャル（鶴田治雄・滝川雅之） 
 
「Fukushima forests found to be radioactive」平成 25 年 3 月 10 日 Al Jazeera English（筑波大

学 恩田裕一） 
 
「消えない放射能-最悪事故が残す汚染の実態」平成 24 年 9 月 17 日 TBS テレビ・震災報

道スペシャル 
（筑波大学 恩田裕一） 
 
「“目に見える”放射性物質の粒、福島の川で確認」平成 30 年年 3 月 7 日 TBS NEWS 

 

「原発事故７年“謎の放射性粒子”徐々に判明」平成 30 年 3 月 6 日 日テレ NEWS24 

 

「セシウムボールを福島県内の川で発見」平成 30 年 3 月 8 日 TBS ニュースバード・

News 23（高橋嘉夫・栗原雄一・三浦輝ほか） 

 
 
新聞報道 
 
「震災 5 年 放射性物質薄まった海洋」読売新聞 平成 28 年 3 月 20 日 （神田穣太、石丸

隆） 
 
「福島第一放射性雲 2 度の拡散裏付け」で、SPM データの解析結果（原子力規制庁委託事

業報告書）について報道。平成 26 年 9 月 6 日 朝日新聞・毎日新聞記事（大気海洋研・

首都大学東京のグループ） 
 
「がれき粉じん 7 回宮城へ」で、宮城県丸森町での長期大気観測で、放射性セシウムが高濃

度になった原因についての報道。平成 26 年 7 月 31 日 朝日新聞記事 （中島映至ら） 
 
「Mishaps Underscore Weaknesses of Japanese Nuclear Plant」 平成 25 年 4 月 10 日，The New 

York Times，（神田穣太） 
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「東大、チェルノブイリと福島の河川水中の放射性セシウムの水への溶け易さの違いを解

明」平成 29 年 9 月 29 日 日本経済新聞（他に、福井新聞、静岡新聞、河北新報、神戸新

聞、四国新聞、長崎新聞、京都新聞、日刊工業新聞、澎湃新闻（中国）などが同様の記事

を配信）（高橋嘉夫） 
 
 


